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序章







　五層の転移陣じんを使って『アントホーム』を後にした俺おれたちは、昨日と同じように森の中に入り、マナのクエイクで作った低めの囲いの中で、今日の攻こう略りやくで倒たおしたアントたちの解体を始めた。

　昨日倒した分はすべて俺とヒツギの成長に使わせてもらったこともあって金銭的な利益はなし。宿代とかを考えたらむしろマイナスだ。すでに喰くってしまったものもあり、今日の戦果をすべてというわけではないが、素材をギルドに持ち込むことにしたのだ。

「あ」

「ちょっとメイ、力入れすぎてひびが入ってる！　それじゃ売れないよ？」

「解体魔ま法ほうで解体しちゃおうよー」

「面めん倒どうくさがらないの。ポーンアントの甲こう殻かくはアントよりは高く売れるんだから」

「はーい。あ、メイその足の向きって逆じゃない？」

「え？　あー……曲げづらいと思ったらそういうことか。死後硬こう直ちよくかと思ってた」

「せっかくの素材がー！」

　マナの悲鳴と怒いかりの声が響ひびく中、量がそれほど多くないこともあって十分ほどで解体が終わった。解体に関して、俺が戦力外であるということがわかったのが一番の収しゆう穫かくだろうな。きっと筋力上じよう昇しようのせいだ……そうに違ちがいない。

　解体してゴミになってしまった素材をヒツギの棺かん桶おけに吸収させ、素材をアイテムボックスにしまった俺たちは、ギルドに向かうべく、町に向かって歩き出した。




　入口で門番と軽い挨あい拶さつをかわし、イリアスの町に入った。時刻はすでに夕方になっており、俺たちと同じようにギルドに向かう冒ぼう険けん者しやをちらほらと見かける。そんな風に人通りが多いため、そんな人たちに声をかける商人たちもたくさんおり、あしらうのが面倒な時もあった。

　ギルドの中は町中以上に混こんでいた。素材を売りに来た人、依い頼らいの報告に来た人、酒を飲みに来た人など、その理由は様々だが、すぐそばにいるマナとヒツギの話し声が聞こえなくなるくらいには騒さわがしい。俺たちは素材の買い取りの列に並び、自分たちの番を待った。

「お、メイじゃねぇか。今帰りか？」

　素材の売買が終わり、全部で銀貨二枚と銅貨五十枚となった。昨日買った地図代が相そう殺さいされる程度でしかなくて少し残念だ。そんな風に思いながら宿に帰ろうとギルドの外に出て、宿に向かって歩き出して直ぐに後ろから声をかけられた。振ふり返かえって見てみると、数時間前に会ったドワーフのみで構成されたパーティ、『脱だつ土ど工こう房ぼう』の面々だった。

「ムウルマルのおっさんか。五層のボス戦も済んだし、そこで帰ってきたんだ。おっさんたちは今戻もどってきたのか？」

「そうだな。今日も大きなけがはなく終わったことだしな。それにしても、全員無傷みたいだな。その様子じゃ十層も楽々なんじゃないか？」

「自分で言うのもなんだが、強いからな」

「かっかっか！　言うじゃねえか。軽く手合わせでもしようぜ」

「リーダー、もちろん飲み比べこれですよね？」

『脱土工房』のメンバーの一人がコップを傾かたむける動作をする。俺たち酒飲めないんだがなぁ……。

「あたりめぇだろうが！　つーわけでメイ、そっちの二人もつれて今から酒場にこいよ」

「いや俺ら酒飲めないんだよ」

「なにぃ？　酒が飲めないだとぉ！」

「し、信じられねえ」

「そんなやつがこの世にいたなんて」

「お前ら何を楽しみに生きてるんだよ！」

　酷ひどい言われようだ。酒を飲めないのがそんなにいけないことなのか？

「それじゃいけねえよ。よし、飲めるようにしてやらぁ！　お前ら、今からいつもの酒場で大飲み祭、くぺっ」

「たく、メイたちに迷めい惑わくかけてんじゃないよ」

「なにすんだよカーマス。これは俺たちに与あたえられた神からの試練なんだ」

「そんな試練あってたまるか。メイ、こいつらの言うことは真に受けなくていいよ。あたしらのなかにも飲めないやつはいるしね」

　俺たちに助け船を出してくれたのは『瑠る璃り薔ば薇らの太た刀ち』のカーマスさんたちだった。彼かの女じよたちも今帰ってきたところなのだろうか。あきれるようにムウルマルの頭を叩たたくカーマスさんの後ろから、『瑠璃薔薇の太刀』のメンバーの中でも一番若い女性がちょこんと陰かげから顔をのぞかせた。

「カーマスさんも飲めないですもんね。あ、そうそう聞いてくださいよ、メイさん。カーマスさんってば、あれから何度もメイは無事か、怪け我がしてないかって一人で呟つぶやいて」

「おい、ケセラお前明日ずっと前衛な。後衛はほかの五人でつとめるから」

「ちょっとカーマスさん！　私弓使いなんですけど」

「なに？　そうかそうか。そんなに前に出たいのか。いいよ、許可する。そうだな、明日は朝一でモンスターハウスにいこうか」

「カーマスさん、私が悪かったです！　メイさんに変なこと言ってすいませんでした！」

「たく、はじめからやるんじゃないよ。メイ、さっきのはケセラの冗じよう談だんだからね。ほんとだからね。わかったね？」

「あ、はい」

　カーマスさんの後ろに鬼おにが見える。おかしいな、鬼き人じんはむしろ俺の方なのに。

「メイ、そろそろいかない？」

　それまで蚊帳かやの外だったマナから声がかかる。そういや宿に戻るんだった。

「そうだな。あ、そういや二人とも紹しよう介かいしてなかったな。俺のパーティーメンバーのマナとヒツギだ」

「よろしくな。嬢じようちゃんたち、今から酒場で」

「ムウルマル、お前は懲こりろ。行かなくていいからね。もしこのおっさんに飲まされそうになったらいつでもあたしらを頼たよってくれていいよ」

「ははは。お酒は飲めないですけど、ご飯だけならごちそうになりたいです」

「なんだ、飯もまだだったんだね。どうせならあたしたちと食べるかい？　女だけでさ」

「がはは、それじゃメイは俺たちと食うか？」

「それならどうせだしみんな一いつ緒しよに食べませんか？」

「華はなが多い方がムウルマルさんたちもうれしいでしょ？」

「これだけのきれいどころを俺たちが独り占めってか」

「ま、そんなに軽い連中じゃないけどね」

「あたしらを襲おそおうとしても無む駄だっすよ！」

「お前さんみたいなアマゾネスを襲うほどうちの連中は女に飢うえてねえよ」

「誰だれがアマゾネスだって？」

「まあまあリーダー、ほんとのことを言われたからって、そんなムキにならないでくださいよー」

「ケセラ、あんた反省する気ないね？」

「ケセラ、悪いこと言わないから今度の休みは勉強会しようね」

「えー」

「えー、じゃないの」

「まあ決まりってことでいいか？　この人数だといつもの酒場だと狭せまいかな……。バルザス、この間行ったとこはたしか広い席もあったよな？」

「たしか奥おくの方の席はそうだったはず。あそこで決まりなら席を空けてもらえるように先に店に話つけてくるがどうする？」

「じゃあ頼たのむわ」

「へーい」

　バルザスはドワーフ特有の重い体を揺ゆらしてドスドスとかけていった。

「つーわけで俺らはゆっくりと店に向かおうぜ。それほど高い店じゃねえし、おごらせてもらうからよ」

「いいのか？」

「限度ってものを知っていればな」

「ごちになります！　今日はたくさん食べられますね！」

「ケセラ、勉強会は今晩にしようか」

「今晩は寝ねかさないぞ」

「いやですー」

「まあまあ、今日行くところはそんなに高くはないから、ある程度はなんとか……なるかな。月に一回吟ぎん遊ゆう詩人が来るんだが、今日がその日だといいな」

「へえ、なかなかしゃれてる店だね。あんたみたいなのがそんなところを知ってるってのは意外だね。どこでそんなとこの情報を知ったんだい？」

「酒場にくる連中の中には情報通もいっぱいいるからな。酒を出している店は片かたっ端ぱしから行っているようなやつもいるし、今日の店はそいつから聞いたんだ」

「リーダー、そろそろ行きやせんか？　バルザスが行っていつまでも俺らが来なきゃ店側もほかの客を入れてしまいやすぜ」

「それもそうだな。じゃ、みんなついてこーい」

　俺たちはみんなでムウルマルのあとについていった。







　店につくと、バルザスが先に行っていたおかげですんなりと入ることができた。

「じゃ、さっそくだが、五層突とつ破ぱを祝って、かんぱーい！」

「「「かんぱーい！」」」

　俺たち三人はジュースを、他の全員は酒を持ってジョッキを打ち鳴らした。一番若いと言われていたケセラでも二十代らしく、ほんとの意味で酒が飲めないのは俺とマナの二人だけらしい。ヒツギは俺たちに合わせているけど飲めることには飲めるそうだ。さすが九百歳さい。

「メイ？」

「なんでもない」

　笑え顔がおのヒツギがほんとに怖こわい。なんでわかるんだよ。




「本日ご来店の皆みな様さま！　今日は月に一度のお楽しみ、吟遊詩人による詩のお時間でございます！」

　二十分ほど経たち、『脱土工房』の酒のペースも上がってきた頃ころ、ずっと店の奥にいた店主が出てきて、店中に響き渡わたる大声で告げた。

「お、やっぱ今日だったか。運がいいな」

「詩の時間ね。リクエストとかもできるのかい？」

「んー、俺はそういう話はきいたことねえな。前に来たときはなかったし」

「だな。でも、リクエストできるほど知ってるか？」

「違えねえな」

「「がっはっは」」

　酒が入った二人が騒ぐうちに店主に促うながされてハープを持ったエルフの男性が店の奥から出てきた。客たちは拍はく手しゆで彼かれを出で迎むかえる。そして、特設ステージとして用意されたお立ち台に来ると、吟遊詩人のエルフは右手を挙げて拍手を止めた。そしてその手でハープを鳴らし、話し始める。

「本日はお集まりいただきありがとうございます。本日のお話は先日できたばかりの新作でございます。ぜひ最後までお聞きくださいませ。『勇者の旅路、守護者キングアントとの死し闘とう』始まりでございます」







間章一　――僕が真の勇者だ！――







　僕の名前は天てん上じよう院いん古こ里さと。自分でも断言できるイケメンだ。一八〇cmくらいの高身長、筋骨隆りゆう々りゆうと言うほどではないが筋肉がしっかりとついた締しまった体、勉強も常に学年上位をキープし、全国模試でも総合で千位以内に入ったこともある。運動神経もよく、高校から始めた剣けん道どうでは、一年、二年とともに全国大会に出場して、剣道部のエースと呼ばれるまでになった。どちらも優勝はできなかったけど、三年生にになった今年の最後の大会では絶対に優勝してみせる！

　学校内外問わずファンがいるくらいにはモテて、周りに女の子がいることが多かったけど、僕には誰にも言えない秘密があった。

　何なにを隠かくそう、僕は大のアニメオタクなのだ！

　異世界に召しよう喚かんされて、チート能力で魔王を倒したり、世界の危機を救ったり、最高じゃないか！　そして、ゆくゆくは巨乳美少女でハーレムを作って……えへへ。




　まあそんな妄もう想そうを周囲に悟さとられるわけにはいかないからあまり表には出さないけどね。

　そんな僕は今、異世界で、勇者をやっている！

　王都に召喚されてすぐに訓練とは言え、近衛このえ騎き士し団だん長を剣で下し、先に召喚されていたという二人との格の違いを見せつけた。特にあの鳴めいって男には負ける気がしなかった。バカなことを言っていたから軽く殴なぐりつけただけで紙切れみたいに吹ふっ飛とんでいった。悪あく魔まからの取引にも応じることなく、一刀のもとに切って捨てた。僕は勇者だからね。悪魔なんかと取引するつもりはさらさらないのさ。光の勇者であるこの僕に悪魔が近づくことなんかできないのさ。




　召喚されて四日目、真ま那なさんが王都から行ゆく方えをくらませてすぐ、僕は王様から一緒に旅をするパーティのメンバーを紹介された。もともとは真那さんも一緒に行く予定だったんだけど、それはかなわぬ夢になってしまったみたいだ。でも、さすがは王様。紹介された人たちはみんな一流の人たちばかりだった。

「古里殿どの、彼らが古里殿と旅を共にする仲間たちだ。順に自己紹介を」

「ではまずは俺からだな。こちら側から順にしよう。お前もよく知ってると思うが、王国騎士団長のバラーガ・グーテンだ。これまでとは違いこの口調で行かせてもらうぞ。近接戦せん闘とうタイプといったところだ」

　バラーガ・グーテンは初日に戦った時や一緒に訓練をした時に着ていた訓練用の鎧よろいとは違い、きちんと手入れされた歴戦の鎧をまとっていて、口調も訓練中の堅かたい感じじゃなくて砕くだけた感じだった。

「次は私。カシュマ王国国王直属の魔法使いのサラ・ファルシマーです。治ち癒ゆ魔法と付与魔法を得意としております。戦闘では皆様のサポートに回らせていただきます」

　二人目のサラ・ファルシマーは両りよう肩かたから一本ずつ黄色いラインの入った白いローブを羽織った一六〇cmくらいの女性だ。挨拶の前に、フードを外したことで初めて見えたきれいな銀ぎん髪ぱつと、かわいらしい顔、そして首から下がる十字のネックレスは、ローブ越ごしでもわかる見事な双そう丘きゆうに乗っていた。

「では私の番ですわね。私も国王直属の魔法使いで、カク家次期当主候補、継けい承しよう順位第二位のヴァルミネ・カクですわ。中ちゆう距きよ離りから遠距離にかけての攻こう撃げき魔法を得意としておりますの」

　三人目のヴァルミネ・カクは逆に真っ黒なローブを羽織り、ピンク色の髪かみと、先せん端たんに大きさが拳こぶしほどにもなる水すい晶しようのついた杖つえが特とく徴ちよう的てきな女性だ。王都でもかなりの権力を持つカク家という家の次期当主候補で、継承順位は二位。自分の使う攻撃魔法に絶対的な自信を持っているようだ。そうした事情からか、どこか高こう慢まんな様子を感じる。

「あたいはエルフのマーサだ。いろいろと言えないことも多いけど詮せん索さくはなしにしてくれよな。こっちにも事情ってもんがあるから。武器は弓。遠距離攻撃が主流だ。一応ヴァルミネよりもさらに遠距離ってことになる。あとは精せい霊れい魔法を少しだな」

　四人目のマーサは僕よりも背が高い、元気いっぱいなエルフの女性だ。先の尖とがった鋭するどい耳と、きれいな深緑の髪、そして薄うす緑みどりの瞳ひとみがとてもマッチしている。背中に背せ負おった大きな弓矢を手足のように扱あつかう遠距離攻撃が得意で、精霊魔法も扱えるなんてすごいな。サラさんと比べると控ひかえ目めで、その半分くらいの膨ふくらみだから、平らなヴァルミネさんと三人並んだらちょうど中間くらいだ。

「マーサさんの弓の腕うでは私も認めているほどでしてよ！」

「ヴァルミネ、まだ終わってないからあとにしといてくれ」

「ぼ、いや、わ、私……猫ねこ獣じゆう人じんのキャラビー……です。ローグで、罠わなを仕し掛かけたり、罠を解いたりが得意、です」

　そして五人目のキャラビー・ファントムは猫獣人の名の通り、猫耳に尻尾しつぽの生えた女の子だ。腰こしにダガーとポーチを付けており、左足にも別のダガーを差している。でも、それ以上に目を引くのが首にはめられた首輪だった。

「あの、その首輪は？」

　全員の紹介が終わったところで僕は聞いた。たぶんだけど想像はついている。

「奴ど隷れいだな」

「奴隷……ですか……」

「はい、です」

　想像はできていたけどいざ聞くと変わってくるな……。

「まあ奴隷と言っても今回の件が終われば解放される約束になっているし奴隷として扱うつもりはないから古里殿も普ふ通つうに接してやってくれ」

「わかりました」

　あとから聞いたことだけど、彼女はその血筋の関係で生まれつきの奴隷だそうだ。まあ結局は僕の扱い方次し第だいだからね。今回の旅が終わったら解放されるそうだし、解放される頃には僕のことを心から好きになってほしいね。

「ではさっそくだが今日よりこのメンバーで活動してもらう。なんとしても一日でも早く強くなり、魔王を倒してほしい！」

「「「「「「はい！（です）」」」」」」

　この後、僕も自分の自己紹介をして、僕たちは王都近くのダンジョン『タイラン』に挑いどむことになり、一月で現在攻略されている最高階まで上のぼり詰つめた。その間に僕たちの仲もよくなり、お互たがいのこともなんとなくわかるようになってきた。それぞれにいいところと悪いところがあり、それをお互いに補いあいながら頑がん張ばって進んでいた。

　しかし、そこで僕たちは圧あつ倒とう的てきな敗北を味わった。そこで現れたモンスターに手も足も出なかったのだ。たった一体のモンスターに僕とバラーガの全力の攻撃を受け止められ、一撃で二人とも気絶してしまった。サラの転移魔法がなければあの場で殺されていたかもしれなかった。

　命からがら王都に戻った僕たちは、しばらくの間王都にある近衛騎士の訓練所で訓練をすることになった。そして、そこで出会った元Ｓランクの冒険者、ユウカ・コトブキさんと戦うことになったけど、彼女の強さは今の僕じゃとても敵かなわなかった。いずれは超こえるけどね。超えた暁あかつきには彼女も僕のハーレムに加わってほしいな。

　そんな彼女から僕たちの致ち命めい的てきな弱点を指し摘てきされた。それは僕たちの経験不足。ステータスの高さに比べて戦闘に対して経験が足りず、自分の体をうまく使いこなせていないというもの。そう告げられてから、僕たちはいよいよ王都を離はなれ、旅に出る決心をした。




　僕が召喚されてから三か月が経った。
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　王国内に散らばる数多くのダンジョンの中で、三つのダンジョンをめぐり、そのすべてで最下層まで攻略した。残念ながら三つとも攻略済みのダンジョンだったけれど、どこのダンジョンも簡単とは言えず、何度も死にかけた。だけど、誰だれ一ひと人りかけることなく、僕たちは攻略しきったのだ。

　そして昨日、僕たちは王都を出て四つ目のダンジョン、『アントホーム』のあるイリアスの町に着いた。

　実のところ、この町に来たのはたまたまだった。ダンジョンを三つ攻略して、『タイラン』では出会わなかったような数多のモンスターたちと戦い、対人という点でも、何度となくみんなと模も擬ぎ戦をしたし、一度だけ盗とう賊ぞく団を殲せん滅めつした。モンスターなら何度も殺してきたけど、初めて人を殺すことになった。その日は胃の中の物をげーげーとすべて吐はいて寝込んでしまったけど、今はもう吹っ切れている。バラーガには迷惑をかけたよ。

　三つ目のダンジョンを攻略して、僕たちが次の目的地に決めたのはイリアスの町ではなく、そこからさらに馬車で丸一日行ったところにあるアライエの町だった。そこで開かい催さいされる武ぶ闘とう大会で自分たちの実力を試ためす予定だ。

　かなり余よ裕ゆうのある日程を組んでイリアスの町まで来た僕たちは、この町にもダンジョンがあり、そのダンジョンがまだ攻略されていないことを知った。ここのダンジョンは全部で十五層で、ボスは別だけど、そこまではそれほど難易度も高くなく、広さもどちらかと言えば狭い方らしい。それを聞いた僕たちは、攻略ついでに調整をしようということにしたのだ。十五層程度ならば頑張れば武闘大会までに攻略しきれるだろうし、ダンジョンを攻略すれば報ほう酬しゆうとして魔道具も手に入れられるかもしれない。ここまで攻略してきた三か所は既すでに報酬もすべて出てしまっていたけど、ここはまだ攻略すらされていないからね。勇者である僕が最初の攻略者というのも、いずれできるだろう英えい雄ゆう譚たんの一つとして人々に語かたり継つがれると考えると気持ちがいい。




「いいじゃねえかよぉ。俺とネルちゃんの仲じゃねえか」

「やめてください！」

　ギルドに入ってすぐ、悲鳴が聞こえてきた。僕はヴァルミネの制止を振り切って、その悲鳴のもとへ跳とんだ。

　天てん井じようすれすれでくるりと一回転して、悲鳴のすぐ近くに降りる。そこでは、いかにも山さん賊ぞくっぽい感じの冒険者の男が、カウンター越しに受うけ付つけ嬢じようの腕を掴つかんで自分の方に引き寄せようとしていた。

「こっちこいよ」

「兄貴！　飲みすぎですって！」

「痛い！　誰か助けて！」

「安心してください、僕がついてますから」

　僕は男の腕をつかんで受付嬢さんに笑いかけた。力を込めて男の腕を圧あつ迫ぱくする。みしみしという感覚とともに、男の受付嬢さんの腕を掴む力が弱くなり、女性の力でも振りほどいて男の腕の届かないところまで下がることができていた。

「誰だてめえ！」

「通りすがりのヒーローさ。性格柄がらお前みたいな男は見み逃のがせなくてね」

「おめえ、俺が誰だかわかって言ってるんだろうなぁ」

「兄貴、やめましょうって！」

「うっせぇんだよ。俺様がコケにされて黙だまってるわけにはいかねえだろうが！　おいてめえ、ネルのなんなんだ？」

「僕はただの通りすがりさ。悪い奴やつを見逃せないだけのね」

「ネルをかけて俺と戦いやがれ！」

　そう言って男はいきなり殴りかかってきた。いきなりとはいっても、僕には遠く及およばない。その場であっさりと拳を受け止めて、後ろに回り込んで首の後ろを手刀で叩き、男の意識を刈かった。倒れこむ男を兄貴と呼んでいた男が受け止め、何度も頭を下げながら入り口の方へ逃にげていった。情けない。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「は、はい。ありがとうございました。あの、お名前をお聞きしても……」

「ふふ、僕の名前は天上院古里。勇者さ！」

　そう名乗りを上げてからのギルドの盛り上がりはすごかった。バラーガと、奥から出てきたギルドマスターが騒ぎを鎮しずめなければどうなっていたか。

　その後、ダンジョンの詳くわしい話を聞いた僕たちは、準備もできていたし、その足でダンジョン、『アントホーム』へと向かった。




『アントホーム』の中は完全に洞どう窟くつで、緑がないことでマーサが若じやつ干かん機き嫌げんが悪かった。事前の情報通り、それほど難易度は高くなく、戦闘はヴァルミネとマーサの遠距離組が近づかれる前に殲滅し、罠についても落とし穴とか天井落下のような罠よりも、矢が飛んできたり石の槍やりが飛び出てくるようなものが多く、キャラビーが解除するのを待たずに、僕とバラーガが壊こわして進むことができていた。遅ち効こう性せいの毒に気づけなくて若干危ない思いはしたけど、サラがすぐに回復してくれて事なきを得た。レベルがまだ高くないとはいえ、毒耐たい性せいのスキルを持っている僕が耐たえられないほどの強さの毒だ。あんな強力な毒が低層ででるなんてさすがに驚おどろいたよ。

　五層のボス部屋、十層のボス部屋をそう苦労せずに突破し、十一層にさしかかったところで夜を迎むかえた。幸い十層に転移陣があるし、一度十層から外に出て宿で一泊ぱくしてからにしようと思ったけど、キャラビー以外は体力的にも疲ひ労ろう度ど的にもまだまだ先にいける感じだった。それもあり、町に戻らずに安息所で仮か眠みんをとることにした。キャラビーは他のメンバーと比べて、罠の対処以外は体力も他の能力という点でも劣おとっている。だから同じように動いていても体力の絶対量が違うために疲つかれが出ているのだろう。キャラビーだけは夜警をなしにして、僕たちは交代で休む。そうして六時間ほど休み、僕たちはダンジョン探たん索さくを再開した。

　探索を再開してすぐ、広めの通路に出たところで、キャラビーが罠に気が付いた。

「止まって、ください」

「罠なんてほんとにあるんですの？」

「あり、ます。解除します」

「さっさとしろよ。戦闘で迷惑をかけられている分、これくらいはやってもらわねばな」

「バラーガ、口が悪いですよ。キャラビーも一いつ生しよう懸けん命めいにやっているのですから」

「そうだよ。人には向き不向きがあるんだから」

「だからと言ってこうもビクビクオドオドされては一緒にいるこっちが悪者のようではないか。もっと自信をつけられんものか」

　バラーガもキャラビーのことを思っての発言だというのはわかっているけど、厳しすぎるんだよね。その分僕が優やさしくしてあげればいいかな。

「とりあえず僕たちは邪じや魔まにならないように下がって警けい戒かいしていようか」

「それがいいかな。この手の作業はあたしはサッパリだ」

「私もですわ。どこにあるのかもわかりません」

「急げよ」

　みんなが僕の意見に同意して移動を始める。その一歩目だった。

　ウーウーウーウー

　バラーガが一歩を踏ふみ出して右足が地面についた瞬しゆん間かん、けたたましい音が鳴なり響いた。

「なんだ？　何が起こった！」

「モンスターを呼ぶアラーム、です。バラーガ様、の足元です」

　バラーガが慌あわててその場から飛び退のくもすでに遅おそく、通路の奥からはアントたちがやってくるのが見えていた。その数は見えるだけでも十体以上いそうだ。このまま音が鳴り続けばさらに増えるかもしれない。

「何をしてるのさバラーガ！」

「今はそんなことを言っている場合ではない！　キャラビー、解け！」

「こちらの罠が……終わり、ました。すぐに」

「罠が二つあったんですわね。そういうことは早く言いなさいよ」

「申し訳、ありません」

「マーサとヴァルミネはいつも通り二人の護衛をお願い。バラーガ、僕たちはアントを殲滅するよ」

「はいよ。ヴァルミネ、後ろから来たやつがいたら頼んだ。二人が抜ぬかれたやつはあたしが射い貫ぬくからさ」

「頼みましたわ。そちらの方が数は少ないでしょうし、壁かべ役が必要となれば私も先日従えたプラチナタイガー、みぃちゃんを呼ぶまでですわ」

「みぃちゃんはその種族を考えますと、本来は壁というより遊ゆう撃げきの役が適切なのでしょうが、この四人だと仕方ありませんね」

「私のみぃちゃんは普通のプラチナタイガーではありませんのよ？」

「わかってますよ。だからこそ信しん頼らいしています」

「わかればいいですわ」

　みぃちゃんは、ヴァルミネが隷属の首輪という魔道具の助けを借りて従えている高ランクモンスターのプラチナタイガーだ。みぃちゃんと会ったのは以前訪おとずれた町で受けた『シルバータイガーの変異種の討とう伐ばつ依頼』だった。被ひ害がいが出る前に運よく僕たちがやってきたからなんとかなったけど、その強さは僕も冷ひや汗あせをかくほどだった。これだけの強さのモンスターをただ殺してしまうのは勿もつ体たいないとみんなを説得して今はヴァルミネが隷属の首輪で従えている。でも、もっと強くなって、その時には首輪を外したみぃちゃんをちゃんと従えられるようになって見せる。ヴァルミネと競争になるけどね。

「それじゃ行くよ！」

　僕とバラーガはアントたちに向けて駆かけ出した。

　バラーガが先頭のハイアントを真っ二つにする。さらに、剣を跳はね上あげてすぐ後ろに来ていた違うハイアントを切り上げた。

「『光の奔ほん流りゆうよ、我わが敵を討うつため荒あれ狂くるえ』ホーリーストリーム！」

　バラーガが横にそれたところに僕は魔法を放った。強力な光の奔流が、バラーガを狙ねらっていた各種アントたちを飲み込んでいく。だけど、アントたちは奥からまだまだ向かってくる。後ろからまだアラーム音は聞こえてきているし、解除が終わっていないのだろう。

「ちっ、キャラビーは何をやっているんだ」

「いやいや、そもそも罠を踏み抜いたのはバラーガだからね？」

「そうならないように罠を解除するのがあいつの役割だ。俺や古里にとって戦闘が役割であるようにな。自分の役割を果たせなければ意味がない」

　バラーガは厳しいことを言うけど、その根本には貴族、そして騎士としてのプライドがある。だからこそ、いつも謝あやまってばかりで、バラーガの思おもい描えがく像とは対極にあるようなキャラビーには厳しくあたってしまうのかな。

　バラーガと話している最中に遠くから飛んできた蟻ぎ酸さんをかわし、お返しにもう一発ホーリーストームを放った。数体のアントを巻き込んで攻撃してきたやつを仕留めた。

「あ、消えた」

「ようやくか」

　近づいてくるアントたちを二人でさらに五体ほど切り殺したところでアラーム音が消えた。キャラビーが罠の解除に成功したらしい。それとともに、僕たちの背後の様子が聞こえてきた。爆ばく発はつ音おんや風を切る弓矢の音もないところを考えると、向こうは戦闘はないみたいだ。

「なら、今いるこいつらを仕留めればおしまいだね。バラーガ、三体お願い」

「任された！」

　僕たちは残ったアントたちに向かって駆け出した。




「油断は禁物ですよ。まったく、最後の最後でポイズンアントの毒を受けるなんて」

「ははは、ごめんよ」

「笑い事じゃないわよ！　毒はほんとに危ないものなんだから」

　今の戦闘の最後の最後、バラーガが切り殺した後に弾はじき飛ばした死体がたまたま僕の移動先に落ち、それに足を取られてポイズンアントの吐いた毒を受けてしまったのだ。膝ひざ下したくらいに少しかかってしまっただけだけど、運悪く体の方まで回ってしまったみたいだ。それでも向かってきたアントたちは楽々切り捨てて乗のり越こえることができた。みんなのところに戻った時にちょっとふらっとしたところをサラが見逃さず、回復してくれた。

「わかってるって。心配してくれてありがとね、ヴァルミネ」

「まったく、あなただけの体じゃないんですわよ？」

「僕は勇者だからね。こんな毒なんかじゃ倒たおれないよ」

「まったく、ついさっき倒れかけた男のセリフとは思えないね」

「まあいいじゃないか。それより、僕ももう完全に回復したし、先に進もう。あんまりのんびりしてると、ダンジョン内でもう一泊することになっちゃうし」

「それは嫌いやですわね。クリーンがあるとはいえこんなダンジョンの中にいつまでもいられませんわ」

「あたしは自然の中で暮らすのもまあ慣れてるからいいけど、ヴァルミネはまだきついんだねえ。サラはもう慣れてるだろ？」

「これも神の試練だと思えばどんなことだろうと乗り越えられます」

「あー、ソウダナー。バラーガ、剥はぎ取とり終わった？」

「ああ。俺おれにばかり押おし付つけおって……」

「古里に迷惑をかけた罰ばつですわ。倒した敵を飛ばすにしても、方向を考えなさい！」

「それを言われるとなんとも言えんが、少しくらい手伝ってくれてもいいだろう？」

「そういうのはキャラビーに言ってくださいまし」

「罠の後処理が」

「うるさいですわ」

「まあまあ、そんなこと言っちゃだめだよ。罠がまた発動しちゃったら大変なんだから。またあれだけの数のアントたちが来たら面めん倒どうだし」

「その時は私が焼き尽つくしてあげますわ」

「そうだね。あたしはまた楽させてもらうよ」

「ずるいですわよマーサ！」

「あーもう、いいからさっさと行こうぜ」

　そう言ってマーサが歩き出し、他のみんなも後に続いてダンジョン攻こう略りやくを再開した。




　そこから数時間後。正確な時刻はわからないけど、おそらく夕方くらいになったころ、僕たちは十五層にたどり着いた。途と中ちゆう、ビッグナイトアントとビッグマジックアントのペアに遭そう遇ぐうし、ビッグナイトアントごと僕たちを殺そうとしたビッグマジックアントの魔ま法ほうでマーサとサラが大ダメージを受けたのだ。ヴァルミネとキャラビーはなんとかかわすことができたけど、二人の位置からだとちょうど死角になっていたことで攻撃が見えず、始動が遅おくれてしまった。僕のヒール２とバラーガの持っていた回復薬でなんとかなったけれど、もう少しサラの傷が深ければ危なかった。僕はまだヒール２以上の回復手段は持ってないし、バラーガの持っていた回復薬もあれが最も効果の高いものだった。もし回復できなければ、急いで外で治ち療りようできる人を探さないといけないところだったよ。でもほんとに無事でよかった……。

　その後、今日はここまでにして外に出ようと言ったのだが、それはサラとマーサの二人に断られた。自分たちのミスで攻略を止められないと。命の方が大事だし、仲間なんだからそんなことは関係ないと何度も言っても頑かたくなにボスに挑むと言う二人に、最終的にバラーガとヴァルミネが折れた。反対し続けていた僕とキャラビーだったけど、最終的には本人の意思を尊重して十五層のボスに挑むことにした。




　転移陣じんを有効化して、事前にエンチャントをかけたりして準備を済ませた僕たちは、ボス部屋の扉とびらを開いた。さあ、勝負だ。

　中に入ってすぐに僕たちは各自の武器を構えて自分たちのフォーメーションを組んだ。僕とバラーガが前衛で前に立ち、後方にキャラビー以外の三人が構え、左右の遊撃にそのキャラビーとヴァルミネの召喚したみぃちゃんが動けるように待機する。ここのボスは一体だけだって話だし、僕とバラーガがしっかりとヘイトをためられればみんなの方に攻撃がいくことはないだろう。僕もバラーガも敵の注目を集めるスキルは持ってるし、僕たち二人がかりで止められないような相手は『タイラン』のあいつだけで十分だ。

「来るよ！」

　ボス部屋の中央に巨きよ大だいな魔力が集まり始める。規模が違ちがうというだけで、これ自体は五層、十層でも見た光景だ。

「『崇すう高こうなる我が求めるは滅ほろびの炎ほのお……』」

「装そう填てん完かん了りよう、ターゲットロック」

「『光の奔流よ、我が敵を討つため荒れ狂え』」

　ボスが姿を見せたと同時に先手で最大火力の攻こう撃げきを叩たたき込めるように、遠距離からの攻撃手段がある僕たちは詠えい唱しようを始める。

「ギィィィィイイイイイイ」

　現れたキングアントはこれまで出会ったどのアントよりも大きく、その叫さけびで体が震ふるえてしまいそうなほど恐おそろしい魔力を纏まとったアント。事前に聞いていた情報の通り、体中に傷がついており、甲こう殻かくも一部凹くぼんでいるし、歴戦を戦い抜いてきたというのが嫌でも見て取れる。でも、僕は勇者だ。自らを鼓こ舞ぶし、ためていた魔力を放出した。

「イクサフレイム」

「一射入にゆう魂こん」

「ホーリーストーム」

　三人の同時攻撃がキングアントに迫せまる。しかし、攻撃が当たる直前になり、キングアントが斜ななめ後ろに跳んだ。巨体にそぐわない身のこなしで、ヴァルミネの超ちよう高火力の炎と僕の魔法は外れ、追つい尾び性能を持ったマーサの矢だけがそのままボスアントを襲う。

「ギュッ」

　矢に向けてキングアントが蟻酸を飛ばす。その程度で相そう殺さいできるような威い力りよくではないが、それでも減げん衰すいは否いなめなかった。続けざまに放たれた蟻酸で少しずつ威力の弱まった矢は甲殻の表面に傷をつけるだけで、その奥まで届かせることはできなかった。

「ちっ、これまでのやつとはけた違いの強さみたいだね。もう一射いくよ」

「初撃はダメージなし。ここからは真っ向勝負といこうか！」

　僕とバラーガが勢いよく走り出した。それに合わせるようにキングアントも雄お叫たけびを上げて向かってくる。

「任せろ！　自重増加、シールドバッシュ」

　まっすぐに向かってくる突とつ進しん攻撃をバラーガが盾たてで受ける。バチバチと火花を散らし拮きつ抗こうするキングアントとバラーガ。わずかにバラーガが押おしているようにも見えるけど、スキルシールドバッシュの勢いが続く間だけだろう。でも、その時間があれば十分だ。

「聖せい剣けん強化」

　僕は最近身に着けた勇者専用スキル、聖剣強化を発動させる。その対象は当然僕の持つ聖剣ハル。これは二つ目のダンジョンで手に入れたもので、魔法の詠唱を保持するという能力を持っていた。対人戦や、知力の高いモンスターが相手であれば詠唱が途と切ぎれたと見せかけて油断を誘さそったりして絶大な効力を発揮するけれど、ただのモンスター相手では詠唱が途切れようが関係ないし、十分に能力を発揮できない残念な剣だね。だけど、特とく殊しゆ能力を抜きにしても十分にいい武器ではあるし、他にいい武器を手に入れられたらわからないけれど、現状は間ま違ちがいなく僕のメインウェポンだ。

「はあああ！　剣閃」

　バラーガと衝しよう突とつして動きの止まったキングアントに僕は斬撃を飛ばした。キングアントはバラーガの方を気にしつつ僕の斬撃を腕でかき消した。少し切込みが入ったくらいのダメージしか与あたえられなかったけど、意識を少しそらすことには成功した。そのわずかにそれたタイミングでバラーガも一度盾たてを弾いた。そして反対の手に持つ剣をキングアントの目に突つきだす。

「ギィガ」

　キングアントは首を跳ね上げて牙きばでその剣を防ぐ。バラーガの攻撃は防がれたけど、これで首ががら空きだ。

「たあああ！」

　僕は距きよ離りをつめて、がら空きの首めがけて剣を跳ね上げる。しかし、それは上から来た衝しよう撃げきにつぶされた。

「がはっ」

　キングアントが頭を叩きつけてきたのだ。僕は体が地面に打ち付けられ、そのままキングアントの頭が上にのしかかってくる。

「古里！　バラーガ、浮うかせろ！」

「かち上げ！」

　バラーガが僕を潰つぶさんとするキングアントの頭を盾で跳ね上げ、その浮いた頭に弓矢が連続で当たる。そして後を追うようにロックショットで放たれた岩の塊かたまりが直撃する。弓矢ではわずかに揺ゆれる程度だったが、岩が直撃となるとダメージはあるようで、顔が上を向いた。キングアントはその衝撃を利用してその巨体をあえて浮かして後ろに跳んだ。軽い地じ響ひびきとともに全身で地面に着地すると、魔法を撃うったヴァルミネの方を見た。

「こっち、です」

「ガウ！」

　それを見た即そく座ざに左右からみぃちゃんとキャラビーが攻撃を仕掛ける。小さいナイフが甲殻を傷つけられずにカンと弾かれ、逆方向から襲おそい掛かかるみぃちゃんがキングアントの腕に吹き飛ばされた。キングアントはヴァルミネからまったく視線を外す様子はない。

「『こっちを向け蟻あり風ふ情ぜいが！』」

　ダメージが大きく、動けない僕から離れるように移動するバラーガが挑ちよう発はつをかける。キングアントは、それでもヴァルミネの方を向こうとしていたが、再度放たれた挑発に意識がそちらを向いた。キングアントはいら立ちを込めてバラーガに蟻酸を吐きつける。常に動き続けてバラーガはかわしている。

「古里、つかまりな」

「マーサ！　サラ！」

　バラーガが気を引いている間にマーサがサラを背負って近づいてきた。ヒール２で少しずつ回復を始めていたけど、ダメージが大きくてヒール２では回復しきれなさそうだったから、サラが来てくれてほんとに助かった。

「すぐに癒いやします。『慈じ愛あいの光がその身を癒す』ヒール３！」

　僕の体にサラの魔力が入ってくる。それが体に満ちていく感覚を感じて、体が動くようになる。

「よけろ！」

　体を起こそうとした僕の上をキングアントの腕が通る。回復後で動けなかったサラをかばったマーサがその背で攻撃を受けて壁かべ際ぎわまで飛ばされた。直撃したマーサと、マーサ越しに衝撃を受けたサラは動けなさそうだ。

「マーサ！　サラ！　『大地よ、その力をもって我を護まもり給たまえ』クエイク！」

　意識を失った二人を護るためにヴァルミネが壁を作った。先の攻撃でダメージを受けていたみぃちゃんが遊撃から退き、壁の前に陣じん取どる。少し足を引きずっているけど、折れているわけではなさそうだ。

　僕は悔くやしさに地面をガンと叩き、寝ねころんだまま二人を払はらったキングアントの腕に向けて斬撃を飛ばした。怒いかりに任せて飛ばした斬撃はその太い腕を切り落とし、天井にまで到とう達たつした。僕は切り口から噴ふき出す血を被かぶらないようにその場から飛び起きて地面を蹴ける。もしものことを言うつもりはないけど、僕があの時キングアントの攻撃を受けていなければ二人はダメージを受けずに済んだ。もっとしっかりしろ、僕！

　腕が切られた痛みに軽く悲鳴をあげながらも、キングアントは僕ではなくバラーガを狙い続けていた。迫りくる牙を剣と盾で受け続けるバラーガはそれほど余裕はなさそうだ。どうも先にバラーガをなんとしてでも仕留めようとしているらしい。

「ごめんねバラーガ。もういけるよ！」

「遅いぞ！　こっちはもう限界だ！」

　僕は地球の蟻ありのように四よつん這ばいになってバラーガを襲うキングアントに向けて、真横からホーリーストームを放った。魔力の高ぶりを感じてか、直前で気づかれたけど、この距離から僕ぼくが外すはずもなく、さらに一本の足を消し飛ばした。甲殻に傷はつかなかったけど、二本の手足を失い、キングアントはようやく僕の方を見た。視線が自分から外れたとたんにバラーガが左に回り込みながら左側の腕に剣を振ふり下おろす。疲れが出ているから両断とはいかなかったけど、深い切りこみは入れられたようで、バランスが崩くずれた。それでも、すぐに他の足が支えるけれど、それをさせないようにヴァルミネの魔法、イクサフレイムが飛んできた。

「ギィィイイイ！」

　反動に耐えきれずに気絶してしまうほどに魔力を込めたヴァルミネの炎は、キングアントの身を包つつみ込んだ。近くにいる僕もかなりの熱を感じる。

　キングアントは体を地面に打ち付けて炎を消そうとする。炎のダメージと地面に体を打ち付けるダメージでどんどん傷ついていくけど、体を動かすたびにその余波で熱風が僕たちを襲い、耐えきれなくなったキャラビーとバラーガが壁際まで飛ばされた。僕もあまり余裕はないかな。

「ギィィィアガガアアァアアァ」

　突とつ然ぜん体を地面に打ち付けるのをやめたキングアントが、燃え盛る体を起こして、天を仰あおぎながら叫び声をあげた。無理をしているのか、焼けた腕が二本落ちる。それでも止めることがなかった叫び声が収まると、キングアントを包んでいた炎がすべて消しとんだ。

「ギィ」

　その体についていた数々の傷は消え去り、黒い甲殻がさらに深い漆しつ黒こくへと変わる。それでも僕たちが積み重ねたダメージは消えていないのか、落ちた手足はそのままだし、かなり体も重そうだ。

「『目の前の存在の理を示せ』鑑かん定てい！」

『？？？ビッグキングアント』

　姿が変わったことが気になった僕は鑑定で目の前の相手を調べる。鑑定してなかったのが少し悔くやまれるけど、今こいつはキングアントから進化したのだろう。

「僕たちを倒すために進化したのかもしれないけど、僕たちは負けない。みんなの思いに僕が応こたえて見せる！」

　僕は聖剣に魔力を込めて上段に高々と構える。心なしか剣がいつもより輝かがやいて見える気がするよ。

「千切宝刀！」

　聖剣から放たれた光輝く斬撃が進化したキングアントを襲う。受け止めるつもりなのかその場にどっしりと構えたけど、僕の攻撃を止められるものか！

「ギィ、ギ、ギィィイイ」

　斬撃がキングアントを飲みこんだ。真っ二つになった胴どう体たいが左右に割れるように倒れ、地面に落ちた。そして、その死体の横に、大きな宝箱が現れた。

「やったよみんな！　僕たちの勝利だ！」

　そうして僕たちは戦いに勝った。みんな受けたダメージが大きかったし、マーサも気絶したままだったから、少しでも早く休めるように、僕は宝箱の中身と死体を回収して、ダンジョンを後にした。宝箱の中身は最初に戦っていたキングアントのものと思われる甲殻だ。確かにあの硬こう度どなら僕たちの防具にも使えるかもしれないけど、傷だらけの防具ってのはちょっとね。死体を持ち出せたのは僕が特別だからだとして、これを出せば僕のすごさが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　大会までまだ時間があるし、次に来るときこそはダンジョンをきちんと攻略してみせると誓ちかった。










「……こうして勇者様は一撃でキングアントを討とう伐ばつし、『アントホーム』ができて以降初めてのボス討伐者となられました。惜おしむらくはダンジョンコアを回収しなかったことですが、それも我々この世界を生きるものへの試練なのでしょう。先せん駆く者しやとして、道は勇者様が作ってくださった。その道を進むのか、その道を閉ざしてしまうのか、あなたはどちらを選びますか？　以上で今こ宵よいのお話を終わらせていただきます。ありがとうございました。この後もお食事をお楽しみください」

　パチパチと拍はく手しゆが鳴り響ひびく中、吟ぎん遊ゆう詩人が奥おくへと下がっていった。さすがはお話というか、かなり脚きやく色しよくされている話になっていた。まあどんな物語でもそのままってわけにはいかないか。それでもずっと君臨し続けてきたボスを一撃で倒すというのはさすがにやりすぎな気もするけどな。そんなことを考えながら周りの反応を見ると、尊敬とも期待ともとれるような表情をしている人が多かった。

「勇者様はかっこいいなあ」

「吟遊詩人の話を真に受けるなんてケセラはおこちゃまね」

「いいじゃないですか。夢があって」

「ま、ダンジョンの中で夢見る少女でいてもらったら困るけど、そこまでじゃないしいいわよね」

「またまたー、夢見る少女なんて年じゃ」
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「おっとそこまで」

「むぐもー」

　そんな風にケセラの失言があったりもしたが、食事会は楽しく時間が過ぎていった。

　そして解散というときになり、ムウルマルたちはそのまま二軒けん目に行くということで別れることになった。それなりに酒を飲んでいたように見えたがまだ足りないのか。

「まったく、あいつらの酒好きにはあきれるね」

「まあドワーフなんだし、それがやる気につながってるならいいんじゃないか？」

「そういうもんかねえ。ま、あいつらに無む理り矢や理り飲みに誘われたりしたらいつでもあたしたちを頼たよってくれていいからね。女性冒ぼう険けん者しや同士、助け合っていこうってね」

「ありがとうございます。頼りにしてますね。と言っても、私たちは、夜は別のことで忙いそがしいので時間ないと思いますけどね」

　ピキッ。

　あ、カーマスさんが固まった。マナはしてやったりといった感じのいい笑え顔がおというやつだ。すでに二軒目に向かっていたムウルマルたちは完全に見えなくなっていた。俺らも急いで離れよう。

「じゃあ失礼します！」

　二人とすぐに宿に向かって歩き出す。後方からなんか叫び声が聞こえてくるけど気にしな「あたしはいき遅れなんかじゃなぁぁい!!」うん、気のせいだ！　カーマスさんが叫んでいるなんてきっと気のせいだ！　少し体が重いけど気のせいだ！

　俺たちは宿に向かう足を速めた。







第一章　『アントホーム』の攻略







　次の日、俺たちは朝から『アントホーム』に潜もぐっていた。

　昨日五層のボスを倒したことで入口の転移陣で六層まで一気に来られるようになったからさっそくでやってきたが、目の前の景色が急に変わるというのにはどうも慣れそうにないな。これから何度も使うことになるしいずれは慣れるんだろうけどな。

　ダンジョンの中をモンスターを警戒しながら進む間に、昨日のうちに調べたスキルを試ためしていた。

　真キメラアントを倒して手に入ったスキルは全部で六つ。『アイテムボックス拡かく充じゆう』『自動マッピング』『遠距離攻撃力上じよう昇しよう』『アンロック』『曲撃』『武偽』。この中で『アイテムボックス拡充』がほぼ意味をなしていないことは既に把は握あくしていた。俺のアイテムボックスはそもそもの容量がでかすぎるし、それをさらに多くしたとなると、とてもではないがすべて活用するような自信はない。他のスキルを見ると、『アンロック』と『曲撃』の二つはパッシブではなく、俺の意思で使うアクティブスキルだった。『アンロック』はともかく、『曲撃』は弓を使わない俺からしたら使いどころがなさそうだ。パッシブでも『遠距離攻撃力上昇』もそうかな。

　一方で『武偽』と『自動マッピング』はとても役に立ちそうだった。そもそも読み方が『ぶぎ』で正しいのかはわからないが、『鑑定』で調べると、

『武偽：武器を偽いつわり、対象外の武器でスキルを使えるようになる』

という結果が表示された。多分だが、俺が棍こん棒ぼうで『一いつ閃せん』を使っていたせいだろう。あの時は考えなしに使っていたが、本来は使えないはずだったんだろうな。『応用する力』さん、さすがです。

『自動マッピング』は意識したときに視界の片かた隅すみにこれまで通ってきた通路などを自動で地図として表してくれるスキルだ。下位互ご換かんのスキルとして『マッピング』もあったけど、昨日見るまですっかりと忘れていた。自動化された以上、二度と使われることはないだろう。『自動マッピング』が便利すぎるのが悪い。これまで通ってきた道をすべて表示できるというわけではないが、一度通ってしまえばそこを再び通るときはきちんと表示される。自分を中心とした数ｍ分が常時更こう新しんされ、一度作られれば数百ｍくらい後ろまでは表示されている。もし表示されないくらい離はなれても戻もどれば再び表示されるし、地図を買う必要がなかったんじゃないかと言いたくなるレベルだ。実際六層から先は金銭的な理由と探索の練習もかねて地図を買わずにきたしな。

　視界の端はしの地図を見ながら三人の先頭を進んでいると、足元が沈しずんだ。そしてすぐに前方の壁から矢が飛んできた。罠わなを踏んだようだ。

「やっぱこういう時もあるし前にいた方がいいな」

「いやいや、痛くないの？　しっかり刺ささってるけど」

　マナが心配するように矢は俺の腕うでの半ばまで突き刺さっていた。力任せに引き抜くとそこから血が吹ふき出でる。しかし、アイテムボックスにその矢をしまう頃ころには『再生』のおかげで傷はふさがっていた。

「痛くないわけじゃないけど、別にこれくらいなら平気だし、俺たちにはわかりもしない罠を気にして遅くなる方が面倒だ。せめてその手の能力がある奴やつを仲間にするまでは罠は俺が力ずくでなんとかするから」

「そんなの危ないって」

「二人に被害がいくよりはいいさ」

「私の棺かん桶おけなら刺さらないから私が前に行こうか？」

「ヒツギは後ろを頼たのむよ。盾にしながら行くとなると前が見づらいけど、棺桶を背せ負おってならいつも通りで動きやすいだろ？　後ろはそれで万ばん全ぜんだ。マナの方のカバーもしてもらいたいし」

「カバーは問題ないけど……」

「まあ少しくらいかっこつけさせろって。いきなり死にそうになるような罠はこないだろうけど、もしそうなったらその時はゆっくり進めばいいさ。それまでは俺が前で進む。道も『自動マッピング』があれば同じ道を延々と進んだりはしないと思うし、決定な」

　無理矢理二人にうなずかせて先を急ぐことにした。二人には話さなかったし、俺だけがダメージを受ければいいと思っているのも本音だが、昨日手に入れた魔剣ステュラの使つかい心ごこ地ちを強いモンスター相手に試してみたいというのもまた本音だった。できれば十層のボスで試したい。キングアントがポップしてくれるとかでも大だい歓かん迎げいだ。あれ？　俺って戦せん闘とう狂きようだったっけ？　いや、違う……はずだ。

　ステュラを片手にダンジョン内を進んでいくが、地図を見ながらほぼ最短ルートを突き進んでいた五層までと比べるとやはり一層進むのにかかる時間は長くなっていた。その道中、五層までの道中では見なかった種類のアントたちもたくさん出てきた。

　ボス戦で見た筋力ルークアントとか、防御力ポーンアントとか、器用さナイトアントとか、魔力ビシヨツプアントとか、ここにきて初めて見た素早さハンターアントとか、普ふ通つうのアントの上位種と思われる防御力キラーアントもいた。ボス戦でも見なかったキラーアントだが、そもそも六層以降に出現するようになるモンスターのようだ。キラーアント系の上位種も数体戦ったが、どいつも普通のアント種よりも強かった。実際には俺は戦っていないんだけどね。襲い掛かってきたのがやられるのを見ていただけだ。

　俺が前、ヒツギが後ろを守るようになってから、五層までと比べてマナがモンスターを積極的に攻こう撃げきするようになっていた。『剣閃』を使うなら別だが、少なくとも、ここまで剣の射程まで敵が近づいてきたことはなかった。その前に魔法で死んでしまう。マジックソード・ノーブルの範はん囲いが広すぎるのが原因だ。マナの操あやつる空飛ぶ剣が俺の頭の上を通過して、視界に映るアント種たちの首を掻っ切っていく。恐きよう怖ふでしかねえ！

　キラーアント種であれば、マジックソード・ノーブルを防ぎきったり、躱かわしたり、受けても耐たえるようなやつもいるが、すぐファイアが飛んでいって焼き殺してしまう。耐えるやつがだいたいキラービショップアントだったからか、途中からそいつが混じっているとマジックソード・ノーブルを撃って、当たる前であってもすぐにファイアを撃つようになった。本格的に俺の出番がない。今のマナでは同時に異なる種類の魔法をつかうのは厳しいらしいが、マジックソード・ノーブルの制せい御ぎよをせずに、ファイアに切きり替かえるような使い方で、同時でなければ使えるらしい。

　そんな調子で進み続け、七層の半ばくらいに差し掛かった頃、倒したキラーアントをアイテムボックスにしまった時に、そんなにばかすか魔法をつかっていて魔力は大だい丈じよう夫ぶなのかと聞いてみた。

「うーん、メイたちと再会する前なら厳しかったかもしれないけど、今は魔法にだけ警けい戒かいしていればいいし、マジックソード・ノーブルは他の魔法に比べて消費魔力が少ないからね。それでもコロイドの街でたくさんオークを倒して魔力の回復量が上がってなかったからきつかったかも」

「私は結局一体も倒さなかったからレベルが上がらなかったけど、そっちはかなりたくさんいたみたいだし、相当上がったんじゃない？」

「たったの五レベルだよ。あれだけ倒したと考えると五レベルじゃ全然割に合わない」

　俺としては少しくらいつらいとか言ってほしかった。これでは代わる理由がないではないか。つらいと言ってくれれば、俺も戦せん闘とうに参加できたのに。

「まあ戦闘のペースがあんまり早くないのも理由かな」

「五層で殲せん滅めつしたから湧わきが減ってたりしてるのかな？」

「それはないでしょ。ここのダンジョンは結構人が入っているからね。先に倒されてるだけだと思うよ。地図がないから少し遠回りしてる時もあるし」

「その代わり罠はすごいけどな」

　あきれるようにして言ったが、こうなってしまうのも無理はないと思う。ヒツギが防いだのは九回。俺がくらったのは四十九回。罠を見つけられないとこんなにもひっかかるのかと誰だれかに尋たずねたいくらいだ。一つ一つの罠自体は結構単純で、前方から矢が飛んでくるのが大半だ。飛んでくる場所はばらばらだが、できるだけ剣ではじくようにしている。あんなこと言ったけど、やっぱり痛いのは嫌なんだよね。飛んできた矢も大事な遠えん距きよ離り武器ということで折れていないものはきっちりと回収した。切り落とす関係で結構折れてしまい、ヒツギは九本、俺は二十本と、五十本以上飛んできた割には数が少ない。落石、下から槍やり、横から槍、上から槍というのもあったが、槍は矢よりも折れにくく、全部回収できたしむしろラッキーだった。

　時間をかけてダンジョンを進んでいき、夕方くらいに俺たちは十層のボス部屋にたどり着いた。

　十層の扉の前も、五層のように広場みたいになっていた。扉自体は閉まっているので挑んでいるパーティがいることはわかるが、待っているパーティがおらず、すぐに俺たちの順番になる。待ってる間に他のパーティ来るかな？

「ギルドで話を聞いてくるのを忘れたけど、十層のボスってどんなアントなんだろう？」

「五層が大量のアントたちとキメラアント。十五層はキングアントとなると、その間くらいの強さってことになるんだろうが、そんなアントがいるのかな？」

「真キラーキメラアントとか？」

「名前長いねー」

「まあそこらへんは仕方ないんじゃないか？　アントたちには名前なんてどうしようもないんだし。まあどんなやつが相手になるかは知らないけど、数は多そうだと思うな」

「五層ほど多いと厳しいけど、あそこまではならないでしょ」

「ならまた俺とヒツギが前衛、マナが後衛でいいか？」

「私は問題ないよ」

「さっきもそれでいってたしね。ただ、しばらくは守りだけだったから私も少し動きたいかな。というか、問題が起こるまではこの布ふ陣じんでいいよ」

　二人からも納なつ得とくをもらったところでちょうど扉が開いた。結局待っている間に他のパーティは来なかった。できれば情報取集したかったんだが……。

　過ぎてしまったことは仕方ないし、俺たちは警戒しながら開いた扉に入っていった。

　扉が閉まり、部屋の中央に大きめの魔力の塊が三つ生まれた。さっきみたいに部屋中が魔力の塊になるようなことはなくてちょっと安心したよ。魔力の塊は三つのままどんどん大きくなっていき、どれも同じくらいの大きさで止まり、それぞれが違った種のアントの形を成していった。

『ビッグキラービショップアント（アント種）』

『ビッグキラーナイトアント（アント種）』

『ビッグキラールークアント（アント種）』

　五層で少しだけ見たビッグアント系よりも大きいが、真キメラアントほどじゃない。

「油断はしないでね。ただ大きくなっただけじゃなくて、上位種になったことで何か別の能力を手に入れている可能性もあるから」

「ああ。さすがに十層のボスがただでかくなっただけってことはないだろうよ。とりあえずは様子見でいくぞ。『ダークランス』六連！」

　俺はそれぞれに二発ずつ『ダークランス』を放つ。それが発射されると同時にヒツギとともにビッグキラービショップアントに向けてかけだした。

　これまでの戦闘から、それぞれのアントの強弱はなんとなくわかっていた。ルークアントは物理攻撃に強い代わりに魔法に弱い。武器や防具を持った個体もいないし、『鬼おにの一撃・付ふ与よ』を使わない棍棒だと耐えきられてしまうから、得られるものが少ない感じがしてしまう。

　ビショップアントは逆に魔法には非常に強いが、物理攻撃には弱い。九層で一度だけマナのマジックソード・ノーブルとファイアを両方耐えた個体もいたくらいだ。一応武器として杖つえを持つ個体が多いけど、簡単に折れてしまうからこいつもあまりおいしくない。

　その一方でナイトアントはどちらにもそこそこ強いがそう極きよく端たんではない。元々そういう能力なのか、ナイトアントになったことで得た能力なのかはわからないけど、個人的に一番おいしいのはこの種だったりする。目の前にいるこいつもそうだが、ナイトアントは二割から三割くらいの確率で剣を持っている個体がいる。今はステュラがあるが、武器のストックが増えるのはありがたい。それだけでなく、ナイトアントの甲殻は他のよりも高く売れるそうだ。数体確保してあるからちょっと楽しみだな。

　他の二体は防ぼう御ぎよ態勢をとり、確実に迫る黒い槍から身を守りにきているが、俺たちが向かっているビショップは黒い槍ではなく俺たちの方を見ていた。俺たちの武器の射程に入る前に黒い槍がビショップに迫った。何本かは先端が甲殻に刺さる様子が見られるが大したダメージにはならず、槍のほとんどは刺さることすらなく弾かれて消えていった。

『ダークランス』が効かないと見て、ヒツギが先に飛び上がった。右手の棺桶を上からたたきつけるが、それに合わせてビショップは杖をふるってきた。空中で棺桶と杖が拮抗し、追い打ちをかけようと反対の棺桶も叩きつけると、軌き道どうがずれてヒツギの下を抜ぬけるように杖が通って行った。支えがなくなったのに風圧が合わさり、体勢が崩れたヒツギにビショップは腕を伸のばした。俺おれは後追いで飛び上がり、その腕を切りおとす。そのまま胴どう体たいを深く切りつけて、ビショップの腹を蹴って距離をとった。

　ビショップの胴からおびただしい量の真っ黒い血が噴き出る。さらに落とされた腕からも決して少なくない量の血がでていた。このまま放っておけば死にそうだとか考えていると、死に体のビショップが上を向いてなにやら液体を広場全体に吐はき散らした。

　一いつ瞬しゆん血を吐いたのかと思ったがその色が黒くないのがわかり考えを改める。

「蟻ぎ酸さんだよ！　みんなよけて！溶とかされる！」

　マナが叫んだのを聞いて俺もそれを思い出した。一層でキングアントが使っていたものだ。あれをくらってしまえば、いくら『再生』があるとはいえ死にかねない。

「『全方位結界』」

　慌あわてて結界を張った。蹴って移動した方向が悪く、ヒツギたちからは距離が離れていて全員を結界内に入れるのは無理そうだったが、二人ともそれぞれで対応していた。

　ヒツギは棺桶の中に入ってふたを閉め、マナは自分にかからないようにクエイクで土の壁かべを作る。ビショップの吐いた蟻酸は、それぞれの防御に阻はばまれて地面を少し溶かすだけになった。結構強力な酸だったようで、結界が効かない魔ま法ほうの攻撃だったら危なかった。

「っ！　他二体が」

　結界が解けるのと同時に俺は放置していた他二体のアントの方に慌てて首を向けた。蟻酸にばかり気を取られ、大きな隙すきができてしまった。

　そう思ったが、それは杞き憂ゆうだった。

「………」

　ルーク、ナイト、それからビショップまでもが蟻酸の餌え食じきになっていた。なんで自分の技わざで死んでるのこいつ？　もしかしたらビショップ以外の二体はその前に死んでいたのかもしれないが、それでも味方ごと仕留めるっていうのはボスとしてどうなのかな？。

　三体のアントたちは同時に消えていった。

『職業：冒険者がLv56になりました。

　狙そ撃げき手しゆがLv44になりました。

　剣けん士しがLv39になりました。

　武ぶ闘とう家かがLv36になりました。

　戦士がLv37になりました。

　魔法使いがLv43になりました。

　狙撃主がLv15になりました。

　スキル：分ぶん裂れつ弾だんLv４を習得しました』

　レベルは上がったがスキルは一つか……。いや、相手を考えると一つ上がっただけでもいいと考えるべきかな。三体のアントが消え、あとに残されたのは宝箱だ。俺たちはそこに集まって蓋ふたを開けた。

『獣けものの首輪：獣の首にはめることでその獣の能力を気休め程度に上昇させる道具』

　中に入っていたのは首輪だった。

「気休め程度にしか上がらないのか…」

「まあそれでも上がるだけましってことじゃない？」

「ただの首輪よりは抜ばつ群ぐんにいいよね。ヒメにつけてあげたら？　一応獣だし」

「また俺がもらっていいのか？」

「まあメイじゃなくてヒメがもらうってことで」

「首輪をつけたヒメを撫なでまわさせてくれればいいよ」

「ありがと。じゃあヒメ！」

「かあああううう！」

『眷けん属ぞく召しよう喚かん』で呼び出したヒメは、現れると同時に俺の後ろに回り込み、背中を駆かけ上あがると、頭の上定位置についた。そこ気に入ってんの？

　でも今回は首輪をつけるのが目的なため、いったん頭の上からどかす。そしてマナから手て渡わたされた首輪をはめてあげると嬉うれしそうに「かう！」と一言吠ほえて俺の頭の上に戻ろうとした。しかし、それをヒツギとマナにつかまり撫でまわされていた。あー癒しだ。

「さて、十層をクリアしたわけだけど、いったん戻るか？　たぶんもう夜だろ」

「うーん、もう深夜だと思うよ。宿に戻っても、一晩寝てすぐにダンジョンでしょ？　どうせならここで休きゆう憩けいして先に行こうよ。寝ないといけないほど疲つかれてないし」

「十一層の安息所を探すか？　『自動マッピング』じゃ安息所まではわからないけど、小部屋はわかるし。安息所かどうかの判断は人の有う無むしかないけど」

「階段降りたところで休めばよくない？　メイの結界があれば多少ならモンスターがきても平気でしょ？」

「まだ見たことない奴とか、魔法を使うやつが来るなら危ないかもしれないけど、これまで来てたやつが来るなら多少は安心できるな」

「うーん、六層に降りた時の感じと同じだとすると、十一層にも新しいアントは少ないと思うんだけど一いつ緒しよかな？」

「わかんないけど、とりあえず階段降りてすぐにモンスターに襲われるってことはないと思うからいったん降りるか」

　のんびり十一層に降りた俺たちは、階段のすぐ隣となりに腰こし掛かけて休憩していた。

　俺が結界を張って交代で休むという形にして、仮か眠みんをしていたりアイテムボックスに入れてあったご飯を食べたりしていて、かれこれ三、四時間は経たっているが、その間にモンスターの襲しゆう撃げきはなかった。おかげでしっかり休めたよ。

「さて、休めたことだし先に進むか」

「安息所じゃなくても意外と大丈夫だったね」

「これは単に運がよかっただけな気がするけどな。毎回こんなにいて襲われないって保証はないと思うぞ」

「そうだね。誰かが戦ってて、その影えい響きようで階段のすぐ近くまでモンスターがいるなんて割とよくあることだし」

「そうなの？」

「ダンジョンによりけりとしか言えないんだよね。私が知ってるあるダンジョンでは、階段付近どころか、一層にモンスターがまったくいないってものもあったし、モンスターだらけでモンスターも階層をまたいで来たりするせいで序じよ盤ばんと言えど油断できないようなのもあったかな」

「ここは別にどっちでもなさそうだし、ほんとに運ってだけなんだろうな」

「だろうね。結界を張っておいたのは正解だったかも」

「できるだけ安息所で休む方がいいな」
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「うん。別に敵はモンスターだけじゃない。それだけは忘れないで」

「ヒツギは物ぶつ騒そうだねえ」

「ダンジョンにいる間は味方さえも敵と思えっていう言葉があるくらいだからね」

「まあ気を付けようとしか言えないが、お前らに手を出すやつがいたら……その時は手加減できるかどうかわからないな」

「何？　誘さそってるの？　今からでも宿に戻る？　朝からやっちゃう？」

「ダンジョンを進むぞ。というか、今って朝なのか？」

「ダンジョン内は時間の感覚が違ちがうから、何度も潜って感覚になれないとわからないと思うよ。まあダンジョンによっては外と時間が違うような場所もあるからね。誰も入ったことがないダンジョンでは、出入りを繰くり返かえして時間を把握した方がいい場合もあるよ」

「ここと地球での時間の流れの差みたいなことか？」

「そこまで極端じゃないけど、中で小一時間ほど探たん索さくして外に出たら三時間も経っていたらしいよ。ここはそんなことはないみたいだから安心していいと思うけどね」

「地球とこっちじゃ数百年も違うもんね」

「確定じゃないけどね。今日もダンジョンを進むとして、どこまで行く？」

「途と中ちゆうで引き返すならお昼ぐらいまで進んでたところで引き返すのがいいよね。私たちの晩ばん御ご飯はんはヒツギにかかってると」

「十五層の転移陣じんまでいけるのが理想なんだけどな。そこで帰っていい感じの時間にならないかな？」

「メイなら十五層突き破っていうかと思ってたけど、到とう着ちやくでいいの？」

「さすがに初めてダンジョンに入った俺たちじゃ攻こう略りやくは無理じゃないか？　十五層まで行くだけならばダンジョンランクはＤ－マイナスでマナより低いけど、ここにダンジョンができてから数十年と攻略されてないんだ。挑いどんでみるつもりではあるけど、戻る前提で行く方がいいだろう」

「ランクはあくまで目安でしかないけどね。戦闘能力だけじゃなくてギルドへの貢こう献けん度合いとかも関係してくるし。コロイドにいた『クロウ』は私と同じＣ－だけど、実力的にはかなり違うし、Ｆの二人の方が圧あつ倒とう的てきに強かったでしょ？」

「あれは依い頼らいをたくさん受けてたってことなのかな？」

「かもね。二人はほとんど依頼受けてないでしょ？」

「受けてたらマナに頭下げてお金出してもらってないからね」

「本当に感謝しております」

「よきにはからえー」

「ははーって、そこ小部屋になってるな。どうする？」

　話しながらも『自動マッピング』で作られる地図を見て進んでいると、完全に塞ふさがれているが、すぐ側の壁に小部屋があることがわかった。見る限りだと壁は薄うすそうだし、叩たたけば崩れてくれるかもしれない。

「結構アントの素材は確保しているし、そこまで細かく探索する必要はないと思うよ」

「ボスではあるけど、宝箱からステュラが出てるのを見てるから、行きたいところではあるんだよな」

　俺の言葉にみんなの視線がステュラに向いた。これほどの高性能の物が出てくれるなら宝箱を探す価値は大いにあると感じてしまうな。

「探してみるか」

「別に道を外れるとかではないんだよね？」

「ああ。すぐそこの右の壁だ」

「了りよう解かい。マジックハンマー・ノーブル」

　マナのマジックハンマー・ノーブルが、俺の指示した壁を破壊した。

「ほんとに壊れた」

「疑ってたのかよ」

「だってダンジョンの壁だよ？　こんなに簡単に壊れるとは思ってなかったもん」

「ダンジョンの壁が壊れるなんて思わないもんね」

「でも壊れなければ小部屋に入れないから、何かしらの仕掛けはあるかもしれない」

「とりあえず中を見てみるか。警戒は怠おこたるなよ」

「「もちろん」」

　俺たちは小部屋の中を覗のぞき込んだ。部屋の大きさはそれほど大きいものではなく、その真ん中にポツンと宝箱が一つ置いてあるだけだった。『全方位結界』を使った状態で開いてみると、宝箱の底に数枚の紙が入っているだけだった。拾い上げて通路に戻ると、宝箱を潰つぶすように天てん井じようが崩れてきた。すぐに下がって正解だったな。

「何の紙？」

「えっと、全部線が二本ずつ描かいてあるだけだな。五枚とも同じ感じだ」

「うねうねしてるけど、なんか文字になってたりするのかな？」

「こんな文字は見たことないよ。多分地図だね、これ」

「こんなのが地図？　五層までのやつと比べると雲うん泥でいの差だよ？」

「あのね、そっちのやつはギルドが何か月、何年とかけて冒険者から情報を集めて作成したものでしょ。依頼としてその手の技術を持っている冒険者に頼んで確かく認にんなんかもして、ダンジョンが広がる都度更こう新しんしていくもの。ダンジョンから出てくるものとは比べちゃだめだよ。ダンジョンの宝箱から出る地図はヒント程度に見るべきだね」

「俺の地図と一いつ致ちしてるところがないわけじゃないけど、確かにヒント程度だな。分ぶん岐きなんかまったく書いてないし、なんだか遠回りしてるところもある」

「でも、たぶんここが次の層への階段と考えると、目安にするにはいいよね」

「頭の片隅にでも置いておくか」

「それとは関係なしに安息所だけは調べておこうね。潜るのは今日だけってわけでもないんだし、依頼とかで来ることはあるだろうから」

「ここまでの階層は全部把握できてるよね？」

「ある程度進むと地図の表示外になっちゃうけど、三百ｍくらい表示されてるし、一度通れば再表示はしてくれるみたいだからな。小部屋の有無ならわかるぞ」

「どの小部屋が安息所かは？」

「覚えてない」

「メモ機能とかないの？」

「そこまで求められてもな。『自動マッピング』はレベルがないスキルだし、なんらかのきっかけで上位スキルが手に入ればあるかも」

「地図を作るスキルの上位って何なんだろうね？」

「俺に聞かれてもな。あるかどうかもわからないわけだし」

「もうこの話はおしまい！　先に進もうよ。いけるなら十五層まで行く想定なんだから。うだうだしてると中ちゆう途と半はん端ぱなところで引き返すことになっちゃうよ」

　マナの叱しつ責せきもあり、俺たちは再びダンジョンを進み始めた。

　確実とは言えないが、目安になる地図を手に入れたことで、俺たちの攻略ペースは見み違ちがえるほど早くなった。これまでは分岐となると勘かんとかじゃんけんで決めていたのだが、目安ができたことで行き止まりに進むことが減ったのだ。どの地図が今いる階層の物なのか判明するまではそれまで通りにはなっているが、十一層、十二層と判明したから残すは三枚。その三枚は全部最初の分岐の方向が違うから判断もしやすいだろう。

　十二層を進んでいく中で、新たに遭そう遇ぐうしたアント種はエルダーアントだった。ナイト、ルーク、ポーン、ビショップ、ハンターなど、これまでと同じように相手にした。ただ、これまでとは違い、エルダーアント種は基本一体で動いていることが多く、連れん携けいをとって襲おそってくるような奴はいなかった。しかし、一体一体の強さはキラーアント種と比べると格段に上がった。

　俺が使った『ファイア』を全種が弾はじいたのだ。たしかに俺のはマナの魔法よりも威い力りよくが大きく劣おとることはたしかだが、それでもそれなりの威力はある。それを魔法に弱いはずのルークアントですら弾くのだ。さすがに『ダークランス』は防げないようだが、マナが初手で使う魔法も高確率で防いでいた。俺がステュラで切り伏ふせることも多く、切れ味を試すにはちょうどよかったとも言えた。

　戦闘に若じやつ干かん時間を要しながらも、俺たちは十三層に到着した。もしも引き返すのであればここまでという話ではあったが、ヒツギによるとまだお昼前ということだし、そのまま進むことに決めた。

　わかっていることではあるが、このダンジョンでは五層ごとにしか転移陣がない。だからこそ、進むか戻るかという判断は非常に大切だ。十層や十一層ならばともかく、階層を二つ三つとまたいだ時に大きな怪け我がをしてしまうと生存確率というのは大きく下がってしまう。俺たちの場合は『再生』があるし、マナが回復魔法を使えるから怪我への対処もできるが、すべてのパーティに回復魔法を使える人がいるわけではない。ダンジョンは即そく死しを狙ねらうような罠よりは怪我を負わせるのが目的と思われるものが多かった。特に十三層はそれが顕けん著ちよで、腰ほどの高さに飛び出る槍、低空で飛んでくる矢、段差など受けても足を怪我してそれまでというものばかりだ。そして、それらの罠の後には結構な確率でアントたちがいる。まあ俺のステータスかヒツギの棺桶の強化素材になるからいいんだけどさ。

　そして、十三層もあと少しというところになり、前方から戦闘音が聞こえてきた。かすかに指示を出す声も聞こえてくるし、時々爆ばく発はつ音おんもするから魔法をつかえるやつもいるのだろう。優性か劣れつ勢せいかは行ってみないとわからないが、基本的に他人の戦闘に介かい入にゆうするのはよろしくない。下手に介入して恨うらまれるようなこともあるそうだしな。実際にキングアントと戦っていた時に素材を盗ぬすんでいたやつらも魔法が近くに落ちたというだけでそうした事情もあり、わざとゆっくりと進んで、戦闘が終わるくらいに近くを通りかかるようなペースで行こうと思っていた。

「キャアア!!」

　しかし、悲鳴が聞こえたことでその考えは変わった。三人とも顔も合わせずに一いつ斉せいに走り出す。場合によっては文句がなんだとか気にせず介入しないといけないかもしれない。

「くそ、おいルクス！　大丈夫か！」

「コンドー！　今は先にこいつら片付けねえと！」

「一体行ったぞ！　マリーの壁がいねえ！」

「僕ぼくがカバー入ります！」

　状じよう況きようは見るからに劣勢だった。

　戦っていたのは六人のパーティと、十体を超こえる数のエルダーアント種だ。これだけの数が出るのは普通じゃないとは思うが、実際にいるのだから仕方がない。冒ぼう険けん者しやの方も数体は倒たおしており、アントたちの死体が転がっていた。しかし、そもそもが数で圧倒的に負けているのに加え、前衛全員が傷を負っているようだった。全身鎧よろいの男が一人血だまりに倒れており、その男のそばでアントたちを振ふり払はらっている同じような全身鎧の男、二人とは違って革鎧をつけた槍使いの男、後衛で弓を構える女、彼かの女じよの少し前でアントを引き付ける短剣使いの男、そして一人で同時に二体を足止めしている刀使いの男だ。なんとか耐えているようだったが、ついに攻撃を捌さばききれなくなって倒れてしまった。男が抑おさえていたナイトが、倒れた男を無視して他のアントと戦う槍使いへ向かっていく。

「マジックボウ・ノーブル！」

　まだ距きよ離りがあり、転移しても間に合わないと思った次の瞬しゆん間かん、俺の横から二本の魔法の矢が飛んでいき、槍使いに向かっていたアントたちの頭を射い抜ぬいた。

「加勢する！　もう少し耐えろ！」

　俺は腹の底から叫さけぶ。あと百ｍ！

「助かります！　コンドーの援えん護ごを！」

　短剣使いの男が返答を返してきた。彼かれ自身もエルダーハンターアントを相手しているのだが、すでに足を四本切り落としていたので大丈夫そうだ。だがコンドーという男の方はまずい。ナイト、ルーク、ハンターの三体が同時に詰つめ寄よっている。その周りには死体もそれなりにある。何体ひきつけてだんだよ。

「『小規模ワープ』！」

　俺は連続で転移して一気に距離を詰めていく。コスパ的にはかなり悪いが仕方ない。

「しゃがんでくれ！　『一閃』」

　俺の声に即そく座ざに反応したコンドーはバッと身をかがめた。すぐにそれまで彼の頭があったところを俺の剣が通り過ぎた。反応してくれなかったら頭と胴がおさらばしてたかもとか思わない。そこはさすがに止められるだろうし、反応してくれたおかげで彼を襲っていたアントたちの首を斬きり取った。斬ったアントが倒れるのを確認し、残った男の方を見る。ちょうど向こうも倒し切ったところだ。これで残敵はいないな。

「ルクス、カーラン、しっかりしろ！」

　敵を倒し切ってコンドーは倒れてる男を抱だき上げた。鎧は大きく切り裂さかれていて、無む理り矢や理り脱ぬがせると、傷は鎧の内側にも達しており、血がドバドバと流れ出ていた。彼だけでなくカーランという刀使いの方もやられているのだが、そちらも深刻そうだ。今は残りのメンバーたちが抱き上げていて、腕から出る血を必死に布で止めようとしていた。彼は右みぎ肩かたから先がなくなっている。

「くそ、回復魔法なんて高度な魔法使えるやつなんか俺らのパーティにはいねえのに！　なああんたら、回復魔法をつかえるやつはいねえか？　このままだとルクスも、カーランも死んじまう！」

　コンドーが二人の傷の深さを見て俺たちに叫ぶ。その慌て様ようからは必死さが伝わってくる。その気持ちは理解できるし、もし仲間がこうなったら俺も必死になるだろうな。

「マナが使える」

「まかせて。『慈じ愛あいの光がその身を癒いやす』ヒール２」

　マナが手をかざした二人に向かって光が飛ぶ。その光に覆おおわれた二人の傷がみるみるうちに治っていった。いくらマナでもヒール２では切れた腕うでは治らない。さらに上の魔法が必要だ。しかし、傷は塞がったからこれ以上出血することはなく、ひとまず一命はとりとめたと言える。彼は今後片腕で生きていくことになるけど、あの状態から生きているだけましだろう。

　ヒールで傷が回復していく二人を見て、コンドーたちは安あん堵どの表情を浮うかべていた。傷は塞がっても右腕のないカーランを見て女じよ性せい陣じんは痛ましそうにしていたが、命があることにどこかほっとしていた。

「あなたは高位の神官なのですか？　あんな強力な回復魔法を使えるなんて」

「ううん。ちょっと魔法が得意なだけだよ。回復魔法もたまたま覚える機会があって覚えただけ。でも、腕は治せないの。ごめんなさい」

「いえ、腕の件はしょうがありません。あのままだと私たち全員が死ぬかもしれなかったんですから。命があっただけでもありがたいです。助けていただきありがとうございま

「なんでだよ！」……コンドー？」

　コンドーが涙なみだを浮かべながら叫んだ。俺たちのことをにらみつけながら。その眼めはまるで俺たちを恨んでいるかのようだ。

「なんでもっと早く来てくれなかったんだよ！　あんたらが、あんたらがもっと早く来ていれば、カーランは腕をなくさずに済んだじゃないか！　こんな風に大けがを負うこともない。それにあんた、なんでカーランの腕を治してくれないんだよ！　回復魔法の使い手ならカーランの腕だって治せるだろう？　どうしてやらないんだよ！」

「おいコンドー、言っていいことと悪いことが」

「だってそうだろうが！　はじめに二体倒した時だって、かなり離はなれたところから攻撃していたんだ。それなら、カーランが腕を斬られる前に攻撃だってできたはずだ！」

「たしかにそれはできたと思うけど……」

「ほら見ろ！　こいつらがもっと早く来たら、カーランは腕を斬られることはなか」

「黙だまれコンドー！」

　マナにすごい剣けん幕まくで詰め寄るコンドーの顔面を、槍使いの男が殴なぐりつけた。

「てめえなにしやが」

「お前こそ何を言ってやがんだ！　彼らのせいにしてんじゃねえぞ！」

「だってこいつらがもっと早く来ていれば」

「そもそもそれが間ま違ちがいだって言ってんだこのバカが！　もっと早く来ていれば？　そんなもの甘あまえでしかねえよ！　自分たちの力不足を他人のせいにしてんじゃねえぞ！」

「サイオフもそれくらいにしなよ、と言いたいところだけど、今回ばかりはあたしも同感だよ。カーランがやられたのはずっと二体を同時に相手どらせてたあたしたちのせいだ。ルクスがやられたのも力が足りなかっただけ。あたしたちは全員、彼らに助けられた身なんだよ。あの傷で生きてるだけで十分奇き跡せき的てき。贅ぜい沢たく言うんじゃないよ」

「……二人とも俺が弱いといいたいのか？」

「その通りだ。お前だけじゃない。俺も、お前も、カーランもルクスも、マリーもヒューイも全員がまだ弱かった。もっと下で努力するべきだった。こんな階層まで来ていい実力じゃなかったんだよ。これ以上彼らのせいにするような真ま似ねをするなら、今すぐにここから去りな。もううちのパーティとは呼ばないし呼ばせないから」

　サイオフは悔くやしそうに、それでいて強い意志を感じられるようにコンドーに言い聞かせて俺たちに向き直った。

「不快な思いをさせて本当にすまなかった。改めて俺たちを助けてくれてありがとう。心から感謝する」

「気にしなくていいよ。もっと早く来られたっていうのは事実だし……」

「そんなことはない！　あなたたちは十分に間に合っていた。あんな絶体絶命な状態だったのに、全ぜん滅めつどころか一人も死んでないんだから」

「あたしからも礼をさせてください。ありがとうございました。えっと、あたしが」

「話を聞いていて誰が誰だがは理解してるよ。それより、これからどうするつもりだ？」

「十層まで戻もどります。二人は怪我を治してもらったとはいえ戦えませんし、戻って今後のことを話し合わないと」

　マリーは視線を意識を失ったままのルクスと、無くなった右腕を押さえるカーランに向けたが、すぐに俺たちの方に戻した。

「まあ戦闘になれば苦しいだろうがなんとかするさ。ヒューイが無事だから、慎しん重ちようにいけばさっきみたいに罠わなにかかることはないし武器も壊れていない。うまくやりすごしていけばいい」

　彼らは口ではそう言っていても表情はどこか諦あきらめを感じている様子だ。あの状況では仕方ないともとれるが、この階層に出現するモンスター相手に、彼ら全員が無事な状態での戦闘でやられそうになっていたのだ。あの規模の群れと戦うことはないだろうが、二人かけた状態で出会ったら確実に全滅だ。

「なあ、俺たちの護衛をしてくれないか？　あんたらが護衛として来れば俺たちは安全に町まで戻ることができる」

「コンドー、これ以上なにを言うんだ」

「さっきのことは俺が悪かった。頭に血が上ってたんだ。もちろん護衛をしてくれればお礼はする。金なら俺が全財産出してもかまわない。だから頼たのむ、いや、お願いします！」

「コンドー！　彼らには彼らの予定があるんだ。無む茶ちやを言うな！」

「頼むよ！　せっかく助かった二人を死なせたくないんだ！」

　必死になって頼み込んでくるコンドー。俺の服をつかむその手は震ふるえている。それだけ力が入っているんだろう。

「少し話し合う。俺だけじゃ決められない」

「あ、ああ！　頼みます！」

　俺の服を離して下がったコンドー。俺から離れたところをマリーが首根っこをつかんで引き倒し、そのまま彼を怒おこるのを横目に、俺たちは一いつ旦たん距きよ離りをとって小さな声で話した。

「どうする？」

「護衛は別にいいと思うけど、十層まで戻るのは嫌いやだよね？」

「俺としてはマナにあんなこと言っておきながら、護衛を頼みたいなんてふざけるなと突つき放はなしたい気持ちもあるけど」

「私は別に気にしてないから、メイも怒らないでいいよ」

「赤の他人よりは仲間が大切だからね。ちょっと昔を思い出しちゃった」

「もし次に同じようなことを言ったら今度はあいつの腕を切り落とすけどな」

「そんな風に嫉しつ妬としなくても私のすべてはメイのものだよ？」

「私もね。なんなら今からでも」

「あんまり調子に乗るんじゃないって。それで、結局どうするよ？」

「戻るのは嫌だし、あたしたちのペースで十五層まで進む。それについてくるって形ならいいんじゃない？　十五層ならボス部屋の前に転移できるところがあるらしいし」

「俺たちのペースって言っても、罠はどうする？　俺たちだけなら罠も俺が受けたりヒツギが防げばいいけど、あの人数全員かばいきれるのかというと微び妙みようじゃないか？　ただでさえ二人動けないやつを抱かかえてるんだぞ」

「まあこれまでみたいにメイが腕にくらって回収していくようなのは使えないよね」

「あ、彼らに任せちゃえばいいんじゃない？　モンスターは全部私たちが対応して、罠の発見と解除は彼らに任せちゃおうよ。ついでに罠の見つけ方のコツとか教えてもらえば十分私たちにもプラスじゃない？　正直彼らに護衛料とかを期待するのは無理だろうし」

「モンスターを喰くったり吸収したりはできなくなるが……まあそこは森に行ってやればいいか。アイテムボックスにモンスターまるごと入れるのってあり？」

「なしだよ。絶対なし。普ふ通つうの人のアイテムボックスにはアントくらいの大きさになると一体まるごとなんか入らないんだから。その場で必要最低限の解体をして、残りは燃やすか放置しておくのが普通だから」

　それじゃまるで俺が普通じゃないみたいじゃないか。まあそれを言ったところでマナから『普通だと思ってたの？』的な目で見られるとわかっているので言わないが。

「なら解体して素材をしまっていくか。解体したものをいれるのはいいだろ？」

「それならいいかな。でも、アイテムボックスはメイだけが持ってるってことにするからね。三人全員アイテムボックス持ちだなんて知られたら絶対絡からまれるし。彼らが絡んでこなくても、彼らから話が漏もれた時が面めん倒どうだと思うから」

「「了解」」

　彼らの元へ戻り、話し合って決まった結果を伝えた。

「わかった。護衛の件は引き受ける」

「おお！　ありがとうございます！」

「いいのか？　今来たところを戻ることになるんじゃあ」

「そこに関してはこっちに考えがある。というか、そこは俺たちに合わせてもらわないと護衛の話はなかったことにさせてもらうよ。俺たちにはそちらに合わせてまで護衛を受ける理由はないんだから」

「その辺はわきまえていますよ。護衛の件だって、ほとんどわがままなんですから」

「そういうことなら話は早いな。十層に戻るんじゃなくて、十五層まで進む」

「あたしたちは怪け我が人にんを二人かかえてるんだよ？　正直言って戦えない」

「戦せん闘とうに関しては俺たちが全部対応する」

「いいのか？」

「ここまで来て戻りたくないし、一つ教えてほしいこともあるんだ」

「教えてほしいこと？」

「罠についてなんだが、俺たち全員罠を見つけるのも解除するのも苦手なんだよ。罠の発見と解除だけはお願いしたい。ついでにそのやり方も教えてほしいしな」

「ヒューイ、いける？」

「ここの罠はだいたいわかってるのでなんとか。地図にある程度の罠は書いてありますしいけると思います」

「地図を持っているのか？　ここって十三層の終わりであっているか？」

「ええ。十四層への階段はもうすぐそこです。それで油断してしまったんですけどね」

「油断？」

「今気絶しているマーカスがモンスターを引き寄せる罠を発動させてしまったんだ。呼び寄せるもとになってた水すい晶しようはすぐに壊したけど、この数が来てしまってね」

「ここまでほとんど一体ずつしか戦ってなかったから疑問に思ってたんだけど、やっぱり罠のせいだったんだね」

「ええ。気を抜いてしまって、罠の伝達が遅おくれたんです。僕のせいですね」

「ヒューイだけのせいじゃないよ。私たちも油断してたんだから」

「十五層まで一層分だけど、気は抜かないでね」

「もちろんです。助けていただいてた上に護衛までしてくださる彼らに迷めい惑わくですから」

「わかってるなら大だい丈じよう夫ぶだね。それと、報ほう酬しゆうなんだが、今は手持ちがないから、ギルドで渡わたすという形でもいいかい？」

「報酬は金銭じゃなくてさっきからそこらに散らばっているこいつらの換かん金きん部位をもらうよ。あと、できたら食料を少し分けてほしい」

「それくらいならなんとかなる。すぐに解体しよう」

「なら成立だな。十五層までよろしく」

　サイオフと握あく手しゆをかわし、俺たちは彼ら六人を連れて十五層を目指した。




　彼らのパーティとともにダンジョンを進んでいくが、彼らと話していると、どうしても俺たちの感覚がずれているというのを感じさせられた。

　一番に感じられたのはランクというものへの絶対の信しん頼らいだろう。彼らは全員がＣ－マイナスランクで、俺とヒツギがＦランクであることに非常に驚おどろいていた。自分たちよりも強い人がランクが自分たちよりも低いランクであるということが信じられないそうだ。俺たちの中ではランクというのはギルドへの貢献度によって決まり、強さも関係ないわけではないけれど絶対ではないというのが共通認にん識しきだ。だが、彼らからしたらランク＝強さというのがそのまま成り立つようだ。ランクを上げないと高額な依頼を受けられないし、それを受けられる実力があるから、高ランクの人は強いということだ。

　そのことにも関係するのだが、俺おれたちがほとんど依頼を受けたことがないことにも驚いていた。マナが俺たちと合流する前に稼かせいでいたお金に頼たよっている身分で何言ってんだという話ではあるが、ダンジョンに潜もぐるだけでは生活ができないという彼らの言葉は理解に時間がかかった。ダンジョンでは大量のモンスターが出現する。当然、モンスターをすべて自分たちだけで相手できるわけではないが、その一部でも戦えれば十分稼ぎになると思う。彼らから言わせると、それができるのは実力があり、尚なおかつ回復魔法の使い手がいるパーティだけ。普通のパーティが怪我を治すには、ギルド、教会、ダンジョンの出入口付近にたまにいる魔法使いのいずれかに高い金を払って回復してもらうか、回復薬を買って治すしかない。毎回怪我無く戦闘を終えられるわけではないし、そうした事態に備えてお金を残しておくと考えると、依頼をこなしながらでも余よ裕ゆうがあるわけではないそうだ。

　彼らとともに十四層を進む中で、斥せつ候こう役の重要さをまざまざと見せつけられた。ここまで、俺とヒツギが力づくで突とつ破ぱしてきた罠を、一つ残らず見つけてくれたのだ。解除しようと思うとそれなりに時間がかかるから避よけるか空から振ぶりさせる方針でいたけど、急に飛んでくる矢に反応しなくていいし、何よりも痛くないのが素す晴ばらしい。

　その分というわけではないが、戦闘では彼らには何もさせなかった。マナが魔法を飛ばして、仕留めきれなければ俺が『剣閃』で斬撃を飛ばして仕留める。上位種なら時間がかかるから彼らと協力して解体し、キラーアント種か、エルダーアントならば解体魔法。そうして進んできた。ずっと戦闘を見てきたことでコンドーの態度も大きく変わった。これまでの態度を悔くい改あらためるようにしばらく敬語になっていたくらいだ。気持ち悪かったからすぐに止やめさせたけど。

　彼らと一緒に進み始めて、体感時間で三時間くらいが経ち、もう少しで十五層への階段というところまで来た。十五層が近いためか、先ほどから十分くらいの間に三回も他の冒険者と会う機会があった。知り合いというわけでもないし、よくてお互たがいに会え釈しやくをする程度だがここまで来てるパーティは意外と多いんだな。

「この先みたいだな。もう少しで十五層だ」

「その前に小部屋が一つありますが、休憩をはさみますか？」

「俺たちは別に平気だが、そっちはどうだ？」

「いや、ここまで来たらそのままでいい。どうせ十五層には敵はいない。入ってしまえばあとは転移するだけだ」

　サイオフの言う通り、十五層にはモンスターはいない。手前にある中くらいの広場と、扉とびらに阻はばまれた奥おくにあるでかい広場だ。ボス部屋は奥の広場の方で、ボスを討とう伐ばつしたことがあるのは天てん上じよう院いんだけなんだそうだ。さすがにそれを聞いていて、今すぐに挑んでみようと考えるほど馬ば鹿かじゃあない。挑むにしても万ばん全ぜんの状態で挑もう。

「じゃあ行くか。モンスターは……いないな」

　曲がり角から通路に顔を出してモンスターの有無を確認する。もしもいたら殲せん滅めつする予定だったが、そうはならなかった。

　そして、俺たちは十五層へと到とう達たつした。転移陣がある影響からか、それともこの広場にモンスターが出ないからか、手前の広場には一パーティ、六人が並んでいるだけだった。どうやらボスに挑むようだ。

　彼らの後ろに並ぶのはまた今日はパスということで、先に転移陣の方へ向かった。

「メイさんマナさんヒツギさん、ありがとうございました。おかげでここまで無事に来ることができました」

「これで二人を早く休ませてあげられます」

　彼らはダンジョンから生きて出られることを三者三様に喜んでいた。気絶したままのルクスはもとより、カーマスも腕が一本無くなり、かなりの量の血を流していた。他のメンバーに肩を借りながらここまでは来られたけど、早く休ませた方がよいのは間違いない。

「それで、報酬のことなんですが」

「ん？　あそこにいたアントたちはもう貰もらったろ？　食料に関しても保存食をいくらか分けてもらったし」

「いや、それだけだと俺たちの気が済まないんだ。すぐに渡せるというわけではないんだが、ギルド経由で届けてもらう」

「あたしたちは二人の療りよう養ようもかねてヒューイの実家に世話になる予定なんだ。すでに迎むかえが来てるし、二人の怪我がなくても今日のうちにここを離れてしまう。というか、物自体そこに預けているから渡せないんだ。ついたらすぐにギルドに持っていくとしても数日かかる。それに、これからここのボスに挑むんだろう？」

「今日はここまでだけど、せっかく十五層まで来られたからな。明日か明後日にでも一回は挑んでおきたい」

「ここのボス部屋は自分たちの意思で出て来られるけど、ボス戦はあんたたちでも危険すぎる。できたら挑んでほしくないと言いたいところだけど、そうもいかないだろ？」

「まあな」

「なら無事に攻略できることを祈いのっているよ。それと、報酬をギルドに頼むとして、あんたたちのパーティ名ってなんなんだ？　個人名よりパーティ名で伝えた方がたぶんギルドでもわかりやすいと思うし」

「パーティ名か……」

　少し考えるそぶりをして、ちらっと二人を見る。二人も俺の意思をくみ取ってくれたのか、こちらを見て軽くうなずいた。

「パーティ名はマツノキ」「メイズ」「Ｍチーム」

　全員見事にばらばらになった。自分でいうのもなんだが全員ネーミングひどいな。

「……決まってないんだな」

「ああ。すまん」

「いえ」

「そっちはどんなパーティ名なんだ？」

「『金きん華か猫ねこの歌』だ。特に深い意味はないが」

「俺たちも考えないといかんな」

「そうした方がいいと思うよ。とりあえずはメイさん、あんたに届けてもらうようにしておく。私たちはそろそろ行こうと思う。本当に助かった。ありがとう」

「もし機会があれば酒でも」

「あたしたちももっと強くなります！」

「なにか力になれることがあればそのときは力になりますので！」

　それぞれが一言ずつ残して転移していく。ルクスは気絶したままだったこともあり、コンドーとサイオフで運んでいくようだ。

　残された俺たちは、いったんパーティ名のことは忘れて、同じように転移陣から外に出た。時間的には夕方にさしかかるかといったくらいで、まだまだ明るかったため、森の中でまだ解体せずに俺のアイテムボックスに入っているアントたちを解体することにした。既すでに十四層で倒した個体はすべて解体済みだし、十一層からは一戦闘一体だったこともあり、辺りが暗くなる前には町に戻ることができた。

　ギルドで素材を売って、そのまま晩御飯を食べた俺たちは、明日に備えて宿に戻った。
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第二章　十五層の守護者








◇◇◇◇



　ついに彼らが十五層にやってきた。

　彼らならすぐにでもここを抜ぬけるだろう。

　彼の同種にまで至れればあるいは。

　でも私が力を貸しても来るのはきっと下位種のみ。

　彼はもう、倒されてしまったのだから。

　……あぁ、どこからか力が流れてきた。

　どこから来ているのかはわからない。

　でも、なぜかなつかしい。

　彼らの前に六人組がやってきた。

　武装はそれなり。

　でも、『そこ』の存在にはかなわない。

　これまでの冒険者とまるでかわらないから。

『そこ』の存在が強大だから。

　六人は運がなかったから。

　彼らが来る前に入ってしまったから。

　ダンジョンコアが彼らを恐おそれているから。

　そして、『そこ』には蘇よみがえった『彼』がいるから。

　再び守護者として蘇った『彼』が。

　彼らは『彼』とどう戦うのか。

　あぁ、頑がん張ばってほしい。

『彼』は強い。

　でも彼らも強い。

　せめて勝てなくても、前みたいに後こう悔かいの残る死に様でないように。







　俺たち六人は割と昔からこのダンジョンに潜っている、いわゆるベテラン冒険者というやつだ。さすがにギルドマスターの旦だん那なたちよりかは遅おそいがそれでも初めてこのダンジョンに挑いどんだ時から数えると、もう五年になる。その間、怪我は幾いく度どもあったが、奇跡的に仲間は誰だれも死ななかった。

　二年前にはここのボスであるキングアントにも挑んだことがある。

　その結果は無残にも敗走だったが、なんとか全員後こう遺い症しようとかもなく戻ることができた。あのボスが逃にげる俺たちを見み逃のがしてくれたからだ。ほんとに運がいい。

　あれから必死に戦い続けて俺たちはかなり強くなった。十層のボスも余裕で狩かれるようになったし、宝箱から魔ま剣けんも出てくれて、俺たちの装備も整った。今ならキングアントも倒せるかもしれない！　そう意気込んでボスに挑んだ。

　そう、挑んでしまった。

「……こいつって、ほんとにキングアントか？」

　目の前にいる存在はたしかにアント種のモンスターだ。甲こう殻かくの色も、ギルドで頼み込んで見せてもらった、勇者たちが持ってきたものと一致しているし、かつてみたあのキングアントと同じ色だ。あの時のキングアントは、俺たち全員はっきりと覚えている。

　だが、こんなに大きかったか？

　こんなに威い圧あつ感があったか？

　こんなに前に立つのが怖こわかったか？

　こんなに死の恐きよう怖ふを感じたか？

「――――――――――――！」

　声にならない叫びがこだました。

　それと同時にやつが動き始めた。

　そして俺たちは永い眠ねむりについた。


◇◇◇◇



　次の日の朝、俺たちは宿で軽く朝食を食べ、ギルドでは依い頼らいを見るだけでダンジョンに向かった。転移陣じんで楽に十五層までやってくると。昨日の夕方とは違ちがい、今日は扉が完全に開いていた。こうして扉が開いているのにギルドでは特に話題になっていなかったからなんとなくどういうことかは理解できる。そうなってしまった誰かとは、話したことどころか会ったこともない他人と頭ではわかっている。しかし、それでも悲しくなるのは仕方ないのかな……。

「気を引き締しめていこう。少なくともここまで来られる実力があるパーティが全滅しているんだ。俺たちとどっちが強いかわからないけどそれでもここのボスが強いということは間違いないから」

「昨日のパーティからも言われてるしね」

「でも、キングアントって一層でも倒してるよね？」

「さすがにあのキングアントとはレベルも強さも違うと思うよ。さすがにあの程度のやつならずっと長い間ここを抜けた人がいないって言うのはおかしいもの。個人の実力にもよるけど、七人のフルパーティでなら犠ぎ牲せいは出るかもしれないけど突破はできるはず」

「それもそうなんだが、ほんとにキングアントかわからない。そう聞いただけだからな。ボスが進化してるかもしれないし、警けい戒かいは怠おこたらないようにしよう」

「倒されて新しく出てきたボスが進化しているとは思いたくないけどね。これまでは必要なかったからかけなかったけど、エンチャントかけた方がいい？」

「んー、戦いが始まってからでもできるか？」

「うん。遠えん距きよ離りからでも使えるから平気だよ。ちょっと時間はかかるけどね」

「なら展開次し第だいで、マナの判断に任せるよ。できれば俺は近接格かく闘とうメインでやるからそれ系統のやつを使ってくれると助かる」

「りょーかい」

　そんなことを話して俺たちは扉の中に入った。すぐに扉が閉まり始め、ほとんど音もたたないまま閉じきった。よく見ると端はしの方に小さい扉があるから、そこから出られるのだろう。まあ迫せまりくるボスの猛もう攻こうをかいくぐりながら、背中を見せて扉を開けるなんてとてもではないけどできる気がしない。

　全員が武器を構えて警戒態勢でじっと待つが、五層や十層のボス戦のように魔力が集まるような感じはしなかった。怖いくらい静かだ。

「あれ？　こないのかな？」

「そんなことはねえだろ。もう少し進んでみるか」

　俺たちはどこからボスが現れてもいいように、マナを中心に周囲を見み渡わたしながら少しずつ中心に向かって進む。しかし、いつまでたっても魔力の塊かたまりは表れない。奥には通路はないし、扉も見当たらない。その時、俺の視界の端でほんのわずかだが砂が落ちた。

「上だ！」

　咄とつ嗟さに叫んで上を向く。すぐそこまで必殺の突きとでも言うべき攻こう撃げきが迫っていた。

　両りよう腕うでをクロスさせて、さらに『全方位結界』を使う。しかし、結界は存在しなかったかのようにあっさり砕くだかれ、俺の両腕に重い感かん触しよくが伝わった。ミシミシと腕にひびが入っていく痛みに襲おそわれるがなんとか耐たえる。こいつの重さでなのか、衝しよう撃げきでなのかは分からないが、俺の周りの地面が俺を中心に半径五ｍほどの範はん囲いが沈しずむ。

　すでに二人は俺とこいつから距離をとっており、当初の予定とは違うがマナの前にヒツギが構え、マナの護衛につくように構えた。マナも即座に俺に向けてエンチャント魔法を使ってくれた。放たれた光が俺を包つつむと少しだが力が増した。

　極きよく端たんに変わるわけではないが、少しでも、今は十分だった。攻撃を受けてひびが入った骨はすでに『再生』で治っている。こいつは今も巨きよ大だいな腕で俺を潰つぶそうと力を籠こめ続けているが、天てん井じようを蹴けって降ふってきた勢いはもう止まっている。これならはじける。

「うぉおおらぁ！」

　俺は両腕でクロスを崩くずすように力ずくでそいつを上にはじく。少しだが巨体が浮いた。

「マジックハンマー・ノーブル！」

　その浮いた体をマナの魔法のハンマーが吹ふっ飛とばす。通路で出くわしたアントたちと違い、全然飛ぶ距離が伸のびていない。俺も距離をとるために地面を蹴ってマナたちとは違う方に跳とんだ。すると、ようやくそいつの全体が見えた。

　一層で戦ったキングアントとはまるでガタイが違っている。あいつは四ｍを少し超す位だったのに対してこいつはおよそ十ｍ。腕の太さもほんとにアントかと疑いたくなるほどで、一本一本が丸太ほどもある。甲殻の色はほとんど変わらないが、その表面には無数の傷があった。口元も先が異様にとがった牙きばをもち、禍まが々まがしく開閉している。

　纏まとう雰ふん囲い気きも一層のキングアントとは全然違っていて、こいつは正面に立つだけで相当威圧感がある。今よりも相当弱い時に戦った白びやつ虎こには到とう底てい及およびようもないが、オーガキングの時くらいの恐ろしさだ。

　キングアントがベースであるため、武器は何も持っていなかった。いや、そもそもあの腕と牙そのものが武器だと言えるかもしれん。オーガやオークをたくさん喰らって筋力が相当上がっていて、さらにこのダンジョンを下ってきた最中に喰らったアントたちの防ぼう御ぎよ力りよく上じよう昇しようと、何重にも強化を重ねてきたことが今俺の腕が折れていない要因だろう。マナのエンチャントももちろん効いているだろう。普通の人があの腕で殴られれば余裕でこと切れる。少なくとも今の最初の一撃でぺちゃんこだろう。

　というか天井に潜ひそむのとかありかよ。まったく気づかなかった。たまたま天井の砂がこぼれてくれたおかげで気づけたが、ガードが間に合わなかったらと思うとぞっとする。少し遅れたが、こちらをにらみつけて俺の隙すきを窺うかがっているそいつを『鑑かん定てい』する。俺の予想ではただのキングアントではないはずだ。少なくとも『真』クラスだと思う。

『エンシェントキングアント（アント種）』

　真ではなかったが名前がおかしい。エンシェントキングアント？　つまりこいつは古代からいるってことか？　でも、こいつは確か天てん上じよう院いんの一行が一度倒たおしている。その時はキングアントだったとギルドにも連れん絡らくがいっていたはずだし、もしも進化したんだとしたら経験的な要素まで引き継ついだ、同じ個体が何度も出ているってことになりそうだ。果たしてダンジョンコアってやつはそんなことまでできるんだろうか？

　俺の体にさっきとは違った光が当たる。感覚的に今度は素す早ばやさが上がった。マナの判断だろう。それでいい。とにかくまずは全員の強化だ。ヒツギもそのままマナの護衛についていてもらえばいい。たぶんだけどこいつにも知能はある。遠距離からマナが支し援えん、攻撃しているのを何度も見れば、先にそちらを狙ねらうかもしれない。俺やヒツギはなんとか防いだり、しのいだりする手段はある。強化などによってパワーは互ご角かくかそれ以上になっているだろう。攻撃に使うスキルを考えれば普通に戦える。魔剣ステュラやアイテムボックスから使い捨ての武器を取り出していけば攻撃をしのぐこともできそうだ。最悪肉にく弾だん戦せんでもなんとかなりそうな感じはある。常に『鬼おにの一撃・付ふ与よ』状態で『コンボ』も加えて攻撃すれば力では絶対勝てる。

　ヒツギもあの攻撃ならば棺かん桶おけで防げると思う。でもマナは魔法特化とでもいうべきだ。身体能力はそこまで高くない。別に低くもないが、やはり前衛職に比べたらどこか劣おとると思う。それを思うと、マナをあいつの矢や面おもてに立たせるわけにはいかないな。多少俺が受けるダメージが大きくなってでも間に入らないと。

「ワレマモル。ワレタタカウ。ワレ、カツ！」

「しゃべるのかよ……。そんだけ上位種ってことか？」

「ジョオウ、ワレガマモル。ワレ、シュゴシャナリ！」

　エンシェントキングアントボスの体から魔力がふきだす。

　そして一番近くにいた俺に向かって突っ込んできた。その巨体に見合わず、あっという間に距離を詰つめてくる。腕の一本を前に出して突とつ進しんしてくるボスを両手で魔剣ステュラを握にぎりしめて受け止めた。それでも勢いに押おされて少しばかり後ろにずらされた。ボスがすぐさま反対の腕で殴り掛かかってくるのを、その場に踏ふん張ばって連続で受け止め続ける。それでも受けるたびに少しずつ後ろにずらされているのと、手に来る感触からおそらく今まで使っていたような使い捨て武器では簡単にへし折られるのだろうと想像できる。ステュラがあってよかった。

　俺が必死に受け止めていると、急にボスが攻撃を止とめて後ろに跳び退いた。そして次の瞬しゆん間かんにはボスがさっきまでいたところを上から多数の針が襲った。ヒツギの攻撃だ。ちらりと後ろに目をやって位置を確かく認にんすると、ヒツギは変わらずにマナの前に陣取っている。今の攻撃はあの位置から山なりに針を発射したのだろう。

　後ろに跳んだボスめがけてマジックソード・ノーブルが飛んでいく。俺は俺でアイテムボックスから、ダンジョン内でたくさん手に入れた槍やりを取り出して投げつける。狙いはあいまいで構わない。当たらなくても、少しでもボスの気を引いてマジックソードが当たりやすくなればいいんだ。

　しかし、ボスは俺の投げる槍には目もくれずにマジックソードを迎げい撃げきし始めた。マナの操作で動いているため、突然止まって軌き道どうを変えたりだとか、あるいは高度を上げてかわしたりして、うまくボスの攻撃を回かい避ひしていた。その間にも俺の投げた槍が迫るが見向きもしない。マナもなんとかダメージを与あたえるために頑張っているが、攻撃を受けて破は壊かいされるのも時間の問題だろう。

　槍を投げるのを諦めて、俺自身もボスに向けて駆かけ出だした。先に投げていた槍の何本かがボスの体に突き刺ささるが、それでもボスはマジックソードを攻撃していた。そして俺の投げていた最後の一本が甲殻に弾はじかれて地面に落ちた時、ボスの腕がマジックソードを捉とらえた。パキリと音を立てて簡単に折れてしまったマジックソードは、そのまま霧む散さんして消えた。それを確認すると、ボスは近くまで迫っていた俺に目を向ける。

「『剣閃』！」

　ボスの少し手前でジャンプすると剣を水平に払はらった。ステュラから放たれた斬撃は、ボスの腕の表面に軽く傷をつけるだけになったが、通常状態の『剣閃』で傷がつくならかなり希望が持てそうだ。『鬼の一撃・付与』を重ねればダメージを与えられそう。それがわかっただけで十分な収しゆう穫かくだ。

　斬撃を放った後で、空中にいる俺めがけてボスが殴なぐろうとしてきた。それに対して俺は『コンボ』をつなげて威い力りよくを高めた『一いつ閃せん』で迎え撃うつ。拳こぶしをわずかに切きり裂さいたが、すぐにボスが腕を引いたことで大きなダメージにはつながらなかった。急にボスが腕を引いたことで生じた風圧でバランスが崩れ、下から伸びてきた腕を弾ききれずに後ろに飛ばされる。だが、体をひねって空中で体勢を整えると、そのまま空中で剣を振ふるった。

「『コンボ３』『剣閃』！」

　遠距離からでも攻撃できるスキルで『コンボ』を決める。一撃目よりも大きな斬撃が剣から飛んでいき、追撃を仕掛けてきた腕を半ばほどまで切り裂く。きれいに二つに裂け、そこから黒い血が噴ふき出した。

　ボスはまったく叫さけぶことなく、冷静に自らの腕を酸で焼いた。切れた傷口の少し手前のところに口から吐はき出した蟻ぎ酸さんがかかり、そこの部分を焼き切った。俺の攻撃で裂けた部分の腕が地面に落ち、血だまりを作るがまるで気にしていないようだ。酸で焼いたことで傷口がふさがっていた。腕を一本犠牲にした止血といったところだろう。俺なら絶対やりたくない。

　ボスは半分の長さになった腕を軽く振って動くことを確認すると、自分の体を揺ゆらして刺さっていた槍を全すべて抜いた。槍が刺さっていた部分には傷はなく、まったくダメージが入っていないことがわかる。刺さっていても血が出ていなかったからなんとなくわかっていたが、やっぱり効いてなかったのか。

　そんなことを考えながら、俺は地面に着地すると同時に周囲に『ダークランス』を十個展開する。すべて展開すると、即そく座ざにボスの体の中心めがけて発射させた。発射された黒い槍を追うようにしてマナのマジックハンマーも飛んでいく。

　しかし、それらは全てボスが腕をクロスさせて防御したことで防がれた。何か防御系のスキルを使っていたのか、黒い槍は一本も刺さらず、ハンマーを受け止めてもびくともしていなかった。一層で戦ったキングアントなら『ダークランス』一発で終わってたんだけどな……。

　改めてあのキングアントとボスとの格の違いを認識しながら、再び攻撃を仕掛けるために駆け出した。今度は先ほどとは違って弧こを描えがくように走り、真横に攻撃を仕掛けようとした。『ファイア』を飛ばしてこちらに意識を向けるようにもしたが、ボスは俺の予定通りには動いてくれなかった。

「マナ、ヒツギ！　いったぞ！」

　ボスは俺に背を向けてマナたち二人の方を向いた。急ブレーキをかけて慌あわてて方向を変え、後ろからボスを追う形になった。追いつけないと判断して『エアロ』と『ファイアバレット』のスピードの速い二つのスキルで攻撃するも、これらはスピードが速い代わりに威力が弱く、こちらに注意を引かせることすらできなかった。

「クエイク！」

　マナが魔法を唱え、二人の目の前に壁かべができた。ボスは俺に放った攻撃のように、拳を突き出して土壁に突っ込んだ。パワーで壁を半はん壊かいさせたが壊こわすには至らなかったらしく、連続で拳を繰くり出して壁を壊した時にはマナを抱えたヒツギはすでに離はなれた場所にいた。

　ボスは壊れた土壁を乗のり越こえて再び二人を狙って駆け出した。ヒツギに抱えられながら後ろ向きに杖つえを振るって、今度もクエイクによる土壁が作られる。ボスは今度は一撃で壊そうとせず、素早い連打で土壁を破壊した。かなり分厚い壁なんだぞそれ！

　最悪なことに壁が壊れるまでが早かったため、まだ壁から離れきれていなかった二人にボスの腕が迫った。

　そしてその太い腕が振りぬかれ、一つの影かげが壁際まで吹き飛んだ。

「ヒツギ！　マナ、ヒツギの回復を頼たのんだ。俺はこいつをコロス」

　俺は一段と殺気を込めて、全力の『威圧』とともにボスをにらみつけた。それを受けてようやくこちらに向き直したボスの正面まで、俺はステュラをしまいながらゆっくりと歩いていき、立ち止まった。

「『怒いかり』『ためる』『鬼の一撃・付与』」

　考えうる強化手段を全て行い、全ての力を右腕に集中させる。ボスは立ち止まった俺に向かって腕を大きく振りかぶり、俺に拳を突つき出してきた。

「『不動明王』」

　俺はそれを左手一本で受け止めた。ボスはその光景に驚きながらも次々と拳を突き出してくるが、俺はそのすべてを左手一本だけで受け止めた。

「なあ、今、俺ってどう見えてんだ？」

　攻撃が止やんだタイミングで『不動明王』を解き、ぽつりと呟つぶやきながら一歩前に進む。

「俺は今非常に怒おこってる」

　一歩。

「お前にも怒ってるけど自分にも怒ってんだ」

　一歩。

「ヒツギに怪け我がさせちまったからな。もしこれでヒツギにもしものことがあったら」

　一歩。

「タダデスムトオモウナヨ？」

「―――――――――――――！！！」

　その瞬間、ボスは声にならない叫び声をあげた。

　その顔に浮うかんでいるのはどんな感情だろうか。わからないけどたぶんこれはあの時のプラチナコングと一いつ緒しよだ。あの時はたしか逃げ出したんだっけ？　追いかけて上から叩たたき潰したはず。だけど、こいつは逃げないんだな。

　ボスの必死の攻撃を、俺はすべて受け流す。パワーは強いし、攻撃は素早いけど、その動きは単調で、ただただ力任せに繰り出してくる攻撃だ。殺気はひしひしと伝わってくるし、一発一発が致ち命めい傷しようになりかねない威力があるのはわかる。でもそれだけだ。

　俺は一歩一歩、確実に前に進む。

　そしてついに腕の届く位置までやってきた。

「吹き飛べ、『ブレイクショット』！」

　右の拳がボスに突き刺さった。胸の甲殻を砕く確かな感触があり、ボスは吹き飛んで壁に激突した。ドォォォンというすさまじい轟ごう音おんが響ひびく。巻きあがった土つち煙けむりがボスを覆おおいつくし、俺の目に映るのはやつの影だけになった。

　ふらふらとしながら影が立ち上がろうとするのを見て、俺は一時的にしまっていた魔剣ステュラを取り出し、両手で上段に構えた。まだやつは死んでない。

「グァアアァアアアアアアアアアアアア！」
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　土煙を吹き飛ばしながら影が飛び出してくる。全身の甲殻はヒビだらけで、壁に打ったのか、腕が数本曲がってはいけない方に折れていた。あの体でまだこれだけの動きができること以上に、攻撃を耐えきられたことに驚いた。だが油断はしない。

「眠れ、『一刀両断』！」

　ボスとのすれ違いざま、俺は魔剣ステュラを振り下ろした。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、エンシェントキングアントはその身が二つになって、この場から消えていなくなった。

『職業：冒ぼう険けん者しやがLv63になりました。

　狙そ撃げき手しゆがLvＭＡＸになりました。

　盗とう賊ぞくがLv44になりました。

　剣士がLv46になりました。

　武ぶ闘とう家かがLv41になりました。

　戦士がLv43になりました。

　魔法使いがLv49になりました。

　薬やく剤ざい師しがLv35になりました。

　鬼き人じんがLv10になりました。

　？？？？の勇者がLv９になりました。

　狙そ撃げき主がLv20になりました。

　職業：狙撃手がLvＭＡＸになったので獣じゆう人じんを有効化します。

　職業：ローグになりました。

　重戦士になりました。

　条件：スキル『剣術Lv５』職業『剣士Lv45』『重戦士Lv１』を達成しました。

　職業：剣けん闘とう士しになりました』

『スキル：鬼化Lv１　光耐たい性せいLv１　魔眼耐性Lv１を習得しました。

　スキル：アンロックLv２　気配遮しや断だんLv２　剣術Lv７　コンボ５　ＭＰ自動回復Lv２　調合成功率上じよう昇しよう50％　ブレイクショットLv３　反動半減Lv３を習得しました』

『条件：スキル『ロックオン』職業『狙撃手Lv50』『狙撃主Lv20』を達成しました。

　スキル：マルチロックオン10を習得しました。

　条件　スキル『偽ぎ二に刀とう流りゆう』『武ぶ偽ぎ』職業『戦士Lv40』『剣士Lv40』を達成しました。

　スキル：二刀流を習得しました』

「ヒツギ！」

　ボスを倒たおした俺は、すぐさまマナとヒツギの元へ向かった。ボスがドロップしたアイテムの確認？　新しく得たスキル等の確認？　そんなもん後だ！

「マナ、ヒツギは!?」

「大だい丈じよう夫ぶだよメイ。私は平気」

　マナにヒールをかけてもらったヒツギは、どこにも怪我らしきものは見せずに、ピースしながら笑って答えた。

「よかった……。どうしようかと思ったぞ」

「心配してくれるんだね。うれしいな」

「当たり前だろ？　何言ってんだよ」

「ねえ、もしも私がこうなった時も心配してくれる？」

「バカなこと言うなよ。当たり前だろ。俺がそんなことさせない、とは言い切れないのが悔くやしいけど、少なくとも不安になるし心配する。そんな目に合わせたやつは確実に殴り殺ころす。それにしてもよく平気だったな。痛みとかないか？　あったらすぐに言えよ」

　真しん剣けんな顔で述べた俺の言葉を聞いて真っ赤になってるマナを置いておいて、ヒツギに尋たずねた。マナが回復させたのかもしれないけど、あれは直撃したら割と危ない威力をしていた。それをまともに受けてしまったのだから、下手するとマナが回復するまで生死の境をさまよった可能性もある。

「攻撃を受ける前に壁が壊れるのが見えてね。慌ててこれを盾たてにして、飛ばされる最中になんとか中に入ったからダメージはあんまりなかったんだ」

　ヒツギはとなりにおいてある棺桶をポンポンと叩きながら答えた。ヒツギ曰いわく、この棺桶は絶対に壊れない。でも、それだけであれば中に入っても衝撃でダメージを受けそうなものだが、俺おれの考えを察したヒツギが蓋ふたを開けると、棺桶の中には分厚い毛布みたいなのが詰まっていた。それが衝撃を殺してくれたようだな。

「たしかにそれなら平気そうだよね。ちょっと寝ねてみたいかも」

「結構この中は気持ちいいよ。今はまだだけど、きちんと強化を進めていけば、外からの影えい響きようを完全にシャットアウトできるようになるし、もっと快適になるからね。まあ蓋が開いたらそれも意味がなくなっちゃうんだけど」

「つまり棺桶の対処法は蓋を開ければいいってことか」

「まあ敵に開けられそうになるのを防ぐために、自動で反撃が入るようにスキルつける予定だけどね」

「今はついてないのか？」

「うん。ポイントが足りてないの。いろいろつけたいスキルもあるし、今のでけっこうたくさんポイント入ったしつけられるかな？」

「確認もかねて休きゆう憩けいするか？　心配で後回しにしてたけど、俺も確認したいのがたくさんある。ヒツギもダメージはないって言ってるけど、あの緊きん張ちようの中じゃ疲つかれないってわけにはいかなかっただろう。実際俺も疲れたし」

「メイはずっと戦ってたもんね。再生があっても追いついてないんだ」

「まあな。万ばん能のうに見えても意外と抜けは多いんだ」

　実際には疲れはもう取れているが、確認の時間をとるためにも休憩を推おした。まあ二人は絶対疲れているだろう。ヒツギは九百年前ならともかく、今みたいに武器も自身もかなり弱くなってしまってからは、今回のような強敵と戦ったことはないだろう。マナも俺たちと合流する前にはいろんな依頼をこなしてきたらしいけど、あくまでもマナのランクで受けられる依頼の相手だ。そんなに強い奴やつはいなかっただろう。

　それなのに、日を跨またいでいるとはいえ、真キメラアント、ビッグアント種、エンシェントキングアントと、ボス戦だけでこれでもかというくらいの強敵と戦ってきたのだ。死ぬかもしれないという状じよう況きようで、緊張で疲れていないはずがない。

　まあ俺は谷に落ちてすぐにオーガとハイオーガ、それからいろんな上位のオーガ種と真オーガキング、それから森に入ってはパラウルフたちにプラチナコング、洞どう窟くつに戻もどってもう一回オーガ種たちで、しまいに白虎と、強敵とばかり戦ってきたので正直少し気が抜けていたのは事実だ。真オーガキングや白虎と戦った時くらい集中してれば、今の戦闘でも二人を危険にさらすことなくエンシェントキングアントを倒すことはできただろう。まあダメージを気にせずに攻せめまくるから怪我は今より圧あつ倒とう的てきに増えるだろうけどね。

　実際、最初の奇き襲しゆうの時に、マナのマジックハンマーや筋力上昇のエンチャントがなければ確実に押し負けていた。そこから立て直す方法はいくつか思いつくけど、痛いのは嫌いやだしな。それに、その後のヒツギの飛ばした針があったおかげで、いくらか体勢を整える余よ裕ゆうが生まれたのも大きかった。そう考えるとやっぱり二人がいてくれてよかったよ。

　それから二十分くらいその場で休んだ俺たちは、先に進むことを決めた。

　休憩する前に何気なく確認した宝箱だったが、中身はキングアントの甲殻。今倒した相手とまるで強さが違うじゃんかと突っ込みたいところだ。

　ボス部屋であるためモンスターも出てこず、罠わなもないという状況で、俺たちはゆっくりと休むことができた。休憩を初めてすぐの頃ころには、さっさとダンジョンコアを回収して宿で休むという話も上がっていたが、一度休み始めたらどっと疲れが出たのか、二人はなかなか立ち上がらなかった。それも休憩が長くなった理由の一つだ。

　この休憩中に、新しく手に入れたスキル、それから過去に入手していたスキルの確認はできた。狙撃手のレベルもＭＡＸになったし、魔法使いもあと一レベル。これで少し気になってた狂きよう人じんもレベルが上がる十個に入れられる。まあネーミング的にはない方がいいものかもしれないけど、気になるのだから仕方ない。それから？？？？の勇者のレベルも上がっていた。しかし『魔眼耐性』と『光耐性』。何というか属性的に真逆ともとれる二つのスキルだな。まあ強くなるならよしとするけど。

　話し合いの中で、このダンジョンに関する俺たち三人の意見は一いつ致ちしていた。

　それはここで終わりではないということだ。ここのボス戦を超こえた先にも次の階層へ続く階段があってもおかしくない。あるのだとしたら、転移陣だけはあってほしい。いや、あってもらわないと困る。毎回今みたいなのと戦うのは嫌だからな！

　休憩を終え、ようやく覚かく悟ごを決めて奥おくに続く扉とびらを抜けると、奥は小さな部屋だった。そこには下りの階段と転移陣が隣となり合あわせになっており、転移陣がないのではという俺の心配は杞き憂ゆうに終わった。ほんとによかった。

　とりあえず降りて様子見だけして帰ろうということで、俺たちは階段を降りていった。

　ダンジョンコアのある部屋に通じているのではという期待をしていたのだが、実際に階段を降りた先は十六層だった。これまでの階層と違って、ここの階層はやたらと天井が高い。正確に何ｍというのはわからないけれど、ざっと横よこ幅はばも高さも二、三倍以上はありそうだ。その割に通路はこれまでよりも明るい。天井に埋うめられている光る石の光力が強いのだろう。見える範囲では曲がり角はあれど横道はない。これでは身を隠かくすことはできそうにないな。それは俺たちだけでなくモンスターたちにも言えることだ。

　俺たちが警戒しながら最初の曲がり角を曲がると、さっそくモンスターと遭そう遇ぐうした。

『ビッグポーンアント（アント種）』

『ビッグルークアント（アント種）』

『キングアント（アント種）』

『キングアント・火（アント種）』

『キングアント・風（アント種）』

　おかしいおかしいおかしいおかしいおかしいおかしい。

　キングアントの群れが普ふ通つうにそこらへんを歩き回っていた。風属性、火属性と、これまでのアントたちでも見なかった属性持ちのキングアント。しかも、それらはそれぞれ三体ずつおり、普通のキングアントも七体。ビッグアントたちは一体ずつだが、上位種よりも数が少ないというのはどういう冗じよう談だんだ。

「『黒槍の雨』十五連！」

　とりあえず一体につき一発ずつ『黒槍の雨』を撃った。牽けん制せいにマナがマジックソードをまっすぐ飛ばし、ヒツギも針を飛ばす。それに意識を向けたモンスターたちは、上から来る黒い槍に反応が遅おくれ、あっという間に全員が貫つらぬかれていった。エンシェントキングアントのように『黒槍の雨』を受けきるなんてことはなく、あっけなく倒すことができた。しかもいい感じに仕留められたことで、素材として売れる甲殻が無事な個体が多い。とりあえず複数いるやつで損そん壊かいがひどいのは俺が喰くうかヒツギの棺桶に吸収させて、あとは持って帰ることにした。

「マナ、ヒツギ、俺がアイテムボックスに回収するよ。ギルドマスターのところに持っていった方がいいだろう」

「これはさすがにね……。十六層の存在自体がかなりすごいものだけど、そこで出てくるモンスターの種類がこんなのなんて」

「二人とも吸収するでしょ？　早くやっちゃって。私その間に他のモンスターがこないか見張っているから。次の戦闘が起きる前に戻ろう」

「すまんなマナ。すぐ終わらせるから」

「ありがとねマナ。あとで一緒にメイを使おうねー」

「もちろん！　まかせといて！」

「お前らおかしな言葉が出てきたんだが」

「気のせいだって。さ、早くしなよー」

　今この場で何を言ってもはぐらかされる気がする。俺はマナたちに問い詰めるのをあきらめて、吸収用に残したキングアントたちを喰らった。

『パラメータ：全上昇（小）を習得しました。

　防御力上昇を習得しました。

　筋力上昇を習得しました。

　スキル：火耐性LvＭＡＸを習得しました。

　風耐性Lv７を習得しました。

　スキル『火耐性』がLvＭＡＸになりました。

　スキル：火吸収Lv１を習得しました』

『火耐性』がパワーアップした。これは『麻ま痺ひ耐性』と同じ感じかな。レベルが最大になったことで上位スキルが解放される形だ。『風耐性』も大きくレベルがあがったし、もしかしてここのアントたちって、得られるスキル的にはおいしいのかな？　とりあえず今は戻らないといけないしそういうのは後でいいだろう。

　俺はまたくればいいと自分に言い聞かして、二人と十五層の転移陣に戻っていった。そして、外に出た俺たちはその足で冒険者ギルドに向かった。
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第三章　ギルドへの報告







「おう、おかえり。ダンジョン探たん索さくはうまくいってるか？」

　門まで戻ってくると、初めて挑む時に声をかけてきた門番のおっさんがいた。今朝は違う人がいたが、交代したのかな。

「かなりうまくいってるよ。順調そのものだ。あんたはずっと門番やってるのか？　今朝は違う人だった気がするけど」

「ああ。門番は東西で交こう互ごにやってるんだよ。今日は午後からこっちだったんだ。まあモンスターが攻めてくるわけでもないし、楽な仕事だよ」

「そんなもんか？」

「そんなもんだ。それより、素材を売りに行くならさっさと行った方がいいぞ」

「混こんでるのか？　それとも大量の素材を抱かかえた連中が向かったとか」

「そうじゃないんだ。今ギルドはけっこう暇ひましてるらしくてな。職員やってる友人がそう言ってた。せいぜいそんな余裕こぼす暇もないくらい忙いそがしくしてやれ。依頼もほとんどないらしくてな。ま、常注依頼だけはあるけどな」

「そういうことならせいぜい忙しくなるように頑がん張ばるよ」

「頼むぞー」

　門番の気の抜ぬける声を聴ききながら、俺たちはギルドに向かった。

　ギルドに入ると、さっきの門番のおっさんの言う通り人が少なく、受付に座すわる職員たちもどこか暇そうに見えた。実際にはたぶん裏で仕事をしているんだろうが、それでも受付のところで冒険者と受うけ付つけ嬢じようがのんびり会話している程度には暇そうだ。

　依頼が貼はり出される掲けい示じ板ばんにはあまり紙が貼られているようには見えない。実際、その前にも人は二人しかおらず、あとはギルドの中にある机のところで雑談してる数人くらいしかいない。

「あ、メイさん。素材の持ち込みですか？」

　前と同じ受付嬢さんだ。なんだかこの人ばっかりだな。まあ慣れてる人の方がいいことは確かだけど。

「その予定です。ギルドマスターに話をつないでもらえますか？　持ってきた素材が素材だから」

「……またキングアントですか。すぐにお通しします」

　俺の言葉に驚おどろいてはいたけど、一度深呼吸して落ち着かせて冷静に対応していた。前と違ちがってなんだか呆あきれたという表情が浮かんでいた気がする。

　俺たちは戻ってきた彼かの女じよの後についてギルドマスターの部屋に向かった。

　ギルドマスターの部屋に入ると、ガラハムさんがいた。今回は前回のように上半身裸はだかではなく、きちんと服を着ており、椅い子すに座って資料を見ているようだった。

「またキングアントを倒してきたのか？　今度は売ってくれるとありがたいんだが」

「その予定ですよ。でも、それよりも重要な報告があるんです。キングアント自体も大きいですし、前に行った訓練所でだめですか？」

「かまわん。ちと外すから、なんかあったら訓練所まで呼びに来てくれ。いくぞ」

　ガラハムさんに先導されて、前にも行った訓練所に向かった。




「で、重要な報告ってのはなんだ？　一層でキングアントが出た話なら前回聞いたぞ」

「いや、十五層のボスを倒してきたんですが」

「？」

　訓練所の扉を閉めてすぐに始まった俺の話にガラハムさんはぽかーんとしてしまった。あいた口がふさがらないとはこのことだろうか。目をぱちくりさせながら、こちらを見　るその姿はどこかおもしろい。でもキングアントの甲こう殻かくを調べるために手に持っていた鑑定の宝ほう珠しゆを落とさないのはさすがと言えばいいのかな。

「いや、だから十五層を突とつ破ぱしたんですが、その先に」

「ちょっと待て！　お前今十五層を突破したって言わなかったか？」

「ええ。エンシェントキングアントを討とう伐ばつして、こいつを手に入れてきた」

　俺はボス攻こう略りやく後の宝箱で手に入れたキングアントの甲殻を取り出した。ほんとは倒したエンシェントキングアントの甲殻ならもっと良かったんだけどな。

「待て。確かに……たしかにキングアントの甲殻だな。で、ダンジョンコアは？」

「は？」

「十五層を突破したんだろ？　ダンジョンコアを持ってきたってのが報告じゃないのか？」

「違いますよ。十六層の存在を確認した。それが報告です」

「……十六層？　バカなことを言ってんじゃねえよ。ここのダンジョンは十五層で終わりのはずだ。十六層なんてものがあるんなら、なんであの十五層だけあんな風になってるんだよ。あんな難易度で守らなきゃいけないその先なんか意味がわからん」

「それは知りませんよ。少なくとも俺らは五層も十五層も強敵だったとしか言えない」

「ははは。ありえねえ。『アントホーム』は十五層で終わりだ。十六層なんて……」

　ガラハムさんは絶望といった感じの表情を浮かべて笑い出した。

「現実を見ろ。十六層で一回だけ戦闘をしてきました。それで倒したのがこいつら」

　俺はアイテムボックスからキングアントたちを取り出した。キングアント、ビッグポーンアントなど、十六層で戦った五種のアントたちが並ぶ。その一体一体を鑑定していくガラハムさんだが、そのたびに絶望の色が濃こくなる。

「こいつらは群れで行動していた。降りてすぐのところでこれだ。あそこからさらに下があるなら、もっとたくさんいると思う」

　俺の言葉を聞いて一瞬ぐらっとしたガラハムさんだったが、頭を横にブンブンと振って冷静になった。

「……お前らは一体何者なんだ？　この町に来た冒険者で、勇者を除くと十五層を突破できるような奴はいなかった。あそこだけはあきらかにランクが違うからだ。そこを突破した報告の二例目ができたのはいいことだ。だけど、これはないだろう？」

「ガラハムさん。私はいくつかダンジョンを見たけど、十五層で終わるのなんて、できてそんなに時間が経たってないようなものしかなかったと思う。おかしいとは思わなかったんですか？　何十年も前からこの場所にあり続けているダンジョンが、たったの十五層のままだってこと。ダンジョンだって多くの冒険者の亡なき骸がらや、ダンジョン内で倒されたモンスターたちの死体を吸収して成長するんだと聞いてます。なら、長年にわたって多くの冒険者たちが倒れされてきたここだって、成長していてもおかしくないと思います」

「さすがに俺も考えなかったって言えば嘘うそになるが、ほんとにあるなんてな……。まあともかく、重要な情報をありがとうよ。あれは全部売ってくれるのか？」

「その予定です。キングアントにも、なんか亜あ種しゆっぽいのがいるんでそれも考こう慮りよしてくださいよ？　そっちの二体はビッグアント種ですが、この三体はキングアントなんで」

「もちろんだ。さすがにこれをすぐに査定して金を用意するってわけにはいかないから、明日にでも取りにきてくれ。それと……」

　ガラハムさんは五体の死体を見るためにそれぞれのそばまで行くと、俺の『ダークランス』であけられた穴を触さわり、全部見たところで戻ってきた。

「あれ全部一撃で仕留めただろ？　見たところ損傷が少なすぎる。これでも見る目はあるつもりなんだ。経験もあるしな。あれはランス系の魔ま法ほうだろ？　ちょっと触っただけでもわかるが、こいつの甲殻を貫ける威力はなかなかだぞ。お前ら名前は何て言ったか？」

「俺がメイでこっちがマナとヒツギ」

「ランクはＢってところか？　実力はそこらのＡより高そうだが」

「俺とヒツギがＦでマナがＣ－マイナス」

「……は？　すまん、聞きき間ま違ちがいか？」

「俺とヒツギがＦでマナがＣ－」

「聞き間違いじゃねえのか……。お前らちょっと俺と手合せしろ。この、今目の前にある結果を疑うわけじゃないが、一応やっておく。場合によってはランクを俺の権限でできるだけ上げてやるから」

　ガラハムさんは一方的にまくしたてると、試験用の武器と防具を取りに行くから待っとけと言い、俺たちを残して走っていった。別にランクはこのままでもかまわないんだけどな……。しかし、さすがに何も言わずに勝手に帰るわけにはいかないし、俺たちはアイテムボックスに入れてあった食べ物を食べながらガラハムさんを待つことにした。

　ガラハムさんが出ていってから三十分くらいしたころ、ガラハムさんが明らかに自分の背せ丈たけよりも大きいリュックをもって戻ってきた。先ほどまでの軽装とは違い、頭を除く全身に鎧よろいをまとっている。分厚く、重々しいものではなく行動を制限しないような軽さを感じる形になっている。こっそりと『鑑かん定てい』すると、装そう甲こう蟻ありの軽鎧となっていた。ルークあたりのアントの素材から作られたものなんだろうな。

「待たせたな。俺としたことが、よく考えてみたらお前らの武器を聞くの忘れてた。だから、とりあえず訓練用のものをすべて持ってきた。本来ランクを上げるための試験はそれぞれの持っている武器を使うんだが、それは神官がいる前提で神官に特とく殊しゆな結界を張ってもらってやるものだ。でも今回はある意味特例みたいなものだからな。悪いが刃はを潰つぶした代だい替たい品ひんでやってくれ。神官はいないが、回復魔法は使えるやつを呼んである」

　ガラハムさんはリュックから剣や杖などさまざまな武器を取り出しながら続けた。

「俺はほんとは公式な試験もこっちでやった方がいいと思うんだけどな。たしかに、普ふ段だんから使い慣れている武器で戦うのは、本来の実力が出せるという点ではいいと思う。だけど、それは本当にそいつ自身の力なのか、いつも疑問に思う。俺もこの街に来る前は魔ま剣けんや魔法剣を使うこともあったからよくわかっているつもりだが、あれは物によっては持ち主なんか関係ないようなものもある。特殊能力を持つ防具とかもな」

「武器や防具も全部含ふくめてそいつの力ってことじゃないのか？」

「そういう風に考えられてるよ。だからこそ試験ではそれが許されている。でも、実際それを奪うばわれたらどうする？　剣術なんかまったく修めていない魔剣使いなんかいくらでも見てきた。それを奪うなりはじくなりしてしまえばあとは雑ざ魚こだ。能力が使えなかったから負けただの、武器を奪うなんて反則だなんて言ってくるやつばっかりだ。当然そいつらはここじゃ不合格にしたよ。でも、しばらくして他の町でランクを上げて戻ってくる。そして、あの時の恨うらみとばかりに強くなった自分と戦えと俺に挑いどんでくる。結果は変わらないやつばっかりだ。武器に頼たよるだけじゃ迷宮あそこでは生き残れない」

「忠告ととらえておくよ」

「どうとらえるかは自由だ。さて、どれを使う。剣、杖、それとも盾か？」

「別にいらねえよ。素す手ででやる」

「勇ましいな。基本的なルールは通常の試験と変えずにいくぞ。俺との一いつ騎き打うち。ただし殺しはなしだ。俺も含めてな。本来の試験では神官の張る結界の効果で一度までなら死ねるんだが、今回はそうもいかないからな。全員があの魔法を使えるわけじゃない。試験の時期をあらかじめ伝えておいて、使えるやつを派は遣けんしてもらっているだけだからな。さすがにこんな臨時の試験で呼ぶことはできん。あの魔法かなり疲れるそうだし。俺もお前たちに合わせて刃が潰れた武器でやるから、打ちどころさえ悪くなきゃ死にはしないだろ」

　ガラハムさんが入口の方を指さすと、話したことはないけど受付で見た受付嬢が一人立っていた。こちらを見たのに気が付くと、彼女は手を振ってきた。受付にいるのをちらっと見た程度だったんだが、あの人回復魔法使えるのか。

「まあ打だ撲ぼくくらいまでしか治せないけどいないよりましだろ。勝敗は気絶か降参の二択たく。魔法、スキル、特殊能力何でもありだ。武器や防具の破損はこっちでは一いつ切さい補ほ填てんしないからそのつもりでいろよ。ちなみにこのルールは実戦を意識させるためにあるものだ。実戦で武器を壊した相手が直してくれるわけないだろ？　これいくら説明しても直せってうるさいやつも多いんだよ」

「まあ壊れるようなものないしあんたの防具くらいだな」

「これはいつも使ってる試験用の適当なものだから壊れても問題はねえ。俺のは別で保管しているから」

「その大剣も？」

　ガラハムさんが持っているのは身みの丈たけほどの大剣。リュックから出した武器たちの中にあったものだ。それぞれ二本ずつ用意しているみたいで、もう一本あったから俺も使えるには使えるがやめといた。一応『大剣操作』のスキルはレベルマックスだったはずだが、『剣術』で動かせるとは限らない。使ったこともないし、素手の方がやりやすい。

「ああ。いつもこれなんだ。先に言っとくが、これでも俺は元ランクＡだ。先手は譲ゆずってやるよ。どこからでもかかってきな」

「なら遠えん慮りよなく」

　俺は『不意打ち』で一気にガラハムさんの後ろに移動する。そのままその背中に蹴けりを入れようとしたが、それに一瞬早く気づいたガラハムさんが地面を蹴って前に動いてたので足は空気を蹴るだけになった。ガラハムさんは攻こう撃げきをよけるために前に行った勢いでそのまま距きよ離りをとった。

　ガラハムさんが体勢を立て直す前に俺は自分の周りにエアロを展開する。

「『風よ、我わが敵を吹ふき飛とばせ』エアロ」

　一発、二発と次々に飛んでいく『エアロ』を、ガラハムさんは時に切り、時に大剣で器用にいなしながらよけていく。次々くる『エアロ』に驚いているようにも見えるけど、なんだかまだ余裕がありそうだった。

「へえ、風魔法をつかうのか。初級とはいえそれなりの威い力りよくだな。いなしきれなくて受けちまった手がしびれてるぜ」

　魔法を刃の潰れた剣で斬きって手がしびれるだけって相当おかしな気がする。

　俺が『エアロ』を選せん択たくしたのには理由があった。というか、この戦いでいくつか使えそうにないスキルがあった。ぜいたくな悩なやみではあるが、俺のスキルのいくつかは威力が高すぎるのだ。十六層でキングアントの甲殻をたやすく貫いたという事実を考えれば、少なくとも『ダークランス』は絶対に使えない。あれは貫かん通つう力が非常に強いし、下手に剣ではじこうとしても貫通して危ないこともある。それを考慮すると使えない。他にも、『バーストショット』はきつい。ただ、他の火の魔法系スキルは大丈夫だ。あとは『エアロ』や『アクアボール』も全然大丈夫だ。ほとんど使ってないし、敵も使ってこないからかレベルもあんまり高くなく、その分威力も低い。そうした事情があったからこそ『エアロ』を選択したのだ。魔法以外のスキルでも使えないものはある。『鬼おにの一撃』とか『ブレイクショット』、『一刀両断』や『剣けん閃せん』、『一閃』も使えない。そもそも武器系統のスキルは威力が高くて使えないものが多い。だから素手を選択したのだ。

「今度はこっちから行くぞ！」

　ガラハムさんが駆かけ出だしてくる。俺は繰り出される剣をよけながら反撃に蹴りや殴おう打だを放つ。向こうも片手で大剣を振ふり回まわしながらあいた手でガードしつつ、こちらへ攻撃をしてきている。さすがギルドマスターといったところだろうか。あ、でもコロイドの街のギルドマスターは……うん、考え直そう。さすがはガラハムさんだ。

　攻撃をよけたタイミングで『小規模ワープ』を使って後ろに回り込む。突とつ然ぜん目の前から消えた俺を探すようにあたりを見み渡わたしているガラハムさんの無防備な背中に、思い切り蹴りを入れた。

「うぉ！」

　まともに入って思い切り倒れこんだガラハムさんにむけて、俺は追い打ちのように『エアロ』を撃うちまくる。ガラハムさんはすぐに起き上がり大剣で防ぐが、そのいくつかは防ぎきれずに体にあたっていた。

「なめんな！」

　ガラハムさんが突とつ如じよ構えを変えて剣を横に振るう。剣を振るうまでのわずかな時間は体中に『エアロ』が当たるが、ガラハムさんはにやりと笑っていた。あれ、ダメージないのか？　思いっきり当たりまくってんだけど。

　そう思っていると、俺は何かにふきとばされた。ちっ、『剣閃』のような衝しよう撃げき波はか！

「はっ大人をなめんな！」

「なめてたわけじゃないんだけどな」

　俺は空中で体勢を整えながら『エアロ』を飛ばす。あっさりと剣で防がれたが、追い打ちを防ぐには十分で、ガラハムさんの足は止まっている。これで距離が開いた。

「『炎ほのおよ、我が敵を狙ねらい撃て』ファイアバレット」

　同時に周りに発生させた十個の炎の塊かたまりから小さな炎の弾だん丸がんが飛び出る。それは止まることなくガラハムさんめがけて飛んでいく。

「今度は火か！　炎と風の二属性デユアルか。だが、そんなもん吹き飛ばす！」

　ガラハムさんが剣を振るい、その直線上にある炎が消えていく。だがまだまだ発動させ続けているから、炎の弾丸は切られた以上に数が増えていく。ファイアマシンガンとでも名付けよう。数あま多たの弾丸があちこちからガラハムさんを狙う。

「追つい尾び弾だんだと？　ふざけんな！」

　ガラハムさんは剣で防ぎながらもそれから逃のがれるべく走り出す。それは悪手だ。炎の弾丸は数がどんどん増えていき、もはや壁かべみたいになっている。追加はいったん止めたが、ついにガラハムさんを捉とらえた。一発が足にあたりガラハムさんが倒れる。そうなってしまえばもうこちらの物で、すべての弾丸がガラハムさんに襲おそい掛かかった。

「ぐぁああああああ！」

　悲鳴が聞こえてくる中、放っていた最後の一発が、ガラハムさんにあたった、黒い煙けむりが上がっており、何の音も聞こえない。

「俺の勝ちでいいか？」

「……」

　呼びかけてみるが返事がなかった。やばいかもしれないと、割と本気で考え始めていたら煙の中で影かげが動いた。その影は剣を支えにして立ち上がった。

「お前の勝ちだ。合格にする。これでお前はランクＣ＋プラスにしておくぜ」

　煙の中から髪かみの毛けを真っ黒に焦こがしたガラハムさんが出てきた。

　鎧はあちこち凸でこ凹ぼこになっており、持っていた剣も半ばから折れていた。素す肌はだの出ている顔と首の一部には火傷やけどのあとが少しあるけれど、それをまるで感じさせないくらいぴんぴんとしていた。あれ、もしかして『ダークランス』でも平気だったんじゃないのか？

「ふう、なんだありゃあ。あんな量の追尾弾なんかよけられるわけねえよ」

「褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておく」

「褒めてるわけじゃねえよ。とりあえずあんたは合格だ。ギルドカードをあいつに預けてくれ。おーい」

　ガラハムさんが呼ぶと入り口で待機していた女性が歩いてきた。

「ではお預かりします」

「お願いします」

　俺はアイテムボックスからカードを出して彼女に預けた。正直なところ、ランクなんか気にしないからこのままでもいいんだけどな。

「あ、ギルドマスター、その鎧と剣の修理代は後から請せい求きゆうさせてもらいますので」

「まあ覚悟はしていたが……」

「その状態ですと買かい替かえとなりますね。ついでにいくつか他のものも買わせていただきます。そちらもお願いしますね」

「はぁ？　なんで俺が」

「言い忘れていたのですが、本日その形の剣を訓練にて使わせてほしいと、騎き士しの方から連れん絡らくがありました。ですが、先ほどギルドマスターが壊こわしてしまったことにより本数が足りなくなったんです。すぐに連絡をいれまして、現在なんとか他の武器で代替できないかとお願いしております。まあ許可はいただけるでしょうがその対応をさせたということで罰ばつです」

「それを言ったら壊したのはこいつだろ？」

「『実戦で武器を壊した相手が直してくれるわけない』これってギルドマスターのセリフですよね？」

「ちくしょぉおおおおお！」

　ガラハムさんは膝ひざをついて悔しがりはじめた。その様子を見て心からうれしそうに微ほほ笑えむ職員さん。あ、この人たぶんＳだ。そんなことを考えていると、彼女は悔しがってるガラハムさんの肩かたに手を置いてヒールの呪じゆ文もんを唱えた。すると、顔や首の火傷がだんだんと癒いえていく。しばらくかけ続けていると完全に消えてなくなった。回復魔法万ばん能のうだな。

「くそ、この恨み晴らしてやる。次はそっちの棺かん桶おけの姉ちゃんな」

「これ以上修理代増えないといいですね」

「当たり前だ！　これ以上増やしてたまるか！」

「あのー、これと同じやつありますか？」

　ヒツギは両手に持つ棺桶を示しながら言った。

「え？　それ武器なのか？　ずいぶんと珍めずらしいが、台車やカバンみたいな持ち運びに使うものとばかり思ってたよ」

「これはれっきとした武器ですよ。さすがにこれの訓練用なんてものがあるとは思えないですけど、このまま使ってもいいですか？」

「んーそれくらいならよさそうだな。というか、嬢ちゃんの想像通り、残念ながらうちの訓練用の武器の中に棺桶はない。あったところで刃を潰すとかないしな。でもそれで戦えるのか？」

「大丈夫ですよ」

　もしかしなくても侮あなどってるだろうな。

「じゃあ始めるぞ。お前ら、散った散った！」

　ガラハムさんは、凸凹になった鎧のうち、動きを阻そ害がいしかねない上半身の鎧は脱ぬいで、訓練用の新しい剣を持つと、俺たちに散るように告げた。俺たちは何も言わずに壁かべ際ぎわに寄る。するとマナがこそっと聞いてきた。

「ねえメイ、あの人大丈夫かな？　鎧脱いじゃったけど」

「大丈夫……じゃないだろうな。俺とやった時もそうだったけど、試験だからなのか、それともあの人の戦闘スタイルなのか知らないけど、基本的に攻撃を受けようとすることが多いから、真正面から受けたら吹っ飛ばされるだろうな。ヒツギの一撃は威力高いから」

　そんなことを話していると、俺たちの心配をよそに試験が始まった。

　最初に攻撃を仕掛けたのはガラハムさんだった。両手で剣を構えて上段からヒツギに切りかかる。対してヒツギは鎖くさりでそれを受け止めた。両社は拮きつ抗こうしているように見える。いやヒツギが若じやつ干かん押おされてるな。

　その均きん衡こうはすぐに崩くずれた。ヒツギが力をすっと抜き、そのまま鎖で剣を搦からめとると、思いっきり引っ張った。それによってガラハムさんの体勢が崩れる。ヒツギは鎖を器用に絡めてガラハムさんを放ほうり投なげた。

　ガラハムさんは空中であっさり体勢を立て直したが、投げられた時に剣をヒツギに奪われていた。自分で言っていたのと同じ状態になってるし、どうするか参考になるかな。

　苦笑いを浮うかべて足の止まっていたガラハムさんに、棺桶が飛んでいった。まっすぐに向かってくる棺桶を、ガラハムさんは腕うでを使って受け流す。あれはダメージもなさそうだし体術も鍛きたえてあるんだろうな。

　ヒツギは受け流された棺桶とは反対の棺桶で横からないだ。ガラハムさんはそれを上に跳とんでよける。ガラハムさんの下を棺桶が通り過ぎるが、最初に流された棺桶が反転してきて、反対側からガラハムさんに直撃した。

　ガラハムさんはそれも腕で防ぼう御ぎよしていたが、空中で踏ふん張ばりも効かない状態で、棺桶の勢いを抑おさえられずに弾はじき飛ばされた。ガラハムさんは壁に激突して倒たおれる。俺おれの時よりもやばくないか？

「マナ、回復の準備してくれ」

「りょーかい。まあ彼女が治ち療りようできる範はん囲いのならいいんだけど……」

「とりあえずいくか」

　俺たちはやっちゃったという表情を浮かべたヒツギと一いつ緒しよに駆け寄った。

「ぐぐぐ、なんて威力だよ」

「大だい丈じよう夫ぶですか？　『慈じ愛あいの光がその身を癒いやす』ヒール」

　さっきと同じように職員さんが回復魔法をつかってガラハムさんを治療する。その光が当たって、壁に当たった時にできた打撲など、ガラハムさんの表面的な傷は治っていく。だが、それでもガラハムさんは立てそうになかった。

「どどどどうしましょう。ここのギルドには私よりも強力な回復魔法を使える人はいないのに……あ、そうだ、神官さんをお呼びすれば」

「落ち着いてください。私も回復魔法をつかえますので『我が願いここに叶かなえん、慈愛の光よその身を癒せ』ヒール２」

　彼女がやった時より一層強い光がガラハムさんを包つつんだ。その光が消えると、ガラハムさんはすっと立ち上がった。これまで立てそうになかったのが嘘みたいだ。

「おお、ありがとう！　しかしすげえな。しばらく寝ねたきりなのを覚悟してたのに」

「私回復魔法得意なんですよ。まあさすがにこれ以上はできませんが」

「いや十分だ。さて、ヒツギと……それからマナ、お前さんも試験クリアだ」

　ガラハムさんの言葉に俺たちは残らずぽかんとなった。

「え？　私まだやってないんですけど」

「あの回復魔法だけで十分にクリアだよ。さ、カードだしな」

「は、はぁ」

　二人ともまだ若じやつ干かんボーっとしながら取り出したカードを渡わたす。彼女はそれを受け取って訓練所を出ていった。それからしばらくもしないうちに戻もどってくると、俺たちにそれぞれのカードを渡してきた。

「これで皆みなさんはランクＣ＋です。これからもよろしくお願いしますね」

　なんか釈しやく然ぜんとしない感じがしながらもそれを受け取った俺たちは、宿に戻った。




　一方、ガラハムたちは訓練所に残っていた。

「彼かれら強かったですね。ギルドマスターもブランクがあるとはいえランクＡなのに」

「試験だからこっちも手加減はしていたけどな。だが、それ以上にあいつらは強い。二人とも手加減してくれたようだしな」

「え？」

「お前もあそこにあるキングアントとかの死体が見えるだろ？　あれの傷きず跡あとを見ろ」

「傷跡ですか？　うーん、完全に貫かれてますね」

「ああ。さらっと見ただけだが、全部一撃で貫かれて死んでたよ。で、お前はあの傷跡をなにでつくり出したと思う？」

「え？　魔法じゃないんですか？」

「まあそうだろうな。魔法で間違いない。少なくとも、あの形の傷をつけられるとなると弓か槍やりかレイピアあたりだろうが、それだと一撃ってわけにはいかない。あちこち貫かれた穴があるしな。じゃ、それを使ったのは？」

「それはもちろんマナさんかメイさんじゃないんですか？　二人ともすごい魔法を使っていましたし」

「あれをやったのはおそらくマナの方じゃない。彼女の回復魔法を見ただろ？　そこらの神官じゃ勝ち目のないほどの効果だ。神官に治せないと言われて残っちまった俺の古傷すらも治った。あれほどの回復魔法をつかえるようなやつだ。当然魔法の制せい御ぎよという面では優ゆう秀しゆうなんだろう。でも、回復魔法に特化するやつはどうしても攻撃面では劣おとってしまう。それなのに、キングアントなんて頑がん丈じような甲殻を持つモンスターに、あれほどの穴を作るほどの威力を放てると思うか？　いや、そもそも、回復魔法に使うための魔力を温存させるために魔法をつかわせないと俺は思うんだがお前はどう思う？」

「たしかにそうですね……。私も弓を使いますし、私の師し匠しようにも、回復役は魔力を攻撃に使うくらいなら、一回でも多く仲間を回復できるようにしろって何度も言われました。そうなるとあれはメイさんが？」

「そうなるな。でも俺に使った魔法でそんなものあったか？」

「っ！　それは」

「あんな威力を持つ魔法を持っていながら、それを隠して戦っていたんだよ。他にもいろいろと隠していたと思うぞ。そもそもあいつの主しゆ武ぶ器きって剣のはずだし。たしか以前ギルドに来た時に剣を背せ負おっていたし、『金きん華か猫ねこの歌』から出てたあいつら宛あての荷物を届けるとかいうギルドへの依い頼らいを見させてもらったが、対象の特とく徴ちようとして剣を持つ男とあった。普段武器を使う男が、俺相手に武器も持たず、俺を殺さないような威力のものだけを選んで使ってやがったってことだろうよ」

「ヒツギさんがやったという可能性は？」

「あれを武器として使っていて魔法は使わねえだろ。あれだけで十分に威力が高いんだ」

「……彼らは何者なんでしょうか」

「さあな。俺に言えることはあいつらが攻略できなかったら、この町のダンジョンが攻略されることは今後しばらくはないだろうということだけだ。あいつらが死んだなんて話が来たらＳランク冒ぼう険けん者しやへ攻こう略りやく依い頼らいを出すかな。ダンジョンがあふれる前に」

　その後ガラハムたちは何も言わずにギルドに戻っていった。

　後日になり、大量の請せい求きゆう書しよによってガラハムの貯金が大おお幅はばに減るのはまた別のお話。
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第四章　『アントホーム』の奥







　次の日になり、ダンジョンに行く前にギルドも行くことにした。昨日のキングアントたちの金について、明日受け取りに来てほしいって話だったし、そこで手にした金で食料などの準備を整えよう。

「いらっしゃいメイさん。依頼ですか？」

　今日もあまり混んでいないギルドの受付に行くと、たまたま昨日ガラハムさんの治療をしていた受付嬢だった。なら話は少しは早く済むかな。

「昨日持ってきたアントたちの分のお金を受け取りに来たんですが、もう用意って大丈夫ですか？」

「訓練所で受けとったものですよね？　はい、少々お待ちください。」

　やっぱりすぐに伝わった。奥に下がっていくときに『足りない分はとりあえずギルドマスターの給料から出しましょう』とか聞こえた気がしなくもないけど、俺たちには関係ないし、まあ気にしないでおこう。さすがにあれらをただでギルドに進しん呈ていなんかしたくはない。万が一金にうるさいとか言ってくるような奴やつがいたら逆に『お前は素材を持ってきたときに金を受け取らないんだな？』とでも言えばいいし。さすがにそんなことを言ってくるようなやつはいないとは思うけど、何があるかわからない。素材をギルドに渡して、その分の金を受けとる。全然おかしくないはずだ。

「お待たせしました」

　しばらくすると、受付嬢さんが戻ってきた。その手に持つお盆ぼんには何枚もの硬こう貨かが所ところ狭せましと乗っており、その中には金貨も数枚見えた。




「あのアントたち五体を合わせて金貨三枚と銀貨九枚、それから銅貨が二百七十枚です。現在銀貨が少なくなっておりまして銅貨が増えてしまいましたがご了りよう承しようを。詳くわしい内訳をお伝えしますか？」

「いややめときます。二人とも三分の一な」

「じゃあ金貨一枚と銀貨三枚、銅貨が九十枚だね。はい、マナも」

「ありがと。じゃあ行こっか」

「またのお越こしをお待ちしてます」

　俺の手元に残ったお金をアイテムボックスに突っ込むと、軽く一礼してギルドをでた。さて、いるものをリストアップしなおさないとな。

「お金も用意できたし、前に買えなかった分も買っておく？」

「まあアイテムボックスの中なら時間も進まないし、特に大金を使うような予定もないだろ？　ある程度は残すとしても、奮発しちゃっていいんじゃないか？」

「なら私もう少し服が欲しいな。調理道具とかもできたら買っておきたいし」

「ヒツギって料理できたっけ？　メイはちょっとだし、私はできるけど」

「伊だ達てにこんな世界で二人より長く生きてないよ。ある程度の料理はできるようになったの。まあ冒険者料理って感じのものだけだけどね」

「それは楽しみだな」

「私の手料理でメロメロにしてあげる」

「ははは。そういえば、お願いがあるんだけどいいか？」

「どうしたの？」

「珍しいね。何か欲しいものでも？」

「今ってわけじゃないんだが、これからダンジョンに潜もぐるにあたって、耐たい性せい持ちのアントたちが出てきたら一体ずつ俺に喰くわせてほしい」

「耐性持ちって、キングアント？」

「ああ。そもそも魔法が効かないとはいえ、耐性があるにこしたことはないし。できることならするからさ」

「え？　今なんでもって」

「なんでもとは言ってない」

「これから宿に戻って朝まで」

「できることって言ったよな？」

「メイの口で私たちの口を塞ふさいで」

「できることのハードルが高すぎませんかねぇ」

「先っぽだけ、先っぽだけだから！」

「それ普ふ通つう男女逆じゃないか？」

「メイが言いたかったの？　やっぱり今から宿に」

「ちがーう！　なんでそんな痴ち女じよみたいになるわけ!?」

「うーん、わかった。なら手で妥だ協きようしてあげる」

「変わってねえ！」

「違う違う。これから買い物の間中、手をつないでいようってこと」

「え？　あ、ああ。それくらいなら」

「よーし決まり！　マナは右ね。私左」

　そう言うと、二人は俺の手をとり、そのままの流れで腕を組んだ。

「まずは金物を買って、それから服屋だ！」

「最後に食料だね。じゃあデートに出発！」

　両りよう腕うでを取られて逃にげ場ばを失った俺は、二人に振り回されながらデート、じゃなくて買い物へと繰くり出した。




　買い物が終わり、そこからダンジョンに向かった俺たちだが、これくらいの時間から潜るような人は少ないのか、入り口の転移陣じんのところには数人がいるだけでそんなに混こんではいなかった。できていた列の後ろに並んで、ほとんど待たずに俺たちの番になった。

　十五層の奥に転移してくると、やはりというか当たり前というか、俺たち以外には誰だれもいなかった。十層や五層は転移したら誰かしらがいる状態だったこともあり、なんだか少し寂さびしい感じもする。まあそんなことも言ってられないし、俺はアイテムボックスからステュラを取り出して、三人の先頭で階段を降りる。いつ襲われても大丈夫だ。

　十六層に入ってしばらく道なりに歩いていくが、その間結構な頻ひん度どでモンスターに襲われた。必ず三体以上の群れで現れるアントたちの中にキングアントは当たり前のように出てくるし、毎回というわけではないが、耐性持ちのキングアントも数体出てきた。昨日様子見で入った時にいた風と火だけでなく、闇やみと雷かみなりの耐性持ちの個体も出てきた。午前のうちに二人にお願いしておいた通り、耐性持ちの個体は俺が片かたっ端ぱしから喰らっていく。そうすることでどんどん耐性系のスキルが伸のびていた。襲われること自体は面めん倒どうなんだが、これはうれしいことだ。

　最終的に十六層を突とつ破ぱするのにかかった時間は五時間。時間はヒツギの体内時計で確かく認にんしてもらったからたぶん間違いない。十六層を攻略する間の五時間で戦せん闘とうは全部で二十回以上あったと思う。分ぶん岐き自体はほどんどなかったのだが、曲がり角に行き当たる度たびどころか、通路に普通に出てくることもあるし、戦闘中に追加のモンスターが来ていて、戦闘が終わったと思ったらすぐに襲ってくることもある。

　耐性持ちではないキングアントたちやその他のアントたちは、ヒツギの棺桶に吸収させるのと売るために解体するのを交こう互ごに行っているため、ヒツギの棺桶の強化もどんどん進んでいた。俺も、アイテムボックスに入れたキングアントの甲こう殻かくが二十を超こえたところで数えるのをやめた。

「あ、また闇耐性持ちだ。マジックソード・ノーブル！」

『小規模ワープ』で近づき、キングアントが振り下ろしてくる腕をステュラで受け止める。さらに追い打ちをかけてくるキングアントだが、その攻撃が俺に届く前にその首が落ちた。さっきからこんな感じばっかりだ。
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　十六層での戦闘は、俺がまず一気に近づいてステュラで攻撃を仕掛けて、近きん距きよ離りでキングアントたちと攻防を行い、なんとか隙すきを作りだして遠距離からマナが狙い撃つ。そんな形が多かった。ヒツギも俺に少し遅おくれる形で棺桶を使って近距離戦闘に参加したり、棺桶の能力を使って遠距離から牽けん制せいを行ったりしてくれていたけど、遠距離攻こう撃げきは全体の三割もないくらいだ。キングアントだけなら『ダークランス』で全部打うち抜ぬこうかとも思っていたけれど、闇耐性の個体を見てそれはやめた。俺が全部やるのも二人に悪いしな。

　度重なる戦闘は、十六層を超えるのに五時間もかかった理由の一つでもある。もちろん一番の要因は戦闘そのものの数が多いことなのだが、これまでと比べて圧あつ倒とう的てきに一戦一戦の時間がかなり長いのだ。

　先ほどは一撃で首を落とすことができたが、基本的には一撃で倒せることなんかまずなかった。俺の剣をはじいたり避よけてくることはもはや当たり前だし、防御の上からお構いなしに殴なぐり飛ばそうとしてくることも普通にある。うまく隙をついたと思っても、マナのマジックソードでさえはじき、へし折ってくる個体も何体も出会った。本当にこの魔剣を拾えてよかったと思う。これがなかったら武器がいくらあっても足りなくなっていた。出会うモンスターの中で、ビッグソードアントやビッグナイトアントが持っていることもあるのだが、俺の体と比べるととにかく大きい。『大剣操作』のスキルのおかげでなんとか使うことができそうだけど、普通じゃ扱あつかえないくらいの大きさだ。拾えるのはガラハムさんが持っていたものよりも一回り大きいものだが、こんなものをよく振り回せるなと感心する。まあビッグソードアントたちはこの階層では弱い部類に入るモンスターだけど。

「ようやく階段か。マップにも横道とか小部屋とか出てないんだけど、もしかして安息所ないんじゃないかここ？」

「たしかにこれまでみなかったよね。強しいて言えば、降りてすぐの階段の近くって敵来てなかったし、あそこが安息所と呼べるのかな？」

「ただ倒したからじゃないの？　階段近くが完全に安全だとは言えないって話はしたはずだよ」

「だよな……まあとりあえずは階段を上がってくることはないだろうし、階段側を背にして休きゆう憩けいだけしよう。もしも襲ってきたら返かえり討うちで」

「それしかないのかな。安息所があればいいんだけど、分岐は入り口から少し行ったところの一か所だけだっけ？」

「ああ。そう考えるとあそこの分岐の先にあったのかもしれないな。たしかどこかの階層で安息所がある方向の分岐が行き止まりになってるところがあったよな？」

「うん。そこと一緒なのかもね。他に分岐がなかったってことは、向こうに進んでいたら本道に戻ってこれないわけだし。今からでも戻ってみる？」

「いやー、それはやめておこうよ。やるとしても、帰ると決めた時にしよう。今はとにかく前に進む。そうしよ」

「そういえばヒメは出さないの？　あの首輪あげたとき以外呼んでないし」

「そういえばそうだよね。ヒメも遠距離から攻撃できるし。小さいからあんまり前に出ると危ないかもしれないけど、私と一緒に攻撃するだけなら大丈夫だと思うけど……」

「初めはやってもらおうと思ったんだが……『眷属召喚：白虎おいで、ヒメ』」

　俺はスキルを使ってヒメを呼んだ。目の前に魔ま方ほう陣じんが出来上がり、怪あやしく光りだす。しかし、いつまでたってもヒメはでてこない。

「な、見ての通り、なんでだか出てきてくれないんだよ。『アントホーム』に入ってからなんか変な感じはしてたんだけど、十五層を超えてからは完全に呼べなくなった」

「うーん、契けい約やくが切れたとか？」

「契約が切れたわけではないと思う。そもそもが眷けん属ぞくって形で、『眷属召喚』のスキルによって俺の魔力から生まれたモンスターだし、呼べないだけでヒメが無事ってことはわかるから」

「無事ならいい……のかな？」

「まあいずれ呼べるようになるだろうし、今は休もう。一層進んだだけなのに結構時間がかかってるんだ。戦闘も多くて疲ひ労ろうもたまってるだろ？」

「たしかに疲つかれたね。唯ゆい一いつの救いは罠わながないところかな」

「それはありがたいんだけど、俺としては槍とか投とう擲てき武器の補ほ充じゆうがな……」

「あきらめなさい」

　それから、三十分もしないくらいで休憩を終えて次の層に進むことにした。十六層でさんざん戦ったのに、一いつ切さいレベルアップが表示されなかったから、気になってこの休憩の間にステータスを確認してみたけど、やはりレベルが上がっている職業はなかった。倒すだけじゃなくできちんと喰らっているから、それでレベルアップがないということはありえない。実際、スキルは上がっているからな。

　この階層に入ってから、『火吸収』『闇耐性』『風耐性』の三つのスキルはそれぞれ『火吸収Lv３』『闇吸収Lv１』『風吸収Lv２』へと変わっている。魔ま法ほうが効かない俺にいるものなのかとかそういうことはとりあえずおいておくとしても、スキルが成長していくのはうれしいことだ。十体喰ってもあがらないこともあるようなスキルだが、それだけ使えるスキルなのは間ま違ちがいない。吸収までは育ちきらなかったが、『雷耐性』も『雷耐性Lv９』に上がっていた。何層まであるかわからないが、さすがに二十層まで行く頃ころには吸収にまで上がっていてもおかしくない。レベルは一のままであっても、とりあえず吸収になってくれればそれでよしだ。

「じゃあ行くか」

　罠がないということで少しだけペースを上げながら、俺たちは十七層を進んだ。
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　ああ、『彼』もまた負けてしまった。

　今度は正面から倒された。

　しかし後こう悔かいはなさそうだ。

　もし今度彼が現れたとしてもそれは彼であって『彼』ではない。

『彼』はよくやってくれた。

　彼らには勝てなかったがそれでも『彼』はしっかり戦ってくれた。

　守護者ということを考えればそれだけはだめだろう。

　しかし現在『彼』以上に強い存在を召しよう喚かんできない。

　たとえ他の存在を召喚しても同じ結果だったはず。

　何もできずにやられていた可能性もある。

　次のことを考えなければいけない。

　彼らは強い。

　それは十分わかっている。

　無事に私も耐性は習得した。

　しかしそれらが意味がないというのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　多くの耐性持ちの子たちがやられている。

　どうすればいい？

　力がいる。

　私がやられればここはなくなってしまう。

　正確にはなくなるわけではない。

　でもここのダンジョンは死んだも同然となる。

　それだけは避さけなければならない。

　ここは私の巣だから。

　主を捨てて、私が作った、私の巣だから。

　でも彼らはもうすぐそこまで来ている。

　新しく強い存在を召喚？

　無理だ、彼よりも強い存在はいない。

　新しい能力を習得する？

　無理だ、そのための時間もないし、通用する保証もない。

　ではどうする？

　私はまだ死ぬわけにはいかない。

　でもどうする？

　力ちから力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力、『力』

　ああ、なんだ、すぐ近くに『チカラ』がアルジャナイカ。

　簡単ナこと。

『力』ガイルナラ、『力』ノあるモノヲ取り込めばいい。

　私なラ取り込ムこトには慣レテいル。

『コレ』ニハ『力』がたくサンある。

　多くの『力』ヲ生みダス『コレ』ならば…

　サア、私の『チカラ』トナレ。

　ダンジョンコアヨ。
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　十七層に降りた。ぱっと見た感じだけでいえば十六層と何も変わった様子はない。十六層同様、見えているのは一本道で、曲がり角はあれど他に分かれ道のようなものは見えない。天てん井じようは高く、またキングアントとかビッグアントたちが群れででてくるんだろうなと容易に想像できた。

　壁に沿ってダンジョンを進み、最初の角を曲がると、やっぱり先の方にキングアントたちが見えてきた。

「さっきまでと一緒でいいよな？」

「うん。じゃあメイ、前衛お願いね」

「まかされた！」

　俺はステュラを握にぎりしめて走り出した。『小規模ワープ』は今回は使わない。すでに向こうもこちらに気づいている様子で向かってきているし、そんな状態で慌あわてて距離を詰つめる必要もないからな。

　現在視界にとらえてるのはビッグルークアントが二体とビッグアントが四体。耐性持ちはいないが、キングアントが一体だ。それだけで少しだけテンションが下がっているが手を抜きはしない。だって痛いのは嫌いやだもの。

「『ファイア』『アクア』『アースボール』『エアロ』」

　俺の周りに大量の魔法が展開される。何度となく戦闘をこなしたことで気づいたことだが、『ダークランス』一発よりもこれら四つを数発まとめてて展開していく方が、足を止めるという点でいえば便利だった。これの方が一度に多くのモンスターの視界を覆おおうことができる。それにこの方が操作が楽でいいのだ。発射するタイミングさえ決めちゃえばあとは放置でいい。『ダークランス』のようにすべてを操あやつらなくてもいい。あれ操らないとすごい方向行くんだよな……。

　そんなことを考えながら、すべてを同時に発射させる。俺自身もスピードを落とさずにアントたちに突っ込んだ。ビッグアントたちは大量の魔法をくらって、ほとんどが少なくないダメージを受けていた。ビッグナイトアントは普通に防いでいたけど、足は完全に止まっている。これでマナたちに近づくことはないだろう。あと数ｍで俺の射しや程てい圏けん内にも入る。ここから集中しないと。

「メイ、後ろ！」

　その時、視界がぶれた。正確には視界が一段低くなった。足に力が入らない。視線を自分の足にまで下げると、ちょうどひざのあたりの高さから血が噴ふき出だしている。そして視界の隅すみの方に二本の剣けんが見えた。あ、攻こう撃げきされたのか。

　足を後ろから攻撃されて力が抜けた。倒れそうになるが、すぐに『再生』が始まってなんとか踏ん張って後ろを見る。俺の足元には一体のモンスターがいた。両手に持った剣は片かた刃ばの四角い包丁のようなもので、攻撃した後であることを示すように、両腕をぴんと伸ばし、続けて刃やいばを返して攻撃をしようとしていた。させるわけねえだろ。

「死ねよ。『鬼おにの一撃』」

『小規模ワープ』でそいつの後ろに回り込んで、その無防備な頭を思い切り地面に叩たたきつけた。ぐちゃっと頭が潰れる感かん触しよくがしたが、勢いのついてしまっている拳こぶしはそのまま地面を殴る。腕からアントの体液がぽたぽたと落ちるがまあしょうがない。後で洗っておかないと。

『アサシンアント（アント種）』

　なんとなく『鑑かん定てい』してみたけどはじめて見たやつだった。地面の中を潜って移動してきたのか、それとも待まち伏ぶせしていただけなのかはわからないが、こいつの下半身は地面の中にあった。こんなやつもいるんだな。罠がないからと油断していた……。

　そう思っている間にも、すぐそこまで残りのビッグルークアントたちが近づいてきていた。アサシンアントが地面の下で待ち構えていて、向かってきたやつの足を狙ねらう。その奇き襲しゆうがうまくいけば敵は足をやられたために機動力を失い、残りのアントたちの的になる。奇襲がうまくいかなくても、そっちに注意を向かせることでビッグルークアントたちの攻撃が通りやすくなる。どっちに転んでもいいのだ。

「統率されているってことか」

　迫せまりくる拳の一本を『一刀両断』で斬きり飛ばす。残りはスキルの硬こう直ちよくでかわしきれないと判断し、腕を盾たてにして『不動明王』を使って受け止めた。そしてすぐに上からマジックソードが飛んできて、動きの止まったやつの首を刈かり取る。俺が腕を切り落としたもう一体は、まっすぐ飛んできた棺桶が頭にめり込んだ。頭が若干潰れて、死ぬ寸前という状態でありながら、最後の力を振ふり絞しぼって俺を狙ってきたビッグルークアントに『ダークランス』を放つ。すぐ近くだったこともあり、すべての黒い槍が体を貫つらぬいた。体中に黒い槍を受けたビッグルークアントは後ろ向きに倒れた。

「メイ、大丈夫なの？」

「今治すから！　ヒール２！」

　慌てて駆かけ寄ってくるヒツギとマナ。そしてそこから飛んでくる魔法の光が俺の足に当たると、『再生』のおかげであらかた塞がりかけていた両足の傷が完全に治る。やっぱり回復魔法すごい。

「ありがとな。しかしまいったな……。罠がないからって完全に油断していた」

「私たちも完全にノーマークだったからね。私が突っ込んでても同じだったかも。あれはつらいね。アサシンアントだっけ？　地面にも注意しないといけないんだね」

「ハンターアントの上位って感じなのかな？　ハンターアントは地面には潜らないけど、待ち伏せして不意打ちを仕掛けてくるような攻撃を仕掛けてくるのは他にはいなかったと思うけど」

「たぶん、としか言えないな。十五層まででは出会わなかったから、十六層以降に出てくる種類なんだろうな。ギルドで聞かないと確実ではないけど」

「こんなのがいるならギルドで情報が回っていると思うけどね」

「さすがに前情報がないと死にかねないからな。今回は俺が狙われたけど二人が狙われる可能性もあったんだし。ヒツギ、マナの護衛頼たのんだよ」

「任せといて！　マナは安心して魔法使ってね」

　その後の戦闘において、俺の動き方は少し変えることにした。直線的に走ってアントたちの元へ向かうのではなく、『小規模ワープ』を多用するのだ。さすがに転移して移動しまくる相手の足元を狙って襲おそうことはできないだろう。

　実際にそのあとすぐの戦闘でやってみたが結構有効だった。タイミングを間ま違ちがったアサシンアントが、俺の遥か後方で頭を出したのだ。きょろきょろと周りを見て俺を探す間に上から棺かん桶おけが降ふってきて押おし潰つぶされた。その後の戦闘でも、まったく見当違いの場所から出てきたりもして、そのたびに棺桶が降り注ぐ結果になっていた。中には出てきてすぐに俺を捕捉して、狙って来ようとするやつもいるが、俺に届く前に棺桶につぶされていた。それ自体が致ち命めい傷しようとならなくても、動きが止まればマナの魔法から逃れられないからな。

　何度かアサシンアントがいる群れと戦って、わかったことが一つあった。それはアサシンアントは全員、動くのにまったく音をたてないことだ。出てくるときも攻撃をする時もすべて無音。気配もなく、地面の下にいるため把は握あくできるのは肉眼でとらえた時だけ。正直、対抗策が見つからない。移動し続けるにしても、どこから飛び出してくるかわからないアサシンアントを正確にかわし続けることは難しい。いつかはちょうど転移と転移の合間で射程範囲に入ってしまい、ダメージを負ってしまうことだろう。

　もう一つ欠点があり、それは俺の消費が激しすぎることだ。『小規模ワープ』のスキルはただでさえ他のスキルと比べて消費魔力が高い。連続で使用するとそれがさらに増加するため、がんがん魔力が減っていく。それだけならばまだいいのだが、牽けん制せいのために出が早い『エアロ』などの魔法を大量に使う。攻撃のために使う『鬼の一撃』や『一刀両断』も消費が激しいスキルだが、下手に『剣閃』などで耐たえられると余計に厄やつ介かいだ。防御のためには『不動明王』が鉄則だが、これもまた消費が激しい。そんな風に魔力をがんがんと消費し続けるため、非常に疲れる。『ＭＰ自動回復』と『再生』が同時に発動されているので、自然に回復してくれる量はかなり高い。それでも今の状態は消費の方が多いのだ。戦闘が多く、回復の時間がないことも消費に拍車をかけており、初めて『バーストショット』を使った時に魔力不足で倒れていたが、その時の感覚を思い出す。

「あーすまんが少し休ませてくれないか？　転移での消費が結構激しくて」

「いいよ。膝ひざ枕まくらする？」

「しない」

「しないの？」

「私でもいいよ？」

「いやしないって」

「するよね？」

「させて？」

「いや、ここダンジョンの中だぞ？　冗じよう談だんはほどほどにな」

「冗談じゃないのにー」というような声が聞こえてきた気がしなくもないけどきっと気のせいだ。そう信じよう。

　俺おれの回復を待つだけなので、十分くらいその場で休憩して先へ進むことにした。なぜか精神的には休憩前より疲れている気がする。でもまあ物理的に襲われることはなかったしよしとしよう。別に『全方位結界』で近寄れないようにしていたとかそういうのではないから。絶対にないから。

　探たん索さくを再開し、これまでと同じように何度となく戦いながら進んでいると、十八層につながる階段を見つけた。一見するとなんの変へん哲てつもない、これまで通り、次の階層へとつながる階段だ。

　しかし、そのすぐ目の前まで行ったとき、俺たちは言いようのない寒気に襲われた。別に奥から風が吹いてきているわけでもないし、上から氷水をかけられたとかそういうわけでもない。でも、たしかに感じたのだ。

　この先には『なにか』がいる。

　しかし、この場で立ち止まってもいられないし、今進んできた道を戻るのもきついし、俺たちは覚かく悟ごを決めて階段を降りていった。

　十八層への階段を降りた俺たちの前には、大きな扉とびらが重々しい雰ふん囲い気きをまとって存在していた。

「ここ……なんだろうな」

「たぶんそうだね。見るからに怪しいもん」

「昔似たようなのを見たことがあるよ。十五層みたいな中間ボスの部屋とは違う、本当のダンジョンのボスの部屋に間違いないよ」

　扉はだいたい高さが十ｍくらいで、幅が六ｍくらい。両開きの扉の中心に、左右の扉に半々に分かれるようにして大きな魔ま法ほう陣じんが描かれているが、魔法陣そのものに対して魔力が通っていないから、光がともっていなかった。

「マナ、今回はエンチャント全部頼むわ。できるかぎり全種類を全員にかけ続けてくれ。少なくともガードエンチャントだけは絶対に切らさないように」

「それだと攻撃に参加できない時間が定期的に来ることになるんだけど」

「私とメイでフォローするよ。むしろ攻撃はしなくてもいいかも。回復とエンチャントに専念してくれるなら、それはそれでありだね。実際、回復魔法を使う人はあんまり魔力を使う攻撃はしないことが多いの。ファイアを一発撃うつなら、その分一回でも多く回復を使えってね。マナの場合は魔力も多いし、攻撃も貴重なダメージ源だから当てはまらないけどね。それよりダンジョンクリアの経験者として言っておきたいことがあるの」

「なんだ？　心構えとか？」

「まあそんなところ。ダンジョンの最下層に存在するボスをこれまでに出てきたようなフロアボスと一いつ緒しよにしたらダメだからね」

「それくらいはわかってるさ。俺も最初から全力で行くつもりだ」

「いや、わかってないよ。いい？　最下層のボスっていうのはそのダンジョンの主とも言うべき存在なの。そのボスが敗れるってことは、その時点でダンジョンの消滅を意味すると言っても過言ではない。実際にはダンジョンコアを制御下においてダンジョンを維い持じするみたいだから完全になくなるってわけではないけど、そうなってはダンジョンとしてはもう発展することができない。それはすなわちダンジョンにとっての死。最下層のボスはそのダンジョンにおいて最強でなくてはいけないの。ダンジョン内に存在する無数のモンスターたちの頂点にたち続けているのがボス。それだけは頭に入れておいて」

　ヒツギが言っていることを俺ははっきりと理解できた。俺自身一つのダンジョンを突破しているが、その中で出会ったフロアボスはオーガキングとプラチナコング。あ、オーガキングはダンジョン違ってたっけ。まあいいや。ともかく、フロアボスとして君臨していたそいつら以外にも、ダンジョン内で多くのモンスターと戦った。たくさんのオーガ種たち、パラウルフ、デビル。戦わなかった種類もたくさんいただろう。

　しかし、白虎はそれらすべてを超越していた。何百年も何も食べず、空腹のためにかなり弱っていてもなお、おそらくオーガキングやプラチナコングが数十匹ずつくらいいてもあいつ一体であしらえると思えるだけの強さを感じた。

　このダンジョンで言うのであれば、十層はともかくとしても、五層で戦ったキメラアント、十五層で戦ったエンシェントキングアントはかなり強かった。しかし、あれらが数体束になってかかっても勝てないような存在がこの扉の先にいるということだろう。

「なんか燃えてきた」

「なんで燃えてるのよ……。まあいいか」

「さて、扉を開けるけど、準備はいいか？」

「「もちろん」」

　マナにエンチャントをかけてもらい、俺は警けい戒かいしつつも重い扉に手をかけた。すると、扉の魔法陣に魔力が通り、俺が推さなくても扉がゆっくりと動き出した。

　中に入ると、そこはけっこう広い部屋だった。見た感じ立方体のようで、一辺は二十ｍくらいはありそうな気がする。他の場所はすべてドーム状だったと思うんだが、なんでここだけ立方体なんだろうか。

　そして、入る前から見えてはいたが、部屋の中央には禍まが々まがしい何かを揺ゆらめかせながらそびえたつアントがいた。

『真アンセスタークイーンアント　（アント種・？種）』

『鑑定』で見てみると、きちんとアント種ではあるみたいだが、これまでのアントたちとは違って別の種族、しかも名前すら見えていない種族でもあるようだ。エンシェントキングアント同様初めて見るアントで、これまでのとは違いアンセスターアント系。それでもどちらの種類も厄介そうだという感じはする。

「……あの禍々しいオーラ的な何かはこの種特有の能力なのかな？」

　その体からあふれ出ているのは、黒色と紫色の間のような色をした、炎ほのおのように揺らめく何か。おそらくあいつの魔力が多すぎてあふれているのだとは思うが、それほどの量の魔力なんて一いつ瞬しゆんでやばいとわかる。

　ボスの体の大きさは二ｍ前後。これまでのアントたちと比べるとだいぶ小さい。単純な見た目という点では、禍々しいオーラが出ていること以外は普通のアントとあまり変わらないが、大きな違いとして、首の後ろの付け根くらいから地面すれすれまでまっすぐに伸びた羽が一対あるくらいだ。大きな漆しつ黒こくの瞳ひとみに、いかにも鋭するどそうな口。エンシェントキングアントなんかと比べると腕うでなどは非常に細く見えるが、彼かれらの物よりも鋭そうな印象を受ける。甲殻には傷一つなく、これまでここにたどり着いたやつが一人もいないということを物語っていた。そして、その手には何も持っていないが、額にティアラのようなものが付いている。少し気になって『鑑定』してみたら、それは『女王蟻ありのティアラ』という名前だった。もう見たまんまだな。







[image: ]







「ヤット来タカ。待チワビタゾ」

「しゃべれるのかよ。まあ当然か」

「フフフ、オ前タチガ十五層ヲ超エテカラ随ずい分ぶん時間ガアッタ。オカゲデ私の新シイ『力』ニモ慣レルコトガデキタ。コレデ私ハマタ一歩先ニ進ムコトガデキタ」

「俺らが十五層を超えてから特訓でもしたのか？」

「ソウデハナイ。取リ込ンダダケダ。幸イ、イイ『力』ノ源ガスグソコニアッタノダ」

「『力』の源、ね……」

　そんなに都合よくパワーアップアイテムみたいなものがあるものだろうか？　オーガのダンジョンにはオーガキング専用と言うべき玉座みたいなものがあったが、ここにもそうしたものがあったのかもしれないな。

「『力』の源？　……まさか！」

　ヒツギがなにか思い当たるものでもあったのか、はっとしたような顔になった。

「もしかして、ダンジョンコアを取り込んだの!?」

「「はぁ？」」

　ヒツギの言葉に俺たちはあきれるような驚おどろきの声が漏もれた。ダンジョンのボスという存在は、ダンジョンコアを守るための存在だ。ダンジョンコアがなくなればダンジョンはなくなる。でも、それをボスが取り込んでしまった。なんて冗談だよ。

「ソノトオリダ。コノ『力』ハ素晴ラシイ。ナゼ今マデコウシナカッタノダロウカ。コレホドノ『力』ガズット傍そばニアッタトイウノニ。コノ『力』ガアレバ、私タチハ外ヲ支配スルコトモデキル」

「それはないな。今ここで俺らに倒たおされるんだから」

「ナニ？」

　外、つまりダンジョンから出て地上を支配するという言葉に、俺はついつい言葉が出てしまった。実際問題、目の前にいる存在は極めて強大だ。倒せるかどうかはわからない。まあ勝つつもりではいるけど、こいつがどんな攻撃を、どんな威い力りよくで、どんな速さで、どんな風にするのかまったくわからない。実際に戦いながら対処していかないといけないというのはかなり不安だ。さらに不安なのは、そもそもこのアンセスタークイーンアントという種が持つ能力が分からないという点だ。

　アントという種は、他のモンスターに比べてもその種ごとに大きく能力が異なるのはわかりきっていることだ。攻撃への耐性一つとってみても一から十までおり、全種類が共通して持っている能力のようなものはない。さらに言えば、こいつがダンジョンコアを取り込んだことでどんな能力を得たのかもわからない。わからないことだらけだ。

「ともかく、お前はここで俺たちに倒される。ここのダンジョンは今日、今をもっておしまいだ」

「私ニ勝ツツモリデイルノカ？　確カニオ前タチは強イ。だが、私ハモット強イ」

「それでも俺たちのほうが強いさ。いくぞ、マナ、ヒツギ。戦闘開始だ」

「「りょうかい」」

「愚おろカナ……オ前たちを倒シテ、私タチハ自由ニナルノダ！」

　俺がやつに向かって駆け出し、それを見たやつの瞳の色が闇のような漆黒から、燃えるような赤に変わった時、戦いは始まった。

　最初に仕し掛かけたのはマナだった。予想外に長引いてしまった会話によって、事前にかけていたエンチャントが切れないようにと、俺の体に四色の光の球が連続して当たった。パワー、スピード、ガード、マジック。なぜか先ほどは発動しなかった『喰らう瞳』が、四つともスキルとして吸収した。それでも先ほどと同じように、その効果自体は失われていなかった。それから時間をおかずにヒツギとマナの体も同じように光る。全員分の強化が終わったようだ。

　その間にも、俺はスピードを上げて真アンセスタークイーンアントとの距離を確実に縮めていた。そして、俺はやつの射程範はん囲いに入った。

　やつは体を倒して俺に噛かみつこうとしてきた。俺は気がつけばすぐそこに牙きばが迫っているような感覚を味わいながら、足を止めて『一刀両断』で牙を迎むかえうった。

　ガギィィィン。

　俺の持つステュラと、やつの牙が鈍い音をたててぶつかる。お互たがいの攻撃が拮きつ抗こうしているのはほんの一、二秒だった。すぐにやつは頭を引いて再び噛みつきに来る。それを『剣閃・十』を連続で使って凌しのぐ。『剣閃・十』にすることで、向こうの数回の攻撃をなんとか一発で凌いでいるのだが、もしも失敗してスキル後の硬直なんて状態になったら確実に大ダメージを受けるだろう。スキルの流れをきらないように『コンボ』をつなげ、現在の最大コンボ数である『コンボ５』になった時にステュラではなく『鬼の一撃・付ふ与よ』をした拳で殴りつけることでいったん大きく弾はじくことに成功した。

　しかし、それも一時的なことで、踏ふん張ばって後ろに下がる勢いを殺し、すぐに噛みつこうと迫ってくる。一度大きく弾けたことで生まれた時間により、『コンボ』が途切れて起こった硬直もなくなっていた。今度も『剣閃・十』を使って防ぐが、やつも闇雲に攻せめてくるわけではなく、こちらの攻撃のタイミングを外すようにフェイントを混ぜてきた。腕力で無む理り矢や理り一回一回のスキルをゆっくり放つようにしてそれにも対応するが、少しでもミスしたらおしまいであるという事実が、俺の背中に流れる汗を増加させた。

　この『剣閃・十』というスキルは、横よこ薙なぎに放つ剣閃と、振り下ろす形で放つ剣閃の二撃で一つのスキルを構成していた。もともとこのスキルを手に入れたときは二刀流で戦っていたわけだが、いまいち理解ができていない『武ぶ偽ぎ』というスキルが、二刀流ではなく、剣を一本しか使っていないときでも『剣閃・十』を問題なく使えるようにしていた。

『コンボ』によって、途切れることなく、さらに一撃を加えるごとに威力を増しながらスキルを使い続ける。スキル一回ごとに縦と横で二回。それが五回なので合計十回までしか連続で攻撃はできないが、少しでも多いに越こしたことはない。

　俺が攻撃を防ぎ続ける一方で、ヒツギとマナも攻撃に参加し始めた。先に攻撃したのはヒツギだ。俺を一心不乱に攻撃し続けるやつの上から、大量の針が降り注いだ。

　しかし、降り注ぐ針に対して、やつはまったく気にも留めずに俺への噛みつき攻撃を続けてきた。針は続々とやつの体をとらえるものの、甲殻を貫くことができず、甲かん高だかい音を立てながらすべて弾かれてしまった。傷一つついてないのを見ると、やつの甲殻がいかに固いかがわかる。甲殻でなく、腕や首にあたる針もないことはなかったが、それすらも弾かれるというのは想定外だったのか、ヒツギの驚く声が聞こえてきた。

　だが、牙のみとはいえ、実際に剣をぶつけている俺にはそれは想像の範囲内だった。やつの体はめちゃくちゃ固い。しかも、それでいて明らかにエンシェントキングアントなんかよりもずっと速い。エンチャントのおかげで拮抗はできているが、パワーは今の俺よりも強いだろう。攻撃を防げば防ぐほどに厄介だと感じる。

『コンボ５』の『剣閃・十』で再び大きく飛ばすと、再び向かって来ようとするやつに向かってマジックソードが飛来した。出鼻をくじかれたやつは、突撃の姿勢を一いつ旦たん崩し、マジックソードを迎え撃った。空飛ぶ剣めがけて払われた腕は、マナが空中で剣を止めたことで二度ほどは空振らせることには成功したが、追つい撃げきに放たれたパンチが直撃して消滅した。

「『鬼の一撃・付与』、『怒いかり』！」

　その攻防はほんの四、五秒のことだったが、準備には十分だった。俺はステュラを強化して、『小規模ワープ』でやつの目の前まで移動すると一気に剣を振り下ろす。

「『一刀両断』」

　完全に隙すきをついたと思った一撃だったが、振り下ろした剣はやつの腕に防がれた。剣を防いだ腕は、その半分くらいまで剣がめり込んでいるが、これ以上は剣が押し込めず、このままでは腕を断ち切れそうにない。ここは甲こう殻かくじゃねえんだぞ！

　その時、ふいに体が下がった。やつがわざと腕を下げたのだ。

　とっさに支えがなくなったことで俺の体からも力が抜ぬける。それによって『コンボ』のつながりもとぎれてしまい、スキル後の硬直が始まってしまった。

　すぐに防ぼう御ぎよ不能の攻撃が俺の体を打ち抜いた。俺はなんとか剣は離さずにいたが、ピンボールのように壁かべまで飛ばされる。壁に背中を強く打ち付け、肺にたまっていた空気がすべて持っていかれた。体のあちこちの骨が折れてるようで、全身が痛い。

「メイ！　ヒール２」

　地面に落ちる俺を、すぐに唱えられたマナの回復の光が包つつみ込んだ。『再生』もあり、あっという間に痛みが引いて、折れた骨が治っていく。

　痛みで感覚が薄うすれていたが、手の中にステュラがあるのを改めて視界の端はしに確かめ、地面を強く蹴けって再びやつの下へ向かった。壁まで飛ばされている間に、やつはヒツギに標的を変更していた。容よう赦しやのない連打を必死に棺桶を盾にして防いでいるが、一発受けるたびに少しずつ後ろに下がっている。ヒツギじゃあれを何度も受けられそうにない。

「ヒツギ、すぐ行く！　『ダークランス』二十連！」

　全力で走りながら、周囲に展開した『ダークランス』がやつを狙ねらう。やつはヒツギへの攻撃をやめ、バックステップの要領でそれをかわしていく。それでも自分に届きそうな黒い槍やりがあると腕で消し飛ばし、当たりそうもないものは見向きもしない。その間に俺はヒツギを抜いてやつの方へ走り続けた。俺を追い越こすようにマナのマジックソードがやつを狙うも、遠ざかるやつに追いつけず、二十連もあった『ダークランス』がなくなったと同時にそれも壊こわされた。俺がさっき切りつけた腕は使ってないからたぶんダメージはあったのだろう。それだけはよかったと言える。まあ腕を半分くらい断ち切ってもダメージがないなんて嫌だけどね。

　やつは、急に足を止めると、その場でいきなり体をそらした。この動きのあとに何が起こるかはこれまでの経験からわかっている。蟻ぎ酸さんだ。

　想像通り、俺たちの頭上に蟻酸が降り注ぐ。超広範囲に広がる蟻酸だが、これまでの階層で何度か見ているし、対応策は用意していた。

「『全方位結界』」

　俺の周囲に結界が張られる。俺にかかりそうだった蟻酸は、結界にはじかれて地面にしみこんでいった。ヒツギもマナもそれぞれ、棺桶に入ったり、クエイクを使って土の壁を作ったりして防いでいた。壁というかかまくらみたいになってたけどね。

　ただ、酸を防ぐ間に何も攻撃をしないと、壁によって一時的に視界からやつを外すことになる二人が危ないと判断した俺は、アイテムボックスの中にある棍こん棒ぼうの残ざん骸がいなど投げつけた。こんなものがダメージになるとは思えないが、それでも意識をこちらに向けさせるだけで充分だ。そして、蟻酸が地面にしみこんでいったのを確かく認にんすると投擲をやめた。

　すると、ダメージのない連続投擲にイラついていたのか、蟻酸が消えたとたんに俺に殴なぐりかかってきた。このまま攻撃を受けて結界を壊されてしまうと、すぐには展開できなくなるので即行解除し、向かってくる拳に対して俺も『鬼の一撃』で迎え撃つ。一いつ瞬しゆん均きん衡こうしたのち、向こうの腕が折れた。よく見るとさっき俺が切った腕だった。切れた腕で殴ってくるなよ。

「ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！！！」

　やつが叫さけび声ごえをあげる。折れた腕を押さえながら暴れまわる。『小規模ワープ』で少し距きよ離りをとってやつの様子を見る。遠距離からでも攻撃できる俺たちは、甲高い悲鳴を上げながら叫び続けるやつの隙をうかがう。暴れ続けるやつに対して、しびれを切らしたようにマナがマジックソードを飛ばした。まったくよけるそぶりを見せずにその場で暴れているやつの腕をかいくぐり、甲殻がない、腹のあたりを切りつけた。ブシュっと切り口からドス黒い血が噴き出し、甲高い叫び声がさらに耳の痛い声になった。

　あそこまで精密には操作できないが、俺も魔法を使って攻撃しようとすると、唐突に叫び声を止めたやつが自身の腕を根元から引き抜いた。

　それに驚く俺たちをよそに、やつは自分で引き抜いたその右みぎ腕うでを喰い始めた。血がぼたぼたとこぼれるのを無視してがつがつと喰くっていくと、マナに切られた胸のあたりから、禍々しい黒色の光が出て、腹の傷と腕の付け根を覆っていった。

　一分も経たずに光が消えると、そこにはもう傷はなかった。自分の一部を喰い、そのエネルギーを使って回復したのだ。そんなバカげたことは何度もできるようなものではないとわかってはいるものの、自信を回復させる手段があるというのは十分脅威になりえる。『再生』や『自動回復』といった回復手段がある俺が言うのだから間違いない。

　やつは自分の腕が一本無くなったことなんか全く気にしていないかのように、再び俺に攻撃を仕掛けてきた。

　腕が一本無くなったことで、やつの攻撃はより一層激しくなった。

　それまでやつは二本の足と四本の腕をすべて地面について、全身で地面をしっかりとつかんだ状態での噛みつき攻撃しかしてこなかった。そうすることで、だんだんと威力が上がっていく俺の反はん撃げきに対して押されないようにしていたのだ。しかし、右側の腕が一本無くなったことで左右のバランスが崩くずれてしまい、同じようにはできなくなってしまったようだ。

　しかし、やつの踏ん張りがきかなくなったというのは、いいことばかりではなかった。というよりも、俺にとっては悪いことの方が大きい。その鋭い牙を使った噛みつき攻撃自体は変わらずにしてくるのだが、その攻撃をしながら、浮ういた三本の腕を使って殴ってくるようになったのだ。噛みつき攻撃は依然として『剣閃』などのスキルを使って防ぐのがメインになるが、腕を使った攻撃は下手にスキルを使うのはまずかった。一回一回頭を引かなければならなかった噛みつき攻撃に対して、三本の腕が次々と襲い掛かってくるようになった。そのため、『剣閃・十』でも手数が追い付かない。幸い、腕の攻撃はスキルを使わなくても防ぐことはできていたけど、『コンボ』がつながらないからなかなかやつを弾くことができなかった。それでも、うまく受け流すことができれば一撃を加えられるということもあり、スキルを使って防ぐのが精いっぱいな牙の攻撃よりはましと思えた。

　俺が奴やつの攻撃を防いでいる後ろから、マジックソードがやつに襲い掛かる。ステュラに『鬼の一撃』を付与し、殴ってきたやつの腕を上に弾く。その腕にマジックソードが突つき刺さり、黒色の血が噴き出た。関節をうまく狙った攻撃だったが、やつがちょっと力をこめただけでマジックソードは砕くだかれた。

「はああああ！」

　剣が刺ささった腕に意識が向いたところを、ヒツギの棺桶が襲った。マジックハンマーを足場にして空中を移動することで素す早ばやい襲しゆう撃げきを可能にしたらしい。俺は横顔を棺桶に殴られてよろけたやつのすぐそばまで『小規模ワープ』で近づいた。

「『鬼の一撃・付与』『一刀両断』！」

　片足が完全に宙に浮き、よけようがないやつの頭めがけてステュラを振り下ろす。

「キィィィアアァアアァアアアアア！」

　頂点から一直線に切きり裂さくつもりだったが、やつが頭を振って攻撃がずれたことで目を切り裂くことになった。しかし、頭を振ったことで起きた風が俺のバランスを崩し、深く切りつけるには至らなかった。感触からすると、表面を軽く切っただけだ。それでも黒い血の涙なみだを流し、完全に閉じている様子を見ると、しばらく片目の視力は戻もどらないだろう。

「たたみかけるよ！」

　ヒツギがそう叫んで飛び上がった。俺はヒツギが攻撃しやすいようにヒツギが向かう反対側に『剣閃』を使って斬撃を飛ばした。少しでも意識がそちらに向かえばいい。空中で両りよう腕うでに持った棺桶を振り回しながら勢いをつけるヒツギに合わせて、俺とマナもたたみかけるべく魔法を仕掛ける。

「『ダークランス』！」

「フレイムスライサー！」

　俺の放った『ダークランス』が左右から、マナのフレイムスライサーがヒツギの後を追うようにしてやつに襲い掛かった。

「さすがに無傷とはいかねーだろ？　ヒツギ、頼んだ！」

　ヒツギは回転させて勢いが増した両手の棺桶を振り下ろした。棺桶が直撃する直前、ヒツギと棺桶の隙間から、かすかにやつの顔が見えた。その顔は……笑み？

　後を追うように『ダークランス』とフレイムスライサーが直撃した。俺が操作していなかったことが災いして、一部が地面にあたり土つち煙けむりが上がる。土煙はやつとヒツギを包み込んだ。

　土煙が晴れていく。その中にアントの影かげが立っているのが見えた。今の攻撃でも仕留めきれないのか……。

　だが、その顔が見えた時俺たちは目を見開いた。

「マズハ一人ダ。残リ二人」

　土煙が晴れた時、やつの顔には傷がなかった。それだけではない。

「「ヒツギ！」」

　その鋭い牙には、ヒツギが力の抜けた状態でだらんとして突き刺さっていた。

　その牙を伝って真っ赤な血が滴したたっている。やつはおもむろに頭を振って、牙からヒツギを抜く。それによって支えを失ったヒツギの体が重力に従って落ち始めた。それをやつは右腕で払はらった。避よけようのないヒツギは、まともにそれを受けて吹ふっ飛とんでいく。体に巻き付いた鎖くさりが遅おくれて棺桶を飛ばす。って見ている場合じゃねえ！

『小規模ワープ』を連続使用してヒツギの飛ばされる先に先回りして受け止める。鎖に引っ張られて、ヒツギに突き刺さらんとする左右の棺桶を『エアロ』を操って上から押さえつけ、地面に打ち付ける。手が血で汚れるのを気にせず鎖を外し、やつがこちらに来ないようにクリエイトゴーレムで作った石のゴーレムとマジックソードで牽けん制せいをしているマナの元まで、連続の『小規模ワープ』で移動する。

「マナ！　回復を！」

　ヒツギを降ろすと、地面に赤いしみが出来始める。この出血量はシャレになんねえぞ。

「ヒール２までしかできないけど、ちょっといじって長くかけ続ければ大だい丈じよう夫ぶだと思う。ストーンゴレムさんももう限界だから、ボスのことはお願いね。ヒール２！」

　光がヒツギを包みこむ。傷がある部分は特に光が強く包み、少しずつではあるが傷が癒いえていく。それを見て、俺はひとまずマナにヒツギのことは任せてやつにむきあった。

「おい……」

「フフフ、人間トハズイブン脆もろイモノダナ。アッサリト牙ガトオッタ」

　俺はストーンゴーレムを潰し、見せびらかすように牙を滴るヒツギの血を二本の右腕で拭ぬぐうやつに問いかける。

「その腕はさっきお前自身が喰ったはずなんだがな……」

「何ヲ不思議ソウナ顔ヲシテイルノダ？　ココハ私ノ迷宮ダンジヨンダゾ？　私ノ眷けん属ぞくタチガ持ツ『力』ヲ私ガモッテイナイハズガナイダロウ」

「ここまでであったやつが持っていたのは闇やみ耐たい性せい、火耐性、風耐性、雷かみなり耐性。いろんな属性に対するものがあったけど、全員あくまでも耐性までだ。それをお前も持っているとしても、お前の腕はどう見ても再生している。耐性スキルではなく吸収、再生のどちらかにまで成長してるってことだろ？」

「正解ダ。私ガ持ツノハ闇再生と火再生。モトモトハオ前タチガ来タコトニヨッテエルコトガデキタ『力』ダ。ソウイウ意味デハ感謝シテイル」

「どういうことだ？　お前は、ダンジョンコアを吸収したことでその『力』を得たんじゃないのか？」

「タシカニソノトオリダガ、ソウデハナイトモ言エル。モトモト私ノ眷属ニ耐性スキルヲ持ッテイルモノナド一体もイナカッタ。ダガ数日前、オ前タチノ放ッタ魔法ニヨッテ死ンダ個体ノ一体ガ、ソノ魔法ニ抗あらがウタメノ『力』ヲ得タ。一体ウマレタノナラ、他ノ個体モ同ジヨウニナッテモオカシクハナイ」

「五層であんなに大量のアントたちがいたのはそのためか」
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「カレラガ犠ぎ牲せいニナッテクレタオカゲデ耐性スキルヲモッタ状態デ生マレテクル個体ガ増エタノダ。ソレハ私タチニトッテ大キナ一歩ダ。ソノ『力』ヲダンジョンコアこれガ昇しよう華かサセタノダ」

　つまり、結果的にではあるが俺たちがここまで下りてくるときに使った魔法が、ここのモンスターを強化してしまっていたというわけだ。普ふ通つうならばたかだか二人が使った魔法程度でモンスターが極きよく端たんに成長するなんてあり得ないんだろう。そんなことが可能なのであれば攻こう略りやくされるダンジョンなんてものはありえない。だって挑いどむ人が多ければ多いほどどんどん耐性などを身に着けていき、凶悪になっていくのだから。

「オシャベリハコレクライニシテオクカ。残リ二人。オ前タチヲ倒シテソノ『力』ヲ喰ライ、私タチハ自由ニナルノダ！」

「お前がヒツギにしたことと、俺自身が不ふ甲が斐いなさすぎることにだいぶキレてんだ。もう確実性なんか求めねえ。ダメージなんか気にしねえ。殴って殴られて、切って切られて、すべてを叩たたき潰す。そして」

　俺は魔ま剣けんステュラの切っ先をやつに向けた。

「この迷宮ダンジヨンもろとも喰らいつくしてやる」

　俺は再びやつに向かって『小規模ワープ』で近づいた。やつの目の前に転移すると、その手に持つ剣をぐっと握にぎりしめて、回復したやつの目めがけて突き出す。不意打ち気味に放った攻こう撃げきだが、やつの腕が俺との間に入り込んでそれを防ぐ。邪じや魔まだな。

「『ファングショット』！」

　腕に突き刺さった剣から手を離し、その手を上下にパンと打ち合わせる。それに合わせて空中に現れた半透明な牙が、剣が刺さった腕を噛み切った。黒い血が噛み切った傷口から噴き出て俺の視界を遮さえぎるが、『小規模ワープ』で下に逃げ、重力に従って落下してくる腕から剣を引き抜き、ついでにその腕を瞳で喰らった。

『パラメータ：全上じよう昇しよう（極小）を習得しました』

　頭の中に流れるそのメッセージを無視してすぐにやつの足元に転移する。やつはそれを見越していたかのように蹴りを繰くり出だしてきた。『不動明王』が間に合いそうになかったから剣を盾たてにして防ぐが、その上から足が振ふりぬかれ、俺は結構な距きよ離りを飛ばされる。

　空中で体勢を整えて着地する。蹴られた時に口の中がどこか切れたらしく、口の中にたまった血の混ざった唾を吐はき捨てた。鉄の味が口の中を駆け巡るが、『再生』のおかげですぐにそれは消えた。

「『怒り』」

　俺はスキルを使って攻撃力を高めることにした。多少防ぼう御ぎよが下がってしまうのはこの際どうでもいい。そういう点では『怒り』は最適だ。もちろん防御力が下がるから、傷は増えるだろうが、『再生』と『自動回復』の両スキルとマナの回復魔法に任せよう。今はマナにはヒツギの回復に専念してほしいし、急せかしてもいいことはないだろうから俺のスキルだけだ。何なら俺がやばくなるようなダメージを受ける前にやつを潰してやればいいんだから。

　俺は『小規模ワープ』で再びやつに接近する。今度も足元に来ると予想したのか、俺のすぐ下をやつの足が通り過ぎる。さっきのも勘かんだったなら、その攻撃をくらったのが悔しくなってきた……。まあいいや。

　俺は『鬼おにの一撃・付与』を使った剣閃でやつの胸を切る。黒い血が出て俺の体を汚すがしょうがない。反撃が来る前にすぐにやつの後ろに転移した。案の定、俺がさっきまでいた空間をやつの腕が通過する。

「遅おそい」

　今度は背中を切った。すぐにやつが二本の腕で裏うら拳けんを繰り出しながら振り返るが、俺は既すでにそこにはおらず、今度は頭の上を腕が通り過ぎる。それを見て『一いつ閃せん』でやつの足を切り付ける。切断とまではいかないが、がくりとやつのバランスが崩れる。

　それから腕、胸、腹、足、背と次々に転移しては切り、転移しては切りを繰り返す。強化のスキルは使っているものの、直接攻撃系のスキルを使わずに切りつけるからいずれの攻撃も大ダメージにはなりえないが、それでもやつは体のあちこちから血を流し、消耗させることはできていた。しかし、この戦せん闘とうは俺もまた消耗が極端に激しい。『怒り』『鬼の一撃・付与』『小規模ワープ』の三つを常時使用している状態と言っても過言ではないのだから、仕方ないと言えば仕方ない。

　そして、十数度目の転移でやつの腕を一本切り落とした。一撃で切断ができなくとも、何度も同じ場所を攻めることでダメージを蓄積させた結果だ。噴ふき出す血に腕を突っ込んで、切れた腕をつかむ。上から迫せまってくる牙をかわすために転移して距離を取り、奪うばわれる前に瞳で喰らった。

『パラメータ：全上昇（極小）を習得しました』

「クソガァ！」

　俺に腕を喰われたために、やつは自分では喰らうことができくなった。回復手段を奪われたやつは俺を忌いま々いましそうににらみつける。

　エネルギー源として生物、もしくはそれに連なる物を喰らうことで自らを回復させる。俺の予測ではそんな感じの能力だと思う。たとえ自分の物であったとしても、腕というのは十分に生物の一部だ。それが利用できない理由はないだろう。

　アントという種族がそもそも群れで戦うモンスターであることを考えると、眷属のアントたちを喰らって発動させるのが本来の方法なんだと思う。だが、やつは自分の能力を強化するために、ダンジョンコアを取り込んで得た『力』を使って、眷属たちを取り込んでいる。ある意味、先に喰ってしまったようなものだ。もしかしたらダンジョンコアがそのままであれば、何らかの形で戦闘中でも生いけ贄にえを召しよう喚かんすることができたのかもしれないが、今のやつにとってダンジョンコアは強化の手段でしかない。既に体に取り込んでしまい、取り出すにはやつが死ぬしかない。その手段をとるのはもう無理なのだ。

　やつが大きな口を開けて突とつ進しんしてきた。鋭い牙をむき出しにして向かってくるのを『不動明王』を使って剣で受け止めると、やつの体でできた死角から腕が伸のびてきた。俺はその腕を殴ってずらし、『不動明王』を解除すると同時に剣を滑らせながらやつの顎あごの下に潜り込んだ。急に俺が力を抜いたためにやつは地面に倒れこむ。下敷きにならないように横に跳とんで、攻撃してきた腕を切り落として喰らう。今度も全上昇極小を習得して、転移で距離をとる。あと残る腕は一本だ。

「クソクソクソクソ！　コアヨ、モットダ、モット我ニ『力』ヲアタエヨ！」

　やつの叫びに応じるかのように、やつの胸のあたりを中心にどす黒い魔力が溢あふれ出し、次し第だいにやつの体中を包む。ずっと見えている魔力には既に慣れていたけれど、最初の時を思い出させるような、見るだけでなんだか嫌いやな感じがするほどだ。俺おれが何度となく切りつけてつけた傷はすべて消えており、腕も一本だけにしたのに二本に戻っている。四本すべてが生えてくるわけではなさそうなのはまだ助かった。きっとまた強化されているのだろうし、もう一度四本切り落とすのは厳しそうだからな。

「フフフフフ。マダコレダケノ力が眠ッテイタトハ。コレナラバキサ……」

　それまでスムーズに話していたやつだったが、突とつ然ぜん胸を押おさえて苦しみだした。

「オカシイ。オカシイオカシイオカシイ。ナンダコノ苦シミハ。嫌ダ、消エタクナイ。飲マレタクナイ」

　そう苦しむ間にもどんどん体から魔力はあふれ出ていた。そのあふれ出た魔力は、やつの甲殻を突き破るように胸に浮かんできた球体に吸収されていく。『鑑かん定てい』が効かないから断言することはできないけど、たぶんダンジョンコアなのだろう。

　やつはあふれ出る力を制せい御ぎよできていなかった。大きすぎる力に飲まれようとしている。

「なに!?」

　そんなとき、やつの体にある変化が起きた。

『グルルルル』

　獣けもののようなうなり声が聞こえたかと思うと、体の表面に白い毛がはえてきたのだ。それだけではなく、あふれ出ていた禍々しい魔力が完全にコアに吸収され、それまでとはまるで違ちがう、白い魔力がそれを覆って、さらなる魔力があふれるのを防いでいた。

「突然苦しみガ収まった。スバラシイ力だ。これが『私』の力ナノカ」

　やつはそれまで苦しんでいたのが嘘うそであるかのように自然体となった。戦闘中に感じていた荒々しさもなくなり、とても落ち着いた様子だ。

「まあお前を倒すことにはかわらないけどな」

　俺はやつに向かって地面を蹴った。走りながらアイテムボックスから槍を取り出して、やつめがけて投げつける。それは当然のように毛の生えた甲殻にはじかれてしまうが問題ない。少しでも意識を向けられれば。

「『小規模ワープ』」

　俺は槍が弾かれたのを見てやつの後ろに跳んだ。

「『ブレイクショット』！」

　転移した俺に対して、これまでのように反応を示すことはなく、その無防備な背中に繰り出した拳は、俺の予想とは裏腹にあっさりと直撃した。俺の拳には完璧にとらえた感かん触しよくが残り、やつは吹き飛ばされて壁に激げき突とつする。あれ？

　地面に落ちたやつは、頭から黒い血を流し、体毛を黒く染めながら起き上がる。そして俺のほうを向くと、おもむろに口を開いた。酸弾でも放ってくるのかと『全方位結界』の用意をしていると、やつは勢いよく口を閉じた。

　その瞬しゆん間かん、俺の周りに半透明な牙が現れた。

「な」

　その半透明な牙は、やつが口を閉じる動きに合わせて俺をかみ切ろうとしてくる。なんとか上に向かって跳ぶことでそれを回かい避ひした。この技わざは何度か見たことがある。というか俺が何度も使っている技だ。

「おかしいだろうが。それは白虎の技だぞ？　その白虎を喰らった俺ならともかく、なんでお前が使えるんだ!?」

　俺の悲鳴にも似た言葉を無視するように、次々に半透明な牙が現れる。それを『小規模ワープ』を使ってかわしながら奴に近づいていく。もしかしなくてもあの表面に浮かんでる白い毛に関係があるんだろうな。やつに近づくにつれてどんどん攻撃は激しくなり、転移し続ける俺の消耗も加速する。それでも、足を止めたら確実に攻撃を受けてしまうため移動し続けるしかない。

「お前が『ファングショット』を使えても別にお前が白虎になったわけじゃないだろ？　なら問題ない」

　転移を繰り返し、やつに剣が届く距離まで来た。これで終わりだ。

「『剣閃』四連撃」

　ステュラで『剣閃』を四角形を描えがくように使う。その四連でコアの周りを切り取るように斬撃が飛ぶ。

「ラストだ。『コンボ５」『一刀両断』！」

『鬼の一撃・付与』、『怒り』、『コンボ５』。

　その四つの強化が合わさった状態での『一刀両断』。上段に構えてまっすぐに振り下ろして発生した斬撃は、すいこまれるようにコアを切り裂いた。

　その瞬間、それを起点にまるで暴風のように魔力が噴き出し、俺を吹き飛ばす。幸い、距離のあったマナとヒツギの二人のところまでは魔力は届いてないらしく、風が吹き付けるだけで済んだようだ。

　二人の近く飛ばされた俺も、足で地面を滑って、なんとか転ばないように耐たえた。風が完全に収まり、小石も飛んでこないようになって、俺はやつのほうを見た。やつは完全に倒れており、その体からは白色の毛は完全になくなっていた。

「……ヒメ？」

　地面に倒れるやつの目の前にはなぜか白虎ヒメが現れていた。ちょこちょこと短い足を動かしてやつの元まで行き、頭を下げたかと思うと、真っ二つになったダンジョンコアを両方咥くわえ、ぽいっと上に投げ上げた。

「かあぁう！」

　そして、それをさっきも見た、半透明の牙がばらばらに噛み砕いた。

　砕かれたそれは、パラパラと破片を散らし、空気にとけるように消えていく。俺たちはそれをただただ茫ぼう然ぜんと見ていた。

「……ああ。そういうことでしたか。納なつ得とくがいきました」

　やつはなんだか穏やかな雰ふん囲い気きになりぽつぽつとしゃべり始めた。

「もともと何か少しおかしいとは感じていました。彼かれら三人の前にだけ、他の冒ぼう険けん者しやと相対する時とは一線を画すような強者ばかりが召喚される。普通に考えてみればありえないことです。このダンジョンは私の眷属である魔物モンスターしか召喚しないようになっていました。新種が生まれるということがないとは言いませんが、それは通常の階層で、何人もの冒険者と戦い、それでも生きていたような個体が進化に至るものです。キメラアントという種類の眷属はそもそも私には存在しない。あの場で突然変異種として生まれた新しい眷属であることも考えましたが、あなた様の『力』が加わっただけだったのですね」

　キメラアントといえば五層で倒したフロアボスだ。たしかに強かった。

「あなたの『力』が、私を通してダンジョンコアに流れ、強力な眷属を生み出した。闇や火などの属性に対して耐性を持った個体もそうですよね？　あなた様によって加えられた『力』が、ダンジョンそのものだけでなく、一体一体の個体に対しても派生した。しかしながら、分散されすぎた『力』では進化には至らなかった。その結果、耐性という形で現れたのでしょう」

「かあぁう。かうかう」

「隠そうとしなくてもわかりますよ。あなた様は……主は、主を捨てた我々を、ずっと、ずっと守ってくださっていたのですね。だからこそ、強力な『力』がある彼らをここまで来させないように強者を生み出し、魔物モンスターを強くし、なんとか追い払おうとした。ですが、なぜですか？　なぜ我々のようなものを……」

「かう。かぁうかああああああう！」

「『たとえ心が離はなれたとしてもお前らは我の眷属である』ですか……」

　やつの瞳ひとみからはとめどなく涙がこぼれていた。やつは今、胸のあたりを完全に切り裂かれている。他でもない、俺が切り裂いたのだからな。あふれ出る血の量からみても死ぬまでもう三十秒もないだろう。

「マナ、回復してあげられない？　私はもう大丈夫だから」

「……私でも無理だよ。もう完全に治らないところまできてる。あれを治すには今の私が使えるヒール２なんかじゃあ無理。ヒツギの傷だって、牙が刺さっていたのがお腹で、すぐに対処したから何とか回復できたけど、かなりぎりぎりだったんだよ。もっと強力な回復魔法を覚えるか、同じヒールでもちょっといじって強力になるようにしてみるね」

「やつに関してはかなり深く切りつけた感触があったから無理だろうよ。それより、ヒツギが大丈夫そうでよかった」

「まだ少しふらつくけどね。すぐに戦闘ってことはないだろうから大丈夫」

「かう？」

　俺たちの会話が聞こえたのか、ヒメは心配そうにやつに話しかける。だが、やつは首を振ってヒメを制した。

「主よ、私自身の命です。私が一番理解しています。最後に、私の、願いを聞いてくれますか？」

「かう！」

　ヒメは、強くうなずいた。

「主を裏切った私たちですが、できることならば、最後に、もう一度、もう一度だけ、この命、主のために。我らのすべてを主の……ため……に………」

　真アンセスタークイーンアントは力尽きた。その体は、光の粒子へと変わった。その光の粒子は、一かけらも残すことなく、そのままヒメに吸収されていった。そしてその場には一つの珠たまが残された。

『白虎が眷属、アンセスタークイーンアントを召喚可能になりました。

　白虎の眷属数は四体になります』

『職業：冒険者がLv69になりました。

　盗とう賊ぞくがLv50になりました。

　盗賊がLvＭＡＸになりました。

　剣士がLv50になりました。

　剣士がLvＭＡＸになりました。

　武ぶ闘とう家かがLv47になりました。

　戦士がLv50になりました。

　戦士がLvＭＡＸになりました。

　魔法使いがLv50になりました。

　魔法使いがLvＭＡＸになりました。

　鬼き人じんがLv18になりました。

　？？？？の勇者がLv10になりました。

　狙そ撃げき主がLv32になりました。

　獣人がLv８になりました。

　職業：盗賊、剣士、戦士、魔法使いがLvＭＡＸになったので狂きよう人じん、魔術師、ローグ、重戦士を有効化します』

『スキル：気配察知（魔物）Lv１ 気配察知（人）Lv１　ヘイトLv１　強射Lv１　獣の一撃Lv８　咆ほう哮こう対獣けもの威い力りよく上じよう昇しようLv１を習得しました。

　スキル：剣術LvＭＡＸ　ためるLv２　アクアLv２　鬼化Lv４　反動半減Lv９　光耐性Lv２　魔眼耐たい性せいLv３　ブレイクショットLv５　分ぶん裂れつ弾だんLv４を習得しました』

『条件：スキル『剣術LvＭＡＸ』職業『剣士LvＭＡＸ』『剣けん闘とう士しLv１』『戦士LvＭＡＸ』を達成しました。

　スキル：真剣術Lv１を習得しました。

　条件：スキル『ヘイトLv１』『堅硬防御Lv１』職業『重戦士Lv１』を達成しました。

　スキル：堅硬防御Lv２を習得しました。

　条件：スキル『剣術LvＭＡＸ』『二刀流Lv１』職業『盗賊LvＭＡＸ』を達成しました。

　スキル：双剣術Lv１を習得しました』

『スキル：火吸収Lv３　水耐性LvＭＡＸ　土耐性LvＭＡＸ　雷耐性LvＭＡＸを習得しました。

　スキル：風吸収Lv３　水吸収Lv１　土吸収Lv１　雷かみなり吸収Lv１　吸収Lv２を習得しました』

「があああああああああああああああああ！」

　久しぶり、というか、白虎を喰った時以来というくらい強力に走る全身の痛みに意識が飛びそうになった。俺今回直接は喰ってないのに……。

「メイ！　大丈夫？」

「攻撃を受けていたの？　ヒール２」

　俺の体をマナの放った光がつつむ。それでも痛みはなくならなかった。まあダメージではないから仕方ないのかもしれないが、その辺は多少配慮してくれてもいいじゃんか！

「だ、大丈夫、だ。少し、たて、ば、治る」

　できるだけ声を上げないように苦しみに耐えた。




　それから一分もすると、痛みは完全になくなった。

　スキルが大量に手に入ったことで試ためしたいという気持ちもあるし、それ以前にいろいろありすぎてついていけてないし、さらに言えばヒメがどうこうとも書いてあったし、もうわけがわからない。ただでさえわかってないことが多いのに、いっぺんにこうもいろいろ起きないでほしいな。

「ふぅ、すまん。心配させたな。あんまり強い敵を倒たおすとどうも今みたいなことになるらしいんだよ」

「よかった無事で。毒でもくらったんじゃないかって心配したんだよ」

「毒に関して言えば『毒無効』ってスキル持っているからたぶん大丈夫。よっぽど強力な毒となるとわかんないけど」

　そんなことを話していると、ヒメが、アンセスタークイーンアントが消えた後に残された真っ赤な珠を口にくわえてやってきた。そういやスキル以外にもそれもあったんだっけか。問題が多すぎるな。

「あーヒメ、お前ダンジョンコアを壊こわしちゃったから、その代わりに似たような水すい晶しよう玉を持ってきたのか？」

「あうあーうー」

　抗議するようにペシペシと叩くヒメだが、口にくわえているせいでうまく喋しやべれずにあうあうなっていた。かわいい。別にヒメを怒おこる気はないし、若じやつ干かんあきれたようにヒメから水晶玉を受け取ってその頭をなでる。気持ちよさそうにしてるな。胸にヒメを抱かかえ上げて、なんとなく『鑑定』でそれを調べてみた。

『ダンジョンコア：所属：アントホーム』

　うん、なんかもう……ね。

「ヒメ、お前さっき何壊したわけ？」

「どうしたのメイ？」

「ヒメが持ってきた珠だよねそれ？　えっとなになに……ダンジョンコア？」

　マナも鑑定したらしい。固まってしまった。正確に言えば全員が固まってる。さっき壊したのなんだったわけ？　そんな疑問でいっぱいなんだろうな。

「……まあダンジョンコアをゲットできたしいいってことなのか？」

「壊れてなくなってないならいいんじゃないの……かな？」

「まあいいってことにしようよ。どうする？　あそこになんか扉とびらが出来てるけど」

　よく見ると奥おくの壁かべに扉があった。さっきまでなかったからたぶん倒したことで現れたんだろうな。

「行ってみるか」

「あーあ、蟻ありは持っていかれてしまったか。面白そうなものを拾ったから試させてみて、飲まれたところでクイーンだけでも持っていこうと思っていたのに」

「誰だれだ！」

　俺たちが扉に向かおうと思った瞬間、上から声が聞こえてきた。『全方位結界』で俺たち三人を囲み、ヒメを地面に降ろす。警けい戒かいしていると、少し離れたところにすとんと影が落ちてきた。

　影の大きさはだいたい五十cm。四本の足で地面に降り立ち、短い尻尾しつぽがぴんと上に伸びる。口元から見える二本の牙きばは鋭くとがっており、目は厳しい印象を受けた。全身が漆しつ黒こくとも呼べる黒色の毛でおおわれており、ところどころに白色のラインが入っていた。色こそ違うものの、俺たちはその姿を見たことがあった。

「……ヒメ？」

「かう？」

　天てん井じようから降ふってきたそいつはかわいさ、目の鋭さ、かわいさ、体毛の色など違う点はあるが、まぎれもなくヒメと同じ姿だった。色が真っ黒だから、さしずめプチ黒こく虎こという感じだろうか。

「我をそのちんまいのと一いつ緒しよにされては困るな」

「いや、見た目ほぼ変わらないじゃん」

「かうかう！」

「『お前は何者だ？』か。何者も何も、お前が一番よくわかっているだろう？　白虎の生まれ変わりであるお前自身が」

「かう？」

「お前は記憶さえも失っているのか？　これほど近くにいるのに強さをまるで感じられないところを見ると、能力を失っているというのはわかるが、記憶もとはな。しかし、それの主である貴様はわかるだろう？　白虎の力をその身で経験し、討ち果たした貴様なら」

　目の前の存在が、白虎と繋つながりがあるものだということは、白虎を喰らったことで召喚できるようになったヒメとほぼ同じ姿をしていることから明らかだ。ヒメは目の前のプチ黒虎と違い、しゃべることができないから確かく認にんをしたわけではないが、こいつの言う通りヒメはあの白虎の生まれ変わりと言っても過言ではない。瞳で白虎を喰らい、そこで得た『力』から、『応用する力』によって生まれた『眷けん属ぞく召しよう喚かん』というスキルが生み出した存在だ。しかし、目の前のこいつは俺が召喚したとか、俺の眷属になっているとかそういうわけではない。

　そんな相手ではあるが、言われた通り俺には若干心当たりがあった。

「お前、白虎の黒いオーラが具現化した存在か？」

　白虎との戦いの中で、最後に白虎が覚醒した黒い力。白虎ほどの存在が飲まれかけていた闇の『力』だ。俺が白虎を喰くらって手に入れたスキルの中にその『力』に絡むようなものはなかった。『不意打ち』がそれっぽくはあるけど、よく考えれば白虎も使っていたスキルだから違いそうだしな。

　白虎との戦いの後、あの場にいたのは俺とヒツギの二人だけだった。もっと正確に言うなら、ヒツギがいたのはあの戦場の奥の広場だ。そうなると、俺以外に何かできるようなやつはいなかった。

　しかし、『力』自体が意思を持ち、俺に喰われるのをよけていたとなると話は変わってくる。俺にはどうしようもなくとも、その『力』自体が動けばいいのだからな。

「具現化したという表現は少し違う。我もまた、貴様の『力』により生まれた、そいつと同じ存在なのだよ。生まれたのが貴様の魔力の中か、それとも外かという違いだけでな。我は誰とも繋がりがなく、そいつは貴様という繋がりがあった。その違いだ」

「お前も俺の眷属だってことか？」

「それは違う。そいつは貴様の眷属かもしれんが、我は我だ。眷属などではなく、眷属をまとめる王。今は無理でも、貴様とそいつを討ち果たし、我は再びあのダンジョンの主として君臨する。かつての配下とともにな！　ガァウ！」

　プチ黒虎が一声上げると、俺がヒメを召喚する時のように魔ま法ほう陣じんがすぐ隣となりに現れ、そこから俺たちとそう変わらない、茶色い人間のようなモンスターが現れた。

「ゴブリン？」

「はっはっは。ゴブリンも確かに従えているがこいつは違う。こいつの名は」

「気を付けて二人とも！　スプリガン、ランクＳの強力なモンスターだよ！」

　ヒツギの言葉とともに、口が裂けそうなほどの笑みを浮うかべたそいつが巨きよ大だい化し始め、五ｍほどの大きさになると、その体表がごつごつした岩でおおわれ始めた。

「すでに持っていかれてしまったし、蟻は諦あきらめよう。こいつは置き土産というところだ。果たしてここから生きて出られるかな？」

「ゴガガガガガガガ」

　プチ黒虎が踵きびすを返して奥の扉に向かうと、スプリガンが扉を守るように立ち塞ふさがった。

「ちっ、こいつを倒さないと出さないってか？　あいつには聞きたいことがあるのに」

「ちょっとメイ」

「下がっててくれ。俺が」

「もう！」

「うにゅ」

　前に出ようとすると、回り込んだマナが俺の両頬をぱんと抱えた。

「さっきはヒツギの回復があったからしょうがなかったけど、一人でそんななんでも解決しようとしないの」
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「俺は」

「私たちを心配してくれるのはもちろん嬉しいけど、ヒツ姉だって私だって、メイの隣に立って一緒に戦うためにここにいるの。三か月前のあの時はただただ見てるだけだったけど、今の私は、ううん、私たちはメイと一緒に戦える、いや、戦うよ」

「そうそう。メイは昔みたいに柩ひつぎお姉ちゃーんって私を頼ればいいの。私もマナも、思う存分甘やかして、ぱーっと解決しちゃうんだから」

「とりあえずメイは見ておきなさいってこと。いくよ、ヒツギ！」

「サポートよろしく！」

「お、おい！」

　ヒツギがスプリガンに向けて駆かけ出した。俺も慌あわてて後を追おうとしたが、いつの間にか右足に岩が巻き付いていた。岩が蛇のような形で地面から伸びているという、普通ならばありえないその光景を見て、俺はすぐにマナの方を見た。

「テヘペロ」

「かわい、何やってんだ！」

　つい本音が漏れかけたが、すぐに声を荒らげる。マナはヒツギに各種エンチャントをかけた後、次の魔法の準備に入った。

「マジで何やってんだって！　これを解いてくれ！」

「メイはちょっと休んでて。まだ回復しきれてないでしょ？」

「それは」

「五分くらいなら私たちだけで耐えて見せるから」

「マナ……」

　ボスとの戦いで相当消耗している中で、ヒメを通じて間接的に真アンセスタークイーンアントを喰らったことにより受けた痛みを耐えるのにさらに消耗してしまっていた。肉体的なダメージという点ではすでに回復しきっている。でも、精神的なもので言えば今でもつらい。それを見せないようにしていたのだが、気づかれていたようだ。

「ヒツギ、五分持たせるよ！」

「倒してしまってもいいんだよね？　スプリガンなんて久しぶりに見たよ。でもこういうのは私向きなんだよね！」

　ヒツギが右手の棺かん桶おけをスプリガンに向けて飛ばした。スプリガンは岩の巨きよ腕わんでそれを受け止めた。表面の岩が多少かけただけで大したダメージはなさそうだ。棺桶をそのまま握り潰つぶそうと力を込めているようだが、ヒツギの棺桶は壊れない。

　ヒツギは鎖くさりをぐっと引くがスプリガンのパワーには勝てずに、垂れた鎖がピンと伸びるだけになった。それを見て反対の鎖を極限まで短くすると、右手の鎖も短くしながらスプリガンに向かっていく。それに合わせるようにマナがマジックハンマーを発動し、すぐにヒツギの後を追うように飛ばす。ヒツギの横までくると、ヒツギがちらりとそれを見て、その場で跳んだ。跳んだのを見て、マナがマジックハンマーを操作してヒツギを乗せる。そしてスピードを加速させてスプリガンに迫った。

「せやぁあ！」

　マジックハンマーが上がる勢いを借りて、ヒツギが左の棺桶でスプリガンの腕を跳はね上あげた。表面の岩をバキバキと砕くだき、そのまま腕自体を破壊した。それに伴って、掴まれていた棺桶が解放された。ばらばらと岩も降ってくるが、ヒツギに当たりそうなものはマナのマジックハンマーが砕いて防いだ。

　腕を砕かれたスプリガンは悲鳴も上げずに反対の腕でヒツギを狙ねらった。それを見越していたヒツギが解放されたばかりの棺桶を横殴りに叩きつけて攻撃を流す。岩がまた砕けて辺りに飛び散り、マジックハンマーが空中に浮いたヒツギを回収して、こちらに戻もどってきた。ぴょんとハンマーから飛び降りると、スプリガンの方を苦々しそうに見ていた。

「意外とあっさり腕を破は壊かいできたな。案外余よ裕ゆうがあるのか？」

「だめだね。あれじゃダメージはないよ」

「そうなの？」

「前に戦ったスプリガンは少なくともそうだった。ほら」

　俺たちが見つめる先で、スプリガンが膝ひざをついて両りよう腕うでを地面に突つき立てた。そして一分も経たないうちに腕を引ひき抜ぬくと、元通り岩を纏まとった腕になっていた。

「再生した？」

「そもそもあの岩の巨人になるときに周囲の岩石を使ってるから。再生なんて簡単にできるよ。スプリガンは巨大化する時に周囲にある物質を巻き込んで体を形作るモンスターなの。以前戦ったのは砂漠だったから砂岩を纏ったスプリガンだったしね」

「つまり、あの岩を破壊して、その奥にある本体を攻撃しないといけないわけだね」

「そろそろ俺を解放」

「ヒツギ、私が装そう甲こう剥はいでみたら本体を狙える？」

「場所にもよるかな。胸部のとか頭はたとえ装甲を剥いでも腕や足で防がれちゃうから手数が足りない。腕か足ならいけるかも」

「俺がやれば」

「口でふさぐよ？」

「何を!?」

「言わなくてもわかるでしょ。でも、今はこっちが優先だね！」

　そう話している間にスプリガンが体の岩を飛ばしてきた。ヒツギが棺桶をぐるぐる回して岩を防いで走り出す一方で、マナは詠えい唱しようを始めた。

「『ヒタヒタ走れ、雷の力。噛み砕け、稲妻の牙』サンダーウルフ！」

　マナが頭上に掲げた杖つえの先から二本の雷が地面に落ちる。それらが狼おおかみを象かたどると、あっという間にヒツギを追い越してスプリガンの両腕に直ちよく撃げきした。真正面から受けたスプリガンの両腕が砕け、ほとばしる雷がそのまま体の方にも行くかと思ったら、その前にスプリガンが腕の岩石を外したことで地面に流れていった。再び装甲をつける前にヒツギがスプリガンのもとまでたどり着き、両腕に左右の棺桶をクロスさせて振りぬいた。スプリガンは素す肌はだが露あらわになった両腕で棺桶を受け止めた。ミシミシと腕が音を立てるが、大ダメージとまではいかないようだ。

　攻撃を受け止めながら、スプリガンはヒツギを蹴けり上げた。棺桶を受けた両腕は真っ赤に腫はれており、右腕は力なくだらんと垂れている。追い打ちに肩かたのまだ装甲に覆おおわれている部分から岩の礫つぶてがヒツギに向かって発射された。ヒツギはすぐに棺桶を下に向けて自分の盾たてにして攻こう撃げきを防ぐ。礫は棺桶を貫けず、そのままヒツギをさらに上空へと押し上げていった。天井までは届かなかったが、かなりすれすれの高さまで飛ばされる。

「ロッククエイク」

　マナの魔法でそのヒツギ数ｍ下まで石の壁がぐんと伸び、ヒツギはその上に着地した。スプリガンの近くだったためにすぐに蹴り壊されるが、ヒツギが一度着地する程度の時間はあり、無防備にすぐ近くに落ちることはなかった。壁が崩くずれ落ちて起こった土つち煙けむりが晴れるころにはすでに両腕が元通り岩石に覆われており、普ふ通つうに動かしていた。

「すぐに再生しちゃうね。あの様子だと腕も治っているのかな？」

「ヒツギならわかるのかもしれないけど、あんな力が抜けていたのに今普通に動かしているのを見るとな」

「そうなると、一撃でしとめるくらいの威い力りよくがないとだめってことだね。削けずるだけなら私とヒツギでなんとかなるとして、そろそろお願いね」

「任せろ」

　マナが指を鳴らすと、俺の足を止めていた岩の蛇がするすると離れた。軽く足首を回して問題がないことを確かめる。そうしているうちにヒツギがこちらまで戻ってきた。

「休きゆう憩けいは終わった？　じゃ、おいしいとこ持って行ってね」

「簡単に言ってくれるねヒツギは。でも、きっちり五分以上休ませてもらったからな。期待に応えますよ」

　俺は拳こぶしを打ち鳴らして、ステュラをしっかりと握る。そしてみんながスプリガンをにらみつけた。

「俺は一撃だけ狙っていくから、装甲は任せた！」

「私が手足は壊すからマナは胸ね」

「きっちりえぐってあげる」

「嫌み？　ねえ嫌みなの？　私よりあるからって嫌み？」

「ヒツギのことじゃないから」

「メイに後で確かめてもらうからね」

「その後では永遠に来ませんっと、来るぞ！」

　スプリガンがこちらに向かって岩を飛ばしてくるのを見て、俺たちは動き出した。

　スプリガンに向かって走りながら、飛んでくる岩に対して『エアロ』を飛ばして迎げい撃げきする。その隙すきにヒツギが俺の横を駆け抜けた。

「まずは右！」

　スプリガンが殴りつけてくるのに対して、ヒツギが回転させた二つの棺桶をぶつける。回転させた棺桶の勢いが勝り、腕の装甲をバキバキと打ち砕く。砕けた衝しよう撃げきで片足が浮いて後ろに倒れそうになるスプリガンだが、結局倒れずに耐えきり、どしんと音を立てて地面に足を叩たたきつける。そこから岩が伸びてこちらに向かってくるが、『小規模ワープ』でかわしてやつに迫せまる。

「二人とも、一発大きいのいくから引いて！　『ザクザク進め、雷の力。燃え打ち貫け稲妻の槍やり』ライトニングボムランス！」

　俺とヒツギが左右によけると、マナが掲げた杖の先からまっすぐにスプリガンに向けて一本の雷の槍が飛んでいく。スプリガンは装甲の残っている右腕を盾にする。雷の槍はスプリガンの腕を半ばあたりまで貫き、装甲を破壊したが、体までは到とう達たつせずに止まってしまった。だが、俺はスプリガンに突っ込む。マナがきっちりえぐると言った以上、やってくれるのは間ま違ちがいないからな。

「『鬼き化か』『怒いかり』『鬼の一撃・付ふ与よ』『ブレイクショット』」

　両手でステュラを握りしめ、『小規模ワープ』で上空に跳ぶ。スプリガンも俺を警戒して上を見るが、そのタイミングで槍が爆発した。

「ゴガ」

　爆発によって再び推進力を得た雷の槍は、そのまま胸に突き刺さり、全身を伝わる雷が連鎖して爆発を起こし、全員の装甲を打ち壊した。装甲の下に隠れていた四ｍほどの巨人の姿が露わになる。腕を貫つらぬいた爆発はともかく、その後の雷と連鎖爆発は体にまでは到達しておらず、スプリガンは無傷の左腕で空中の俺を殴りつけようと拳を握った。

「ダーメよ。そんなことさせないんだから」

　しかし、拳を握った腕をヒツギの鎖がからめとった。地面に突き刺さした棺桶を支えに、パワーに負けないようにぎりぎりと締め上げる。

「『一刀両断』」

　左腕はマナが、右腕はヒツギが無効化し、無防備になったその体に俺はステュラを振ふり下おろした。頭の頂点から一直線に振り下ろすステュラに分厚い筋肉の層の反発を感じながらも、さらに力をこめる。

「かうかうかうかうかーう！」

「『コンボ』『一刀両断』！」

　俺の中に避難していたヒメが俺にエンチャントをかけ、そこにさらにスキルを重ねて威力を上げた。そして、最後は抵抗もなくなり、スプリガンの巨きよ体たいを切り落とした。

「はぁはぁはぁ」

　無理にスキルを重ねたせいでかなり魔力が持っていかれた。大だい丈じよう夫ぶかと頭の上のヒメがペシペシ叩いてくるが、それに応こたえている余裕はなく、『再生』による回復が進む中、マナとヒツギがやってくるまで俺おれはペシペシされ続けていた。

「大丈夫？　膝枕する？」

「それしつこいって」

「まあまあヒツギ、今晩メイで楽しめばいいんだから」

「今俺でって言わなかったか？」

「そうだよね。こんばんはどこにも逃にげ場ばはないんだし」

「やべー、この二人超やべー」

　そんなことをしている間に、ヒメがスプリガンの死体のそばで何かをしていた。何をしているのか近づいて見ようと思ったら真アンセスタークイーンアントの時のようにスプリガンの死体が消えて、光の粒子になってヒメの体に吸収された。

「へ？」

『スキル：岩石砲ほう弾だんを習得しました。

　人体では使用不能なため岩石砲弾が消失しました』

　おそらくスプリガンが体の装甲に使っていた岩を発射するスキルなのだろうが、確かにあれは人体では無理そうだ。しかし、スキルが消失するというのは初めてのことだな。

「あー、ヒメがすまん。スプリガンともなれば結構高く売れただろうに」

「いや、むしろいなくなってよかったかもしれないよ？　アントだけのダンジョンにこんな化け物が出たとなったら詳しく聞かれるだろうし」

「ここまでアントアントアントと来ていて、いきなりボスだけはスプリガンですなんて言えないでしょ。証拠はみたいなことを言われても何もないし、このダンジョンでスプリガンが出ることは二度とないわけでしょ？」

「まああのプチ黒虎が連れてきたモンスターだからな。このダンジョンのモンスターじゃないならここでは出ないと思うぞ」

「なら報告はしなくていいでしょ。ヒメちゃんとメイが関係しているところじゃなければあのプチ黒虎が何かすることはないだろうし」

「ギルドとしては危険なモンスターを呼び出す存在がいるなんてことは報告してほしいところだろうけど、ちょっと報告するにはいろいろと秘密が多いからね」

「少なくともメイがオーガのダンジョンと『パイフー』の二つのダンジョンを既すでに攻こう略りやくしているってことを話す必要が出てきちゃうし、そうなるとダンジョンコアがどうなったのかの話にもなってくる。そもそもダンジョンコアがないダンジョンなんて私も聞いたことないし、『パイフー』って谷底にあるんだよね？」

「ああ。底が見えないほど深い谷の底だ。でも、気づいたらダンジョンの中にいたし、本当にそこにあるのかはわからないかな」
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「うーんどうなんだろう。私はアントのことだけでいいと思うな。ダンジョンコアだけ忘れずにギルドに出せばね」

「本来ならばこの奥にあるはずなんだっけ？」

「あの扉の奥の台座とかがあったんだろうな。奥に進んでみるか？」

　俺の意見にみんな賛成で、俺たちは扉の奥へ向かった。

　扉をくぐると、そこには特にこれといったものが何もなかった。部屋の中央に転移の魔方陣があるだけだ。たぶん、本来ならばダンジョンコアもここにあったんだろうが、ここのダンジョンコアはボスが取り込んでいたから今は俺のアイテムボックスの中にある。今後のダンジョンで同じようなことが起きたら嫌いやだなぁ。

「台座もなかったね」

「それすら取り込んだのか、それとももとからなのか」

「もともとないところもあるから、別に変ではないよ？　地面にくぼみがあるパターンとか、壁にくぼみがあるパターンとか、本当に何もないパターンとか」

「結構いろんなパターンがあるんだな」

「ダンジョン自体もいろんなのがあるからね。個性ってところかな」

「ダンジョンの個性ってすごい言葉だね」

「そうかな？」

「そうでもないと思うけどな」

　俺たちはその後もしばらくダンジョンについて話をして、部屋の中の転移陣を利用してダンジョンの外に出た。

　ダンジョンの外に出たら外は朝になっていた。どうやら昨日の夕方から一晩で十六層以降はなんとかなったようだ。朝ということもあるのか、かなりたくさんの冒ぼう険けん者しやが入口の転移陣を使ってダンジョンに入っている。そしてさらに多くの冒険者や商人が呼び込みをしていた。しかし、そうした呼び込みはこれから入っていく冒険者に向けたものが多く、出てくる冒険者には特になにもないらしい。疲つかれているところにそんな呼び込みとか来られても邪じや魔まとしか言いようがないけどな。それでも、そのおかげで、からまれたりすることなく町へ帰ることができた。

　町に入り、冒険者ギルドにいくと、ここにもやはり多くの冒険者がいた。皆依い頼らいを受けるために来ているのだろうな。よく考えてみれば、これまで何度かギルドに来てはいるけど、朝のこんな早い時間にギルドに来るのは初めてだった。なんだか新鮮な気分だ。

　普通の冒険者は朝にギルドに来て、依頼を確認し、受ける依頼を決めたらそれに合った階層に行ってお金を稼ぐのだろう。俺たちはそんなこと一いつ切さいしてなかったな……。

　忙しそうに働く職員さんたちに迷めい惑わくをかけるのもなんか嫌なので、ギルド内部にある椅い子すのあるスペースで休むことにした。まあ三十分くらいしたらさすがに多少はすいてくるだろう。

　三十分後、入ってくる人はかなり多かったものの、想像以上に出ていく人が少なく、あまり人が減っているようには見えなかった。しかし、依頼の受注などはある程度終わったのか、受付は少し落ち着いてきていたように見える。

「じゃあいくか」

「これなら待たなくてもよかったんじゃないの？」

「少しくらいは減ると思ったんだけどな……。想像以上に減らなかった」

「ただ単に世間話をしに来てる人も多いみたいだね。あるいは情報収集とか。私たちがここにいても全然おかしく感じないし」

「まあいいじゃん。さっさと終わらせてご飯食べにいこ。私お腹すいた」

「すぐに帰れるものなのか？」

「うーん、すぐには帰れないと思うなー。どこかの露店でぱっと食べられる物を買えばいいんじゃない？」

「パンとかなら俺のアイテムボックスに入ってるけど、たしか門の近くにあったよな。先買いに行ってこようか？」

「それなら待ってる間に行けばよかったね。ここまで待っちゃったんだし、もう先に用事済ませようよ」

　なんか話が永遠にループする気がしたからもうこの話は終わりにして、俺たちは受付に向かった。

「お疲れ様です。今日もギルドマスターに御用ですよね？　すぐにお連れします」

　なんか何も言わなくても察してもらえた。そして異様なまでに笑え顔がおでした。なんか怖こわいくらいに……。

　一分も待つと、すぐに受うけ付つけ嬢じようさんが戻ってきた。そして流れるように奥の部屋に案内された。三回目にもなるとだいぶ慣れてきた。ただ、今までと違ちがい、人が多いこともあり、何事かと遠巻きに見ているギャラリーも多い。変な噂うわさが立たなきゃいいな……。

　奥の部屋に入るとガラハムさんが山積みにされた書類と格かく闘とうしていた。しかし、俺たちが中に入ったのを見るとその手を止めてその書類を一いつ旦たん机の隅すみに寄せた。

「今日はどうした？　二十一層でも見つかったのか？」

「いや、十八層で終わりでしたよ。二十層で終わりだと思ってたから驚おどろきました」

「つまり三層分新たに作られていたというわけか……」

「ええ。で、これがダンジョンコアです」

「そうか。ありがとな。それで、十六層以降はどんなモンスターが出た？　アントだとは思うが、やはりキングアントの群れか？」

「キングアントの群れもありましたね。基本的にはどの個体も数種類の群れで動いていました。アサシンアントという種が待まち伏ぶせをしてきて厄やつ介かいでしたね。もし十六層以降に進む冒険者がでたら、彼かれらに伝えたほうがいいと思います。音も気配もなく、地面に潜もぐっていて、近づいたら突とつ然ぜん出てきて切りつけてきます」

「そいつは厄介だな」

「ええ。一度攻こう撃げきを受けて結構大変でした」

「よく生きてたな。そういえば、この水晶は……ダンジョンコア？」

「ええ。最初に言いましたよね？」

「……鑑かん定ていの宝ほう珠しゆを！」

「は、はいい！」

　ガラハムさんはしばらくポカーンとした後、すぐに案内してくれた受付嬢さんに以前にも使っていた鑑定の宝珠を持ってこさせた。それを待つ間、ダンジョンコアを慎しん重ちように机の上に置き、ガラハムさんはずっとそわそわしていて、なんか面白かった。

　大急ぎで持ってこられた鑑定の宝珠を使うガラハムさん。表示にはダンジョンコアと映し出された。

「……本物だ」

「そりゃあ偽にせ物ものなんか持ってこないですって」

「本物だぁああああああああああああああああああ！」

　突然の大声に慌てて耳をふさいだものの、頭が若干くらくらする。まったく、鼓こ膜まくが破れるかと思った。

「おい！　今すぐこのギルド内にいる全冒険者、ダンジョン付近で、まだ潜っていない冒険者に連れん絡らくしろ！　それとすぐに遣つかいを出せ。領主へ報告だ！　受付は一時閉鎖してかまわん。全職員を使え！」

「はい！」

「こりゃあすげえことになった。まさか俺の代でここをクリアできるやつが出るとは。こうしちゃいられねえ。今すぐ宴うたげの用意をしねえと」

「あのー」

「金に関して言えばたぶんあの領主のことだ。全部は無理だとしても大半は出してくれるだろう。ご隠いん居きよはここの町ができたころからいる方だし、ずっと領主をやってたおっさんだからな。ここのダンジョンが攻略されるのを待ちわびてただろうし」

「あの……」

「そういえば王都にも連絡入れないといけねえな。ここにいるような連中じゃ話にならねえ。なんとか高ランクのやつを運うん搬ぱんのためによこしてもらわねえと。袋はこっちで用意できるが、それを運ぶやつは用意できないからな」

「おい……」

「その費用は……相談だろうな。しばらくダンジョンでモンスターのリポップが止まるとなると、しばらくは金欠になるが仕方ない。こいつらが売ってくれたキングアントとかを早めに捌さばいて捻出しよう。でも、高ランク冒険者の護衛料なんかすぐには用意できないから、なんとか向こうに出してもらわねえと」

「おい」

「交渉は苦手なんだけどな……。しゃあねえ、引退してるがあいつにも手伝わすか。となると特別給ボーナス要求しそうだな……高い酒でも飲ませてやればいいか。あとは」

「おい！」

「ああ、今後のダンジョンの扱いだな。現状モンスターの分布はだいたい把は握あくしてるが、コアを回収したことで少し変わるだろうしそれに応じて依頼なんかも指示しねえと。指定依頼でも出してやるか、それとも常設依頼として情報を持ってきたやつに褒ほう美びを出すって形にするか。それも相談だな」

　まるで俺たちがいないかのように一人でぶつぶつと話し続けるガラハムさんに、いいかげんムカついてきた。これまでずっと穏やかな口調を心こころ掛がけてきたけど、だんだんと荒い口調が顔を出し始めた。マナとヒツギも困ったような顔をしてこっちを見ている。

　扉の向こうからは雄お叫たけびのような声がさっきから聞こえてくるから、たぶん情報が告げられたのだろう。なんか厄介ごとが起こりそうな予感がする。それより、まずはなんとか話をしないと。

「おい『威い圧あつ』」

「！」

　俺の手加減した『威圧』に即そく座ざに反応したガラハムさんは、こっちを見た。そしてなんだか気まずそうに目をそらした。絶対に俺らがいること忘れていただろ。

「ダンジョンコアって売れるんですか？」

「ああ。ギルドが買い取ることになってる」

「いや、ほかのところに」

「できん。いや、まあできなくもないが、もしも売ったのがバレでもしたら全国家から指名手配として狙ねらわれることになるな。当然付近にいるＳランク冒険者にも討とう伐ばつ依い頼らいがいくだろうよ。そうなれば魔物の蔓延はびこる山奥に隠れて暮らしたりでもしない限りおしまいだ。闇やみギルドの最大派閥にでも入るなら話は変わってくるかもしれんが、そうしたらジョー様がやる気になるだけだからな。おすすめはしない」

「それなら金なんか意味がなくなりますね」

「その通りだ。山奥に金なんか持ち込んでもただの荷物だからな」

「で、これはいくらになるんですか？」

「ダンジョンコアの買取に関しては完全に全国家共通の法律で決められている。金貨百枚と魔道具が一つ。これはいくつかある候補の中から選んでもらう形になる。まあ魔道具はすぐに渡わたせるわけじゃないけどな」

「ここにないんですか？」

「あることにはあるんだ。ただ渡すのには二日ほどかかる」

「それはなぜ？」

「明日ギルドで使う予定があるからな」

「……」

「いや、言い方が悪かったな。ギルドでこんなものがもらえるんだぞってお披露目をやるんだ。別に中古品を渡すわけじゃない。以前にダンジョン内で回収されて、ギルドが買い取ったものだとか、魔道具の職人が作ったものだ。褒美を目の前にちらつかされると、冒険者のやる気が変わるだろ？」

「いや、もうダンジョンコア回収してそれでもらってんだから他のダンジョンに人が流れるんじゃないのか？」

「それがそうじゃないんだよ。金貨百枚に関してはダンジョンコアそのものを持ってきたやつだけに支払われるんだが、魔道具はコアを持ってきたやつを含めた最大二十パーティまで渡されるんだ」

「最大？」

「パーティ全員に一つずつ配られるからな。お前らの場合は三人だから三つだが、一つのパーティは最大七人までだろ？　まずありえないが、もし一人で踏破した奴やつが二十人続けば二十パーティに渡すってことになる。一番少ない時は三パーティで終わるがな。ともかく、最初の二十人まではもらえるんだ。大したことないものからいいものまであるが、魔道具ってだけでもほしがるやつは多いんだ。高く売れるし」

「なるほどな」

「てわけだ。リストを渡すから考えておいてくれ。明後日には道具は渡せる。金もその時でいいか？　あるパーティからのお礼も」

「今すぐいるってわけでもないんでいいですよ」

「あの、一ついいですか？」

「どうした？」

　話のきりもついたので、さっさと出て飯を食べに行こうと言い出そうとしたところでマナが手を上げた。

「罠わなを見つけて、解除できるような人を仲間にしたいんですけど」

「それならその辺で声をかければいくらでも集まると思うが？」

「そうではなくて、これからもあちこち渡り歩くと思うので……」

「そういうことか。土着じゃないやつがいいってことだな。まあお前たちほどの実力があれば話が出てないとは思えないが、やっぱり奴ど隷れいを買えばいいんじゃないか？」

「……奴隷ですか？」

「ああ。俺の想像通りならお前らはずいぶん秘密を抱かかえてそうだ。それを外部にばらしたくない。違うか？」

「……続けてください」

「肯定とみなすぜ。その辺にいるやつなら、どっかのやつにたんまりと金を積まれれば普通に話しちまうだろう。たとえどれだけ秘密にしろと言われていてもな。それどころか自分から情報屋とかに売り込みに行く可能性もある。だが、奴隷ならそうはいかん」

　ガラハムさんはあたりまえのように『奴隷』といったが、俺にはどうにもそのまま受け入れることができなかった。マナも同じようだ。たしかに、一度はダンジョンの中では奴隷を買おうという話にはなっていたが、他人から聞くとなんか嫌な感じがする。

「このあたりだとどこか売っている場所はありますか？」

　ヒツギが小声で「私に任せて」と言って俺たちの代わりに聞いた。

「このあたりだとアライエの町に奴隷商館がある。ただ、二十日後にアライエの町の少し向こうにあるキーンの町でオークションが行われる。質を考えるのならそっちに行ったほうがいいだろうな」

「オークション？」

「いい奴隷だとかいい魔道具、武器、アイテムは普通に売るよりオークションのほうが高くつくからな。定期的に開かれるんだ。前回のは昨日あったばっかりだが、馬車で二日も行けばキーンの町だ。そんで、こことキーンの町のちょうど間にアライエの町がある」

「馬車は定期便とかがありますか？」

「あるぞ。アライエの町までのが五日に一回。アライエの町からキーンの町までのも五日に一回だ。近いのだと…三日後にあるな」

「ならそれででればいいかな。ありがとうございます」

「ついでにアライエの町で武ぶ闘とう大会に出てみるといい。いい訓練になるだろうぜ」

「武闘大会ですか？」

「今日から数えて十日後に行われる大会だ。一般の部と使し役えき魔物モンスター、従魔の部にわかれているんだが……詳くわしいことは現地で聞いたほうがわかりやすい」

「考えときます」

「上位に入れば賞金もでる。オークションの前の金稼かせぎだとでも思っとけ。お前らならたぶん食い込めるだろうし」

「そうですかね？」

「まあ攻略者だしな。少なくとも俺はそう思う」

「そうですか。そういえば、十六層以降で狩かったキングアントとかって買い取ってもらえますか？」

「あー、量によるな。キングアントならすぐに捌けるけど、金額が金額だから、そもそもうちで買い取れる量かがわからん。前に売ってもらったやつと同じくらいの傷、大きさなら十体も買ったらおしまいだ」

「それなら十体買い取ってもらえますか？」

「とことんギリギリを攻せめてくるな。いいだろう。また訓練所で受け取って、金は後日にダンジョン攻略の賞金と一いつ緒しよに渡す。それでいいか？」

「ええ。俺はとりあえず素材を渡しとくから、先に宿に戻っててくれ。食べ物を買っておいてくれると嬉しい」

「わかった。口移しできるものにしとくね」

「ガラハムさん行きましょう」

「お、おう」

　俺はバカなことをぬかすヒツギとマナを放って、ガラハムさんと訓練所に向かった。







[image: ]







間章二　――イリアスの町との別れ――







　次の日、ギルドの前は大勢の人であふれていた。

　特設会場ともいうべきステージができており、皆そこで行われる催もよおしを見に来たのだ。その中に俺たち三人もおり、よく見るとムウルマルのおっさんたちやカーマスさんたちもいた。出る前には挨あい拶さつだけでもしておかないと。飲み会は断るが。

「さあみんな、今日はよく集まってくれた！」

　ガラハムさんが手に持った、拡声器の魔道具と思われる石を口に近づけながら話し始めた。周りの観客も負けずに大声で歓声をあげる。

「つい先日、とても、とても大きな出来事があった。なにかわかるよな？」

「「「「迷宮踏破ダンジヨンクリアだぁああああああああああ！」」」」

　つい耳をふさいでしまった。いや、それくらいうるさいんだ。現に耳をふさいでる人は俺のほかにもけっこういた。

「その通り！ これが、そのダンジョンコアだ！」

　ガラハムさんが掲げた右手には、なにやら透とう明めいな箱に入れられたダンジョンコアがあった。結界みたいなものだろうか。あ、また耳をふさぐことになったのは言うまでもない。

「お前らの言いたいことはよくわかってる。前置きはいいからさっさと魔道具の発表をしろってことだろ？」

　そう。この場はダンジョンをクリアした人に贈呈される魔道具の発表会でもあるのだ。メインとしてはダンジョンがクリアされたということを大々的に発表することなのだが、ほとんどの冒険者にとってはそれより魔道具のほうが気になったりするらしい。これで発表されたものによっては他のダンジョンへ移動することを考えるそうだ。

「さて、このダンジョンをクリアした報ほう酬しゆうとなる魔道具は四種類だ。数はそれぞれ異なるが、きちんと合計二十個ある。今回クリアしたパーティが三人パーティだから、あと十七人だ」

　ガラハムさんが説明している後ろでは数人のギルド職員が四つの魔道具を机に一つずつ並べていた。

　そしてガラハムさんの説明が始まった。

　一つ目はハウステント。

　見た目はただのテントなのだが、中は別の閉鎖空間につながっており、一いつ軒けん家やとその周りに少しの土地がある。これが一番の目玉というわけだ。これがあれば野宿が野宿じゃなくなる。見張りを立てる必要はあるが、テント自体の耐久力は相当高いらしく、破壊された時は中にいた人や物はすべて外に放りだされるそうだ。

　二つ目は初級魔ま法ほうが一つ使える魔導書。

　ファイアボール、アクアボール、エアボールなどの初級魔法と言われる魔法を魔力を通すことで放つことができる魔導書だ。個人的にはどの魔法が初級でどの魔法が中級でとか全然知らないからよくわからない。実際に発動する魔法は魔導書によってランダムで、一冊につき一種類しか使えない。使って確かめろとガラハムさんも言っていた。俺はこれを全然ほしいと思えないが、魔法を使えない人には攻撃の手段が増えるから便利なんだそうだ。魔力を通すことができれば誰だれでも使えるから貴族なんかでも使う人が多く、それこそオークションに出せばそこそこ高く売れるらしい。

　三つ目は魔法袋。

　アイテムボックスが道具化したようなものだ。俺たちとしては全員がアイテムボックスを使えるから使い道が限られるな。個数は三つ用意してあり、うち一つが時間が止まる魔法袋だそうだ。中の時間が止まるかどうかで金額は十倍にもなるらしい。

　最後の四つ目は解体の短たん剣けん。

　これが一番数が多い。それだけ出回っている品なんだそうだ。倒たおした敵に対してこの短剣を突つき立てると、『解体』の魔法がかかり、その死体が解体されるらしい。感覚としてはボス部屋のドロップに近いとのことだ。実演として突き立ててたアントの死体は『アントの甲こう殻かく』にかわった。解体の魔法はマナが使えるし、そもそもだいぶ無む駄だになる部分が多い。自分たちで解体できる冒険者ならそっちのほうが売れる部分が多くなるが、それが面めん倒どうだったり、持ちきれないほどの量を倒したときには大活躍するらしい。

　と、すべての説明が終わったところで盛り上がっていた観客が静かになった。その時を狙ねらいすましたかのようにガラハムさんが言った。

「お前ら、これがほしいか？　なら……」

　大きく息を吸う。

「早い者勝ちだ！　自らを鍛えろ！　センスを磨け！　そして、ボスを倒せ！」

「「「「うぉぉおおおおおおお！」」」」

「ただし、ぜってぇに無理して死ぬんじゃねえぞ！　死んだらそこでなにもかもおしまいだ。命を粗末に扱あつかうようなやつはこれを手にする価値はねえ！」

「「「「うぉおおおおおおおお！」」」」

「生きて、これらを手に入れろ!!」

「「「「うぉおおおおおおおお！」」」」

　冒険者たちの大音量の叫さけびが響ひびく。

　俺たちは、それを聞きながら宿に戻もどって、俺たちだけで祝勝会を開いた。




　発表会があった次の日、またもギルドの奥おくの部屋にやってきた俺たちは、報酬の金貨と魔道具、『金きん華か猫ねこの歌』からのお礼と、それからキングアントの対価をもらっていた。

「やっぱりそいつを持っていくよな……」

「あの中で一番ほしいと思ったのがこれですから」

　俺が貰もらったのは当然ハウステント。これがあれば野宿で俺と二人が同じテントで寝ねないといけないということはなくなるのだ。だって一軒家だもの。部屋の数は最低でも三つ以上あるらしいもの。

「で、そっちの二人は魔法袋と解体の短剣だな。魔導書はいいのか？」

「私は魔法使えますし」

「私は魔法使う予定ないですし」

「まあ数が多いから解体の短剣を持ってってくれるのは助かるんだがな」

「そういえばこれらを使うときになにか注意点はありますか？」

「短剣は全体的に量が減るってことを忘れるなよ。文句言われても知らんからな」

「いるんですか？」

「そりゃあな。本来はこれより一ｍ大きい個体のやつだから高く買い取れと言ってきたやつがいたよ。まあ逆にごみ同然の価格で買い取ったが」

「もめてもいいことはないってことですか？」

「わかってるじゃねえか。他に言うこととなるとあと二つだな。一つは、魔法袋はそんなに容量が多くないってことだ」

「たしか十×十でしたっけ？」

　俺たちのアイテムボックスは全員これよりでかいので使うかわからないが予備としてある分には困らないだろう。俺はいまだにいらないと思っているけど。

「おう。一応一般的なアイテムボックスの魔法と比べると大きいものとなるが、実際使うとなると一つじゃ足りないって思うやつは多いみたいだ。あくまでも補助的な意味合いが強い。依頼の品などの丁てい寧ねいに扱うべきものだったり、モンスターの素材だったり、嵩かさ張ばる食料だったりと人によって違うけどな」

「アイテムボックスや魔法袋の中なら時間が止まってますしね」

「止まってんのはアイテムボックスだけだな。時空魔法のかけてある魔法袋はもっと上のダンジョンじゃねえと出てこない。今回一つだけ時空魔法がかかってるのを用意してあるけど、それも俺の昔の伝つ手てで他のところのギルドマスターと交換したからだ」

「右から３つ目ですよね？　まあ今更変えるのはやめときますけど」

　マナがもらうときに選ばされた七個の魔法袋をすべて『鑑定』していったらあっさりわかった。大半の魔法袋は、

『魔法袋：

　所有者：なし

　容量：10×10』

となっていた。しかし、右から３つ目のものだけは

『魔法袋：

　所有者：なし

　容量：10×10

　備考：時空魔法付ふ与よ済』

となっていたのだ。見た目的には全然変わらないから運が良ければこれがゲットできるというわけだ。

「……そうしといてくれ」

「わかってますよ。それじゃあいさつしたい人もいるんで失礼します」

「早いな。まあ馬車が明日朝早くだからしょうがないといえばしょうがないのか」

「朝一で出発ですからね。今日中にあいさつと買い出しを済ませておかないと。昨日はどこの店もやってなかったから食料とか買えてないんですよ」

「そりゃあ昨日はみんな騒いでたからな。酒場と一部の店以外はみんな休みに決まってるだろ」

「そういうわけですので失礼します」

「おう。護衛依頼とかあったらおしつけ……頼たのんだんだけどな」

「聞こえてますよ」

「気のせいだ。ほら、二人はもう行っちまったぞ」

「え？」

　振り返ると部屋の中に二人はすでにいなかった。外にいるよね？

「失礼します」

　慌あわてて外に出ると、二人は待ってくれていた。よかった。

「ようやく来たね。どっちから行く？」

「遅おそいよー」

「悪い。少し話しててな。ムウルマルのおっさんたちのところに行くと飲まされるかもしれないし先にカーマスさんたちのほうに行こう。場所わかる？」

「さっき受付の人に聞いといた。二つとも有名なパーティだからって教えてくれたよ」

　マナとヒツギの機転に感謝しながら、俺たちはごった返す町を、『瑠る璃り薔ば薇らの太た刀ち』のメンバーが泊とまっている宿に向かった。

「お、メイとマナとヒツギじゃないか。今日はどうしたんだ？」

　宿につくと、カーマスさんが割とラフな格好で出てきた。聞くところによると、昨日の騒さわぎで数人が酒を飲んだらしく、今日は酔いを醒さます意味合いもあって休みにしているらしい。

「実は明日ここを発たつつもりなんであいさつに来た」

「ずいぶんと急な話だね。あんたらここに来たの最近だろ？」

「他の町に用事が出来たんだよ」

「この時期だと武闘大会に出るのか？」

「知ってるのか？」

「そりゃああたしたちはアライエの町のほうから来たからね。前回の武闘大会にも参加してたんだよ」

「へえ。どうでした？」

「全然だめだったよ。うちのメンバーも三人でてたんだけどね。全員予選を突とつ破ぱできずに終わったよ。まああたしは同じブロックに優勝者がいたし、ほかのメンバーは全員同じブロックになっていてね」

「そんなこともあるんですね」

「一応途と中ちゆうまでは三人で組んでがんばってたんだけどね。結局バラバラになって力及およばずに負けていたよ」

「予選ってどんな試合だったんだ？」

　三人で組んでということはある程度の人数ごとに闘たたかっているんだろうということはわかる。でも経験者に聞けるのは大きいと思う。何も知らないしね。

「ブロックごとに全員でバトルだよ。全部で八つのブロックになる。ただ、推すい薦せんされたやつがいたらその人数に応じて七になったり六になったりするけどね」

「推薦？」

「ああ。王都の貴族からの推薦状を持ってくるやつがいてね。そいつらは予選が免除になるんだよ。あたしのときはいなかったけど」

「どんな人が推薦されるんですか？」

「王都の上位騎き士しだとか、上のほうの貴族様である程度実績のある方々だとか、相当上のランクの冒険者で王都で貴族に仕えてるような人だね。あたしたちには無縁の話さ」

「ならなんとかブロックで勝ち上がらなきゃいけないんですね。がんばってよメイ」

「お、やっぱりメイが出るのか？　あたしたちも応援に行こうかな」

「まあ頑がん張ばるよ。勝てるかはわからないけどな」

「そこは『絶対に勝つ』くらい言ってくれよ。男なんだからさ」

「いやー勝てる保証もないしな」

「夢がないねぇ」

「そこはまあいいじゃねえか。カーマスさんたちはいつまでここにいるつもりなんだ？」

「あたしたちはしばらくここに滞在して装備を整える予定なんだ。キングアントの甲殻で作った防具を全員が得るまではここで粘ねばる予定だ」

「キングアントか……」

「十五層のボスからとれるものだけど、聞くところによると十六層以降なら普ふ通つうに出るらしいからまずは十五層突破を狙わないとね」

　キングアントの甲殻、というかキングアントの死体そのものが今アイテムボックスの中に数十体分くらいある。なんて言ったらどうなるだろうか。言わないけど。

「がんばれよ」

「おう。あんたらも頑張りなよ」

　そうして俺おれたちはカーマスさんたちのもとを去った。

　それからムウルマルのおっさんたち『脱だつ土ど工こう房ぼう』が泊まってる宿に行ったのだが、案の定、全員二日酔いでダウンしていた。朝方までずっと飲み続けていて、先ほど全員が寝たところなんだとか。宿の主人が対応してくれた。起きてきたらよろしくと言っていたと伝えておいてもらうことになったが、どんだけ飲んでんだよ！

　その後は食料を多めに買って宿に戻った。

　そして次の日の朝、俺たちのほかに数人を乗せた定期便の馬車はイリアスの町を出た。




　アライエの町の武闘大会。それに心を躍おどらせながら、俺たちの乗った馬車はのんびりと進み始めた。
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あとがき







　どうもコクトーです。

　二巻に引き続き、読んでいただきありがとうございます。三巻まで出すことができてとてもうれしいです！

　二巻の時は卒論が終わり、四月の初めで、ようやく社会人生活が始まったところでした。まだまだ集合研修を受けているところで、余裕のある毎日でした。しかし、その研修が終わり、配属先に移ると、生活は一変しました。社会人の生活をなめていたとしか言いようがないのですが、ここまで余裕がなくなるとは思っていませんでした。小説家になろう様でも読んでくださっている方ならばお分かりかと思いますが、更新する余裕がない程度には忙しくなりました。こうして三巻が出るのが遅くなったのもそのせいですね。ほんとに、書くどころかパソコンすらつけられないような日も多々ありました。ですが、あとがきを書いている今はだいぶ落ち着きまして、更新も再開できるようになりました。二日連続終電帰りなんてもう嫌です、ハイ。

　案件の関係で最高潮に忙しかった時期を超え、仕事にもだいぶ慣れてきました。作者は、情報系の会社で、いわゆる運用系と呼ばれる仕事をしています。世間的には情報系の会社というとプログラミングだとかの開発系の仕事が一般的なのかもしれませんね。少なくとも大学時代の自分はそうでした。実際に働いている今となっては開発とかやっている姿は想像できませんね。エラーが止まらなくてウガァーってなっていそうです。

まあ、作者の近況なんてどうでもいいことは置いておきまして、さっそく三巻の中身の話に入りましょう。

　三巻は二巻に続きダンジョン『アントホーム』の攻略でした。とりあえず、本編を読まずにあとがきを読んでいる方はネタバレ注意です。嫌な方は本編を先に読むことを推奨します。気にならなければそのままどうぞー。

　三巻では、天上院古里の話を一つの章としてどんと入れました。なろうではさらりと流した話ですが、書籍ならではというやつですね。というか、こうした機会でもなければ、彼の話を細かく書くなんてやらないと思います。彼の話ってヒメが絡まないからテンション上がらないんですよ……。ただ、北熊様が書いてくださった天上院のイラストはかっこよすぎると思いました。一応主人公であるメイは基本的に拳メインで、聖剣で戦う天上院とは対極みたいな位置にいますからよけいにそう思います。

　また、そんな彼よりも大きな違いが本編の最後、黒虎の登場です！　これについては書籍がでて、この場面が来たらやろうと一巻の時から決めていたことでした。なろうで本作を書き始めたのは今から四年以上前になりますが、百五十話くらい書いた頃、こんな展開にしておけばよかったと思っていたネタです。さすがにそこまでいっていると、一から書き直すなんてことは考えられなかったのでお蔵入りしていましたが、こういう形でできたので満足です。本音を言えば黒虎の話はもっと書きたいところではありますが、今の状態ではこれが限界でした。北熊様にイラストにしていただけたのはいいことです。シリアスな場面をその可愛さでもってシリアスでなくする黒虎とヒメ。そんな二体を両腕に抱いてほっぺをムニムニしたいです。ぬいぐるみ発売されないかなぁ……。絶対に買うんですが。

　続けてイラストの話に行きましょう。

　今回、新たにキャラビー・ファントムがイラスト化されました。この話の中で出ている数少ない獣人のキャラクターです。獣人と聞いて、皆さんはどんな想像をするでしょうか。文字通り獣の人という意味で、動物がそのまま二足歩行になったような、獣が強い獣人。あるいは耳や尻尾、手などの一部にのみ獣の要素が残る、人が強い獣人。私は後者でした。二巻で登場したガルアのように、獣の強い獣人も登場するので、ほんとかよーとか思われるかもしれませんが、ほんとです。作品へ反映させるかどうかというところはまた別なのですよ。

　どんどんいきましょう。続いて、三巻のヒメのお話です。毎回ヒメをイラストにしていただくようにお願いするわけですが、今回もイラストにしていただけました。マナたち二人にわしゃわしゃされているシーンではめちゃくちゃいい笑顔を浮かべております。さすが北熊様！　他にもあります。今回も表紙でヒメはメイの肩に乗っています。表紙絵を見た時に真っ先に目がいきました。皆さんもそうだと思います。（願望）

　自分がデビューさせていただいたＨＪネット小説大賞が今年も開催されていました。見事受賞した方、おめでとうございます！　自分は皆様のおかげもありまして、こうしてなんだかんだと三巻まで出させていただきました。書籍になったらやりたかった展開もかけましたし、こうなったら後はヒメのイラストを増やしていただくだけですね。何気にヒメは二巻、三巻と続けて表紙を飾っています。メイたちのオマケなどでは決してありません。むしろメイたちがオマケです。……すいませんさすがに言いすぎました。

　そんなこんな書いてきましたが、改めて自分の作品を読んでくださり、ありがとうございます。いつも拙い文章ではありますが、皆様が楽しんでいただけるのであればそれが一番です。たった一言であっても、感想をいただくと作者はめちゃくちゃ喜びます。ちなみに、なろうの方であれば感想返しは必ずさせていただきます。なんなら、宣伝がヘタクソな作者に代わって、どんどん宣伝していただいてもいいんですよ？　作者に宣伝を任せるとすぐにヒメの話になりますので……。

　最後になりますが、これからも、よろしくお願いします。

　ではまた次回。
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